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前説





　寒々しい空気の中で、橘たちばなと凪なぎは身を寄せ合っていた。

　二人の住む家は住宅街にある。リビングの窓から外を見れば、あちらこちらに、電飾や紅白のモールで装飾をほどこしている家が見えた。

　クリスマスが、せまっているのだ。

「……なあ、橘」

「なんだ凪。何用だ。遠慮することはない、私に何もかも打ち明けるが良いぞ」

「いや、そんな大した話じゃないんだけど……」

　凪は、苦笑を浮かべながら、ほおを掻かく。

　それから、膝ひざの上にいる、金髪の少女を見下ろした。

　その長すぎる金髪は凪の膝の上ではおさまりきらず、座ざ布団ぶとんをも飛び出して、フローリングの床に広がっている。小さな少女なので、あきらかにその金髪は彼女の身長よりも長いはずなのに、どういうわけかその髪は、たった今トリートメントしたばかりのようなつやを、いつでもまとっている。

　綿入れはんてんを着て、凪なぎの膝ひざのうえに座るその少女は、橘たちばな。

　凪とともに暮らす、妖よう狐こと呼ばれる妖よう怪かいの少女である。

　橘はその金色の瞳ひとみで、まっすぐにコメディ番組の流れるテレビを見たまま、

「凪、何を言いづらそうにしておるか。我らは約束を交わしたであろう。『隠し事をしない』と、そのように。私に言うべきことあらば、おまえは遠慮なく打ち明けるべきだ。そこにはどのような気兼ねも不要。なぜならば――我らはいずれ、夫婦めおととなるのだからな」

「ははは……」

　凪は苦笑いしかできなかった。

　橘という幼い妖狐は、凪の家におしかけて来た時から、変わらずこのような調子なのだ。

「どうしたどうした」

　凪が苦笑いするばかりでいっこうに話を始めないからだろうか、橘は、金色の瞳を凪に向けて、急かすように言う。

　膝のうえに乗っているから、橘が凪の方を向くには真上を見るしかないのだが――そうすると凪の側としては、顔が近いし、胸に頭を押し付けられるしで、どう反応していいものか、困るのだ。

　まあ、それ以前に、



    

  
    
      



    

  
    
      「……どうして橘たちばなは、俺おれの膝ひざの上に乗ってるんだ？」

「そのようなことか」橘は不満そうな顔をしてから、視線をテレビに戻す。「言ったであろうが。寒いからだ、と」

「じゃあ、エアコン点つけたらいいと思うんだが……」

「いやだ。喉のどが痛くなる」

「だったら、服を着込むとかさ、そんな、綿入れと浴衣だけ、っていう恰かつ好こうじゃなくて」

「いやだ。重い。肩がこる」

「だったら……」

「凪なぎよ、おまえまさか、私が膝のうえにいることが、不満なのか？」

「……いや、その」

「不満なのか？」

　橘が、また、凪の顔を見上げる。

　金色の瞳ひとみと、白い肌と、それから温度の高い吐息があまりにも近くて、凪はつい、目を逸そらして言葉を濁す。

「凪よ、隠し事はするな。……十一月、私がおまえの隠し事により、どれほど辛つらい思いをしたか、おまえはまだわかってくれんのか」

「それは、わかってるつもりだ」

　凪の言葉は強い。

　――十一月。

　鵺ぬえ、という少女があらわれた時のことだ。地獄からの使者である彼女は、もともと地獄の住人であった凪を連れ戻そうと行動を起こしたのだが、その時に鵺がとった手段が、『橘をさらう』というものであった。

　凪はどうにか橘が連れ去られる前に鵺に追いつくことに成功したのだが、その時に橘が吐露した気持ちは、今でも忘れない。……地獄と凪とのかかわりを隠されて、凪にまつわる出来事から隔離されて、護まもられて――凪の隣で事件にかかわることができず、橘は傷ついたのだ。

　だから凪は、橘に『隠し事をしない』という約束をした。

「膝のうえにいられるのが辛いとか、そういう話じゃないんだよ。なんて言うか……その、照れるって言うかさ」

「照れるということは、私を意識しているということだな」

「まあ、そうなるのかな……」

「凪よ、二人きりだな」

「今日はずっと家にいるから、今さらわざわざ言うようなことでもないよな」

「意識しあう男女が二人きりならば、することは一つだろう」

「よし、夕食にするか！」

「夕食のあとでもいいが」

「そう言えば橘たちばな、そろそろクリスマスだな！」

「……ふん、おまえは話題を避けているようだがな、逃げられんぞ。我らは寝所をともにする約束なのだからな。布団ふとんの中でおまえを問い詰めてくれよう。――今日こそ教えてもらおうか。子作りは互いに裸になったあとに何をすればいいのか」

「……」

　凪なぎの顔立ちが、一気に十歳ぐらい老けこんだ。

　十一月の鵺ぬえにまつわる事件が終わったあとから、橘は子作りの方法ばかりを聞いてくる。

　とりあえず人前でその話題は出すな、と厳命しているものの、二人きりになるたびにこんなことを聞かれたのでは、凪の精神がもたない。

　どうにか『時がきたらきっと教える』ということでひとまず納得させてはいるものの、

「凪よ、おまえの言う『時』はいつなのだ。一秒後か？　二秒後か？　三秒後か？」

「猶予がちっともない!?」

「私に隠し事をしないと約束したのだぞ、おまえは。それをおまえが泣いて頼むから問い詰めずにやっているのだ。ならばおまえは、可能な限り私に早く話し、なおかつ実践するための努力をすべきだ」

「お願いだから、かんべんしてくれ……なんていうかそれは、俺おれが『人間であること』を維持しつつおまえを大事にするために、ギリギリアウトな質問なんだ」

　――清きよ原はら凪は、人間ではない。

　九きゆう尾びの狐きつねと呼ばれる妖よう怪かいで、もとは地獄の住人である。

　それが、人間の『清原凪』の体に憑ひよう依いすることで、現在の清原凪となっている。その特殊な生い立ち、成り立ちゆえにか、清原凪は『人間であること』にこだわる。もっとも最近は、なんらかの明確な基準を打ちたてて人間らしいかどうかを判断するのが、難しい状況になりつつあるが。

　凪の発言に、橘は「む」と不機嫌そうにうなって、

「私の誇り……もっとも大事なことは、おまえを人間でいさせること、だからの。……そうだな、我らには時間があるのだ。なに、焦ることはあるまい。いつかおまえを囲む小娘どもが、老いて死んで、それからでもきっと、遅くはないのだろうな……」

　自身に言いふくめるようにさびしげに言って、橘は顔を伏せる。

　凪はその様子を見て、『悪いことをしたな』という気持ちになったので、

「うまく言えないけどさ……俺、がんばっておまえのこと、大事にするから。だから、どうか、そんな顔しないでほしいな」

　つぶやきながら、橘の頭をなでる。

　橘たちばなは、自分の頭に触れる凪なぎの手に、その小さな手を重ねて、

「わかっておる。……大丈夫だ。もうおまえは、私を置いていかぬのだろう？　ならば、大丈夫だ」

「ありがとう、橘」

「……ところで凪、『くりすます』がどうとか言っておったな」

「ん？　ああ。もうすぐクリスマスだな、って」

「それはなんなのだ？」

「なんなのだ、って……知らないか。楽しい日だよ。なんかうちのクラスでクリスマス会やるらしいなそういえば……」

「おまえの『くらす』は、お祭り騒ぎが好きよのう……」

　橘が、じゃっかんあきれていた。

　凪は苦笑いをして、

「まあ、みんなをまとめられるやつがいるしさ。それに、楽しいことなら、やるべきだろ」

「ふむ……ようするに『くりすます』とは、大勢で集まって騒ぐ日なのか？」

「そんな感じかな……本来は神様の誕生日とかいう話だけど」

「ふん。神などおらん。私が神だ」

「いや、意味がわからない」

「しかし誕生日か。そういえば凪、私の誕生日は明日なのだが」

「え!?　そうなのか!?　もっと早く言ってくれればな……」

「いや、『誕生日を聞かれたらとりあえず明日ですと言っておけ』と、姑う獲ぶ鳥めが言っていたから、言ってみただけなのだが」

「そのアドバイスは忘れてもいい……ていうか、橘の誕生日っていつなんだ？」

「さて……よく知らんな。生まれた日付になんの意味があろうか。私は今、ここにいる。それだけでいいではないか」

「いいではないか、って……ええと、ほら、普通人間は、誕生日を祝うんだよ」

「では明日だ」

「ちょっと急すぎるから、できたら一カ月ぐらい時間がほしいな……」

「では来月だ。ところで凪、おまえの誕生日はいつなのだ？」

「来月って……まあいいや。俺おれの誕生日はそろそろだよ」

「ちなみだが、おまえの誕生日というのは――」

「『清きよ原はら凪』の誕生日だ。九きゆう尾びの狐きつねとしての誕生日はちょっと覚えてないな……」

「ま、そんなものであろうな。……お、凪、外を見てみるがいい」

「ん？」

　言われて、凪は窓の外へと視線を移す。

　かすかに白いものが舞っているのが見えた。少し経てば溶けて消えてしまいそうな弱々しさではあるが、それは雪だった。

「そう言えば、こんな感じの日だったよ。まあ、あの日はもう、雪が積もってたけどさ」

「あの日？」

「『清きよ原はら凪なぎ』の誕生日だよ」

　――それから。

　清原凪の、命日。

　９歳の誕生日、『清原凪』は死に、そして――生まれた。

　その日が、もう、すぐそこに迫っていた。
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「では管くだ狐ぎつね、留守は任せたぞ」

『いってらっしゃいませ、ご主人様』

　半紙にそんな文字を浮かび上がらせて、体長四十センチほどの着物姿の少女が、橘たちばなと凪を見送った。

　橘と凪はその小さな少女――管狐に手を振り、家を出る。

　今日、二学期が終わる。

　凪と橘の二人は今年最後になるであろう制服姿で住宅街を歩いていた。

「『誕生日』の話だが」

　凪の袖そで口ぐちをつまんでいる橘が、足元の小石を蹴け飛とばしながら話を始める。

「人間は、その日を祝うのだったな。凪、おまえの誕生日は正確にはいつなのだ？」

「まあ、クリスマス終わってすぐだけど。……いいよ別に、そのあたりは気にしなくて」

「しかし凪なぎは来月、私の誕生日を祝うであろう」

「いや、祝うけど……なあ橘たちばな、本当に誕生日、来月でいいのか？　そんな、思いつきで決めていいようなものなのかな、誕生日って……」

　凪は困った顔で言う。

　けれど橘は、くだらなさそうに鼻を鳴らし、

「調べる方法もなかろう。それに、言ったはずだ。生まれた日付に意味などない。意味があるのは、私がこの場所――凪のすぐ隣に立ち、凪と歩みをそろえて進んでいる、そのことだけだ」

「……そういうものなのかな」

「それに、来月は一月。一年の初めに誕生日があるというのは、なんとも縁起よく思えるではないか。うむ、そうだな、帰ったら私の誕生日を大安吉日に合わせて、ついでに式を挙げるのもいいやもしれん。誕生日祝いにおまえをもらおう。別にかまわんだろう、そのぐらい」

「ああ、そうだな――っていやいやいやいや！　あんまりにも当たり前みたいな調子で言うから、あやうく首を縦に振るところだったぞ！」

「すでに半分は振っておったであろう。……凪、言いたくはなかったのだが、おまえは時折、不安になるほど迂う闊かつな奴やつよのう……」

「迂闊なのは自覚してるよ……」

　凪は苦笑を浮かべる。

　橘は、金色の瞳ひとみを凪の顔に向けて、

「おまえは、ずっとそれほど迂闊だったのか？」

「ずっと、っていうのは」

「『清きよ原はら凪』になる以前……あるいは、おまえのもととなった『清原凪』は、それほど抜け作だったのか？」

「ぬけさくって……まあ、なんて言うか……俺おれの知ってる、俺じゃない『清原凪』はまだ子供だったしな、迂闊なのか、ただ子供だったからあんまり頭がよくなかったのか、そのあたりはわからないけど」

「というか、腑ふに落ちんのだが、おまえはなぜ『清原凪』なのだ？　人間は大勢いるであろうし、九きゆう尾びの力であれば、もっと恵まれた人間になることも可能だったであろう。にもかかわらず、なぜおまえは『清原凪』を選んだのだ？」

「……」

　それを話すには、とある思い出の話をしなければならない。

　なんだか口にすることにより思い出の価値がさがってしまうような気がしてしまって、大事に大事に、なるべく誰だれにも話さないようにしてきた、思い出の話。

　――そんな大事なものだからこそ。

　凪なぎは、橘たちばなに話そうと思った。

『隠し事をしない』という約束の強制力ではなくて、大事なものを、今こそ自分の意思で橘に話したいと、思ったのだ。

「俺おれが清きよ原はら凪になったのは、『清原凪』が――」

　そう、凪が言葉を探しながら口を開いたところで、



「ぬえー、凪さん、おはようございますよぅ」

「……よくわからない。朝からこんなに多くの人に会う、とは」



　鵺ぬえと藤ふじ紫むらさきが、右側の道からあらわれた。

「おふたりはいつもいっしょですねえ。申し訳ありません、鵺ごとき生き物がお邪魔をしてしまい……」

　ちりりん、と。卑屈なことを言いながら接近してきた鵺の首輪についている鈴が鳴る。

　橘よりも小柄な、髪をツインテールにまとめたその少女は、申し訳なさそうな言葉とは裏腹に、八重歯をのぞかせ活発そうな笑顔を見せて、凪と橘の間に小走りで割り込んできた。



    

  
    
      



    

  
    
      　橘たちばなは不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せて、

「貴様、言葉と行動が一致しておらんぞ。私と凪なぎの間に割り込むことを申し訳ないと思うのであれば、さっさと消えるがいい。それとも私が消してやろうか」

「ぬえー、そんなにぴりぴりしないでくださいよう。鵺ぬえはこれでも橘さんの味方のつもりですよう？　鵺がねえさまからおおせつかった任務は『凪さんの監視』ですけどぉ……それでも、おふたりのプライベートは尊重していますからねえ」

「見るのはかまわん。消えれば良い」

　不機嫌そうな顔の橘と、何も考えてなさそうな顔の鵺が、見つめあう。

「まあまあ、橘……鵺も、離れろって」

　凪は困りながらも、腕にからみついてきた鵺をひきはがし、一歩距離をあける。

　鵺は気にした様子もなく笑ったまま、

「ねえさまから新しい命令もありませんしねえ。鵺はこれでもみなさんと仲良くしたいんですよう？　まずは、ねえさまが夢中になっている凪さんから、仲良くしたいと思ってますよう？」

「仲良くするのと、必要以上にくっつくことは違うからな！」

「凪の言うとおりだ。貴様、あまり身の程を知らんと、怪我では済まさんぞ」

「藤ふじ紫むらさきさーん、助けてくださいよう」

　余裕のある声で言いながら、鵺が藤紫の背後に隠れる。

　藤紫は、いつものように何を考えているのかわからない無表情で、背後にかくれた鵺をちらりと見て、それから視線を空にうつす。

　凪は、藤紫の肩口で切りそろえられた黒髪や、白い喉のどや女性的な起伏の乏しい体つきばかり見ているわけにもいかないので、藤紫の視線を追って空を見上げるが、やはりと言うかいつも通りと言うか、藤紫の見上げる先の空にはなにもなかった。

　昨日の雪の名残さえも、ない。

「……よくわからない」

　藤紫は平へい坦たんな声で言いながら、視線を橘にうつし、

「橘は、なぜそこまで、攻撃的？　なのか」

「ふん、貴様らが凪に必要以上に近寄るからいかんのだろうが。凪は貴様らに近付かれたいなどと思っておらんのだ。なぜそれがわからん！」

「……よくわからない。なぜ、おまえが、なぎの意思を勝手に語る、のか」

「ふん、わからんのか。ならば教えてやろう。それは、私と凪が以心伝心だからだ！」

「……」

　藤紫の感情のない目が、凪をとらえた。

　凪なぎは苦笑いして、

「いや、その……近付かれたくないわけではないけど」

「しかし近付かれたいと思ってもおらんだろう！」

「まあ、それはそうなんだけど」

「……よくわからない」こてん、と藤ふじ紫むらさきは首をかしげ、「聞けば聞くほどおまえが勝手に騒いでるだけ？　に～、聞こえる」

「よくわからんのは貴様だ。貴様、何を考えている？　何の目的で凪のそばにいる？」

「……藤紫は、なぎの味方で、人間の？　味方。それだけ」

「ふん、どうだかな」

　橘たちばなは、いぶかしげに藤紫を見る。

　しかし藤紫は、いつもとまったく変わらない、感情のうかがえない無表情のまま、淡々と視線を凪に移して、

「それと～、藤紫は、なぎのどれい」

「おい!?」

「言ったはず。なぎには、藤紫に命令する義務がある、って」

「いや、言われたけど……」

　言われた事実と、誰だれが聞いているかもわからないような登校時の通学路で『どれい』宣言することとは、話が違う。

「ならば話は早いであろうが。凪、こいつに言ってやれ。『二度と近付くな』と」

「いや、そこまでは……ほら、クラスメイトだし。主従とかじゃなくってさ、可能な限り対等に仲良くしていきたいんだよ、俺おれは……」

「うー……くらすめいとくらすめいとと、そんなに大事かその関係が！　なぜ私はくらすめいとではないのだ！」

「俺に言われてもな……」

　建設的な回答など、返せそうもなかった。

　藤紫はしかし、たいして考えた様子もなく、

「橘は、問題児だから～、監視しやすいように、恋れんが手のとどくところに置いておいたって、聞いた」

「そうであったな！　おのれ恋め！」

「っていうか藤紫、その話をした時におまえ、学校にいたっけ？」

「……よくわからない。なぎが言う『その話をした時』がいつか、は、知らないけど。藤紫は、恋に直接質問して、橘となぎが互いに隔離されてる理由？　を、聞いた」

「ああ、なるほど……そう言えば藤紫は、学校にいる妖よう怪かいの代表代理、だったっけ」

　凪の言葉に、藤紫はカクリ、と糸が切れた人形じみた動作でうなずいて、

「学校側は、しずか。なぎを、どうこうしようっていう話？　は、ない、っぽい。すくなくとも～、藤ふじ紫むらさきには、聞こえてこない、感じ。鵺ぬえにも、なにも指示はいってない、っぽい？」

「……そうか」

　藤紫がどれほど熱心に情報収集をしているのかは知らないが、仮にも『学校にいる妖よう怪かいの代表代理』という立場である。その藤紫が『何も聞こえてこない』と言うのであれば、凪なぎや橘たちばなを学校から追い出して地獄へ追い返そうという運動は、今のところ、沈静化していると見てもいいだろう。

　凪が安あん堵どしている横で、鵺がやや不満そうに頬ほおをふくらませて、

「ぬえー。というかですねえ、鵺はべつに、学校にお仕えしているわけではないんですよう。学校がどう言おうが、ねえさまから指示がない限りは、動きませんよう」

「どうでもいい。どうでもいい、けど、藤紫は、なぎの排斥運動を許すつもり？　は、ない。凪は可能性だから」

「可能性？」

「……なんでもない。学校に行く」

　そう言って、藤紫は凪たちから離れていく。

　鵺も、「待ってくださいよう」と言いながら、小走りであとを追う。

　凪と橘が、残される。

「橘、とりあえず学校行こうか。……『清きよ原はら凪』の話は夜でもいいかな？」

　決意はとうに固まっていた。

　ただ、他ほかの人には聞かせたくない話だから、こんな、いつ人が通りがかるかわからない通学路では、したくなかった。――橘になら、話せるけれど。

「かまわん。私も興がそがれたと思っていたところだ。……夜、じっくりと、語り聞かせてくれ」

「……ああ」

「ついでに子作りに話が及んでもかまわんぞ。どうせ管くだ狐ぎつねしか見ておらんしな」

「だから、俺おれがかまうんだってば！」

　それだけは、橘に話せそうもない。

　そんな会話をしながら、橘と凪は、藤紫と鵺のあとを追って、学校へと向かった。

　二学期最後の学校生活が、始まる。



　　　２



　終業式はとどこおりなく終わり、凪の所属する１年Ｃ組では放課後のホームルームが行われていた。

　相変わらず担任の姿はない。ここまで存在感のない担任も珍しいような気もするが、凪なぎのクラスメイトは誰だれひとりとして気にしていない様子だった。

　それはなぜかと言えば、



「いいかお前ら、二学期は終わったけど、イベントは終わってないよ」



　いつものように教卓に両手をついてクラス中をにらむ、赤あか染ぞめさんがいるからである。

「というか、クリスマス会はお前らがやりたいって言ったんだぞ。そのクリスマス会が翌日に迫っているんだから、よもや準備も手伝わずに帰ろうっていうやつはいないだろうな？　そんな理解し難いやつは死んでいいよ」

　露出した右デコを人差指でコツコツ叩たたき言うその姿には、有無を言わせぬ迫力がある。その迫力を押し上げているのはやはりその大きな胸であろうか。赤染さんからはあらゆる意味で目が離せない。

　そしてもちろん、赤染がこうしてまとめあげている以上、協力を拒むような生徒は１年Ｃ組には存在しない。

　というわけで、それぞれ振られた役割ごとにまとまって、机を合わせて話し合いを始める。この班分けは、文化祭の時の会計班、衣装班、内装班、食事班という班分けがほぼそのまま踏襲されている感じである。

　赤染と凪は、会計班のところにいた。

　ここには、他ほかにも文化祭の時にはまだいなかった鵺ぬえ、会計班班長である藤ふじ紫むらさきと、球技大会の時に凪と同じバスケ班だった、河童かつぱの河かわ名な、他三名の生徒がいる。

「……よくわからない。まず、藤紫に、クリスマスとはなんなのか～を、説明してほしい」

「理解し難いんだけど。なんでクリスマス会を翌日にひかえて、今さらそんなことを聞くんだ？」

「質問する機会がなかった、っぽい」

「……凪、説明してやれ。そのあいだに私は他のメンバーと、予算の内訳の相談に入る」

「わかったよ」

　凪は請け負って、藤紫の方を見る。

　藤紫は、赤染の向こう側にある黒板を見ていた。相変わらず何を考えているかわからないその様子に、凪はため息をついて、

「クリスマスっていうのは、ツリー飾ったり、ケーキ食べたりして、大事な人と祝う日なんだ」

「……よくわからない。なぜ、ツリーを飾ることが、お祝いになるのか」

「……そういうものなんだよ。俺おれもよく知らないけどさ」

「正月の門松みたいな～、もの？」

　藤ふじ紫むらさきが首をかしげる。

　答える凪なぎも首をかしげて、

「かも知れない……とにかく、モミの木に電飾とかモールとかを巻きつけて、てっぺんに星を置いて、飾るんだ」

「理解した。ようするに～、もみの木をいじめて、遊ぶ」

「それは違うと思うな！」

「もみの木に、同情をきんじえない」

「なんでそんなにモミの木に感情移入してるんだよ!?」

「藤紫と境遇が似てる？　から」

「どういう意味!?」

「藤紫も～、凪にしばられたり、頭に星をのせられたりすることも、きっとあると思う」

「絶対にない！」

　藤紫の頭に星を乗せるというのは、どういう状況なのか想像がつかなかった。

　クリスマスツリーのコスプレというのは新しすぎる。

「だいじょうぶ。藤紫、強い。きっと、うまくかざられてみせる」

「そんな自信はいらない！」

「……よくわからない。自信をもつのは～、いいこと」

「自信をもつポイントがおかしいだろ！」

「お前ら、話が脱線しすぎだよ。あとうるさい」

　赤あか染ぞめから注意されたので、藤紫と凪のクリスマスツリー談義は終了する。

「……今回は学校主催のイベントじゃないからな。場所は貸してもらえるそうだが、費用は私たちで出してる。だから確認するが、費用はオーバーしてないな？　足りなくなりそうなら素直に言うといいよ。必要そうならいくらかは出せるからな」

「ぬえー……ということは、あんまり食べ物は出ない感じですねえ」

　鵺ぬえが残念そうな鳴き声を上げる。

　赤染は右のおでこをコツコツと叩たたいて、

「いや、お前は食べ過ぎだから。と言うか理解し難いんだけど。お前の胃袋、体の小ささに明らかに見合ってないよ。でかすぎだ」

「というかですねえ、鵺はほんとは、今の十倍ぐらいおっきいんですよう」

「理解し難いんだけど。『ほんとは十倍ぐらい大きい』ってどういう意味だよ」

「ですから本性がですねえ、」

「なあ、鵺」

　鵺ぬえに自分の正体を隠す意思がまったく見られないので、さすがに凪なぎが止めに入った。

　鵺は凪のほうをふりむき、

「おや、凪さん、鵺ごとき下等生物に凪さんのほうから声をかけてくださるなどと、凪さんは明日空から槍やりでも降らすおつもりなのですかねえ」

「いや、そんなつもりじゃ……って言うか鵺は、なんで自分のことをそんなに卑下するんだよ」

「鵺は鵺ですからねえ」

「こいつの芸風だろう。私はもう気にしないことにした。凪、お前ももう気にするな」

　赤あか染ぞめがため息まじりに言いながら、右のデコをこつこつと叩たたく。

　凪は苦笑いを浮かべ、

「……まあ、とにかく。鵺、あんまりそういうこと言うなよ」

「ぬえー……？　ああ、なるほど。了解ですよう。鵺は思いっきり名乗ってますから気にしてないんですけどねえ。凪さんが言うなとおっしゃるなら、鵺はしたがうまでですよう。鵺ごとき生き物に、凪さんからのご命令をつっぱねるすべはありませんからねえ」

「おい凪、早速卑屈発言が出たんだが」

　赤染は、凪が鵺の言葉を止めに入ったのは、卑屈な発言をいさめるためだと思ったようだった。

　本当は鵺が自分の正体についてやすやすと公言しようとしているのを止めようとしただけなのだが、凪は特に赤染の勘違いを訂正することもなく、

「それで赤染、俺おれの主な仕事って、やっぱり今回も――」

「なーぎー！」

　赤染への質問をしかけていた凪だったが、教室の外から投げかけられた声に、発言を止めて振り返る。

　振り返った視線の先には、教室の前扉を勢いよく開けて入ってくる、橘たちばなの姿があった。

　橘は明らかに会議をしていることがわかる１年Ｃ組の様子などまったく気にした様子もなく、ずかずかと金髪をひきずりながら入ってくる。

　１年Ｃ組のメンバーもまた、橘の様子を気にしている者は一人も見られない。

　みんな、慣れているのだ。

　凪をたずねて、この小さな上級生がクラスに押し入ってくることなど。

　橘は凪の真後ろまで来ると、凪の首に手を回し、

「凪！　いつまでほーむるーむをやっているのだ！　待ちくたびれて白骨死体になるではないか！」

「それはいくらなんでも待ちすぎだろ!?　……とにかく橘、放してくれないか？」

　色々とあたっているのだ。

　後ろから首に手をまわされて、すぐそばで話されているせいで、髪とか頬ほおとか、あとおそらく（平へい坦たんすぎて断言するほど自信がないが）胸とか、色々。

　しかし橘たちばなは気にした様子もなく――と言うか、むしろ余計に凪なぎに対する拘束を強めて、

「ふん、おまえを拘束する権利があるのは私だけだと、知らしめておかねばならんからな、そこの小娘に」

　じろり。威嚇するような視線を赤あか染ぞめに向ける。

「……なに先輩、理解し難いんだけど。なんでいきなり来て、いきなりケンカ腰なわけ？」

　応じる赤染の発言もケンカ腰なので、凪としてははらはらするしかない。

「喧けん嘩かなど売っておらんわ……ところでまたぞろ何かくわだてているようだな。私も凪と参加するが、まさか嫌とは言わんだろう？」

　橘の不ふ遜そんな物言いである。

　しかし、言葉を向けられた赤染は、機嫌を損ねるよりも、おどろきが強かったようで、

「意外なんだけど。てっきり連れて帰るとかわめきだすと思ってた」

「あまりわがままも言ってられんからな。……本音を言えば連れ帰りたいのだが、がまんするのだ」

「……」

　にらみあう赤染と橘。

　どういう状況なのか、顛てん末まつを丸ごと見ていたはずなのに凪にはわからなかった。

　なので、

「えっと……赤染、悪い……」

　とりあえず謝ってしまうへたれっぷりである。

　赤染は深く長いため息をつき、

「……なんで私に謝るのか理解し難いんだけど。邪魔しないなら問題ない。凪、席をゆずってやるといいよ。先輩はちっちゃいから、立って会議に参加するのはきついだろうし」

「私が小さいのではない。貴様が大きすぎるのだ」

　橘の金色の瞳ひとみは、赤染の胸部あたりで止まっている。

　その視線に気づき、赤染は胸を両腕で隠して、

「あんまりじろじろ見ないでほしいんだけど」

「見てなどおらんわ。見ようとせずとも視界をふさぐのだ。邪魔くさい体をしおって」

「小さすぎて視界に入らないよりはましだと思うけど」

　交錯する視線。火花を散らす両者。

　凪はこの緊迫した状況をどうにかしなくてはならないような義務感を覚える。けれど何をしたらいいかわからないので、とりあえず立ちあがって席をゆずることにした。

　けれど、その行いは、無駄に終わる。



「凪なぎくん、いる？」



　はりのある声が、先ほど橘たちばなが入ってきたところから、聞こえた。

　凪がそちらを見れば、そこには、髪をポニーテールにまとめた、明朗な笑顔を浮かべた少女が立っていた。

　少女は手に持ったきんちゃく袋をぐるぐると回して、

「やっほー凪くん、ちょっといいかな？」

「ああ、和泉いずみ先輩」ほっ、と凪は胸をなでおろして、「橘ならここだけど」

「……なぜ、恋れんにかける第一声が、私の所在なのだ」

「ええと……」

　言葉に詰まる。

　まさか、『またなんか問題を起こした橘を回収しに来たんだろうし』とは言えなかった。

　しかし、和泉の用事は、凪の予想とは違っていたようで、

「いやー、それがさ、用事があるのは橘だけじゃなくって、凪くんと、藤ふじ紫むらさきもなんだよね。ちょっといいかな？　……生徒会の用事でさ」

　最後に、『生徒会』と言う瞬間、和泉の笑顔が、少し陰ったように、凪には見えた。

　それに――メンバーから、想像できる。

　きっと、妖よう怪かいにまつわる話なのだろう、と。

　だから凪は、真剣すぎる顔にならないように気をつけながら、

「悪い赤あか染ぞめ、そういうことらしいから……」

「生徒会の呼び出しだったら仕方ない。謝ることはないんだけど。別にお前の素行が悪いってわけでもないだろうし。……女癖以外は」

「女癖悪くないだろ!?」

「とにかく行っていいよ。まだおまえの役目はないし、藤紫の代わりは、今なら私ができるから」

「女癖悪くないのに……」

「……なぎ」

　すでに立ちあがっていた藤紫が、ちょいちょい、と凪の袖そでを引っ張る。

　凪は赤染に発言の撤回をしてもらうのをあきらめて、不満をため息に変えて、

「わかった、じゃあ、行こうか」

　そう言って歩き出す凪に、

「うん、ごめんねー」

　あくまで明るい声で、和泉は謝った。

　しかし、声こわ音ねとは裏腹なその表情が凪なぎの予想を確信に変える。

　――これから聞かされるのは、楽しい話ではない、と。



　　　３



　異質な部屋だ。

　その部屋に入った瞬間、凪は思わず一度外に出て、部屋の名前を確認しようと思ったほどだった。

　ここは、生徒会室のはずだ。

　決してどこぞの物語に出てくる西洋の古城に入り込んだわけではない、はずだ。

　けれど、ならば、今、目の前に広がっている、巨大な円卓しかない空間は、どういうことなのか――



「来たか、九きゆう尾びの狐きつね」



　円卓に着いている男が、重苦しい声で呼びかけてくる。

　見た目は何の変哲もない凪と同じ制服姿の男子生徒といった感じにもかかわらず、異様な威圧感を醸し出す男。

「私は生徒会長の赤あか染ぞめ頼より平ひらだ。……こうして顔を合わせるのは初めてかな、九尾の狐。合わせたくもなかったがね」

　赤染頼平は、招いた凪らを席に着かせることなく、話を始める。

「……赤染、って」

　凪が思い浮かべるのは、先ほど別れた同級生。

　気が強くて、統率力があって、不思議な威圧感のある少女のことだ。

　けれど生徒会長・赤染頼平は凪の疑問を鼻で笑い、

「『赤染って』。君の知る赤染と、私との続柄など、これから始まる話には関係ない。最初に言っておくが、質問するな。反論するな。私は君と話をしたいわけではない。私は君に、私の口から伝えねばならないことがあるから呼んだだけだ。そこをしっかりと理解していただきたい」

「……」

「気に入らんな」

　橘たちばなが、腕を組んで、金色の瞳ひとみで生徒会長、赤染頼平をにらみつける。

「貴様の態度も、口ぶりも、振る舞いも、何もかもが気に入らん。貴様からはたまらんにおいがする。……利己的で、他者を利用することしか考えず、悪知恵だけはまわる、私が嫌う人間のにおいだ」

　橘たちばなの声と表情には、敵意があった。

　けれど生徒会長は動じない。

「『私が嫌う人間』。その認識でかまわんよ。私も君のような秩序を乱す輩やからは大嫌いだからな、七尾の狐きつね。さて、無駄話はもういいかな？　こちらは君らを嫌っている。君らも私を嫌う。その認識で始めさせていただきたい」

「……俺おれは、初対面の相手をいきなり嫌ったりはしない」

　凪なぎは生徒会長をにらみつけて言うが、

「では、君らを呼び出した理由だが」

　生徒会長は、凪の発言を無視する。

「『火か車しや』が来るそうだ」

「!?」

　言葉も出ないほど、凪は驚きよう愕がくした。

　――火車、とは。

　数ある地獄のうち一つ、かつて凪……九きゆう尾びの狐がいた地獄、そこを統すべる女王であり、九尾の狐と並ぶほどに強大な妖よう怪かいだ。

　だからこそ、地獄の門を管理している組織が火車を地上に出そうとする理由が、わからない。なぜなら、地獄というのは『強大すぎて地上に出せない妖怪』を隔離しておく牢ろう獄ごくなのだから。そんな場所の一部を統べるほどの大妖怪を地上に出すという判断を、地獄の門を管理する組織がくだすとは、凪には思えなかった。

「……よくわからない」

　藤ふじ紫むらさきが、ぽつりと口を開く。

「火車についての話をされてる、っぽい。にもかかわらず～、なぜ、この場に、火車の使者である鵺ぬえがいないのか」

「『なぜこの場に鵺がいないのか』……その質問には、答えておこう。火車自身の意思、らしい。くわしいことを聞かれてもわからないが、地獄の門を管理する組織の使者から、私はそう聞き及んでいる」

「……」

　凪は、うつむいて考え込む。

　自身の使者であるはずの、そして何より、火車に対する忠誠心が高そうな鵺に黙っての、来訪。

　目的は『九尾の狐を地獄に連れ戻すこと』で間違いがないだろうが……鵺に黙って、という一点のみが、奇妙にひっかかった。

「火車から我々になされた要求は二つ。『九尾の狐に引き合わせること』『鵺には黙っていること』の、二つだ。……念をおしておくが、火か車しやのことは鵺ぬえに黙っているように」

「貴様に従う道理はない」

　橘たちばなはどこまでも不機嫌そうに吐き捨てる。

「『貴様に従う道理はない』それは違う。君らには従う理由がある。人の社会で生きるために、君らは我々の庇ひ護ごが不可欠なはずだ。我々人間は、単体の妖よう怪かいよりも強い。この世界は人間のもので、妖怪は敗北し追いやられている種族だ。その君らを保護してやっているのだから、君らは我々に感謝し、我々に従うべきだろう」

「『保護してやっている』と、そう言ったのか、人間」

　橘が一歩前に出る。

「『そう言ったのか』。そう言ったはずだが。君の群むれがなぜ、この学校に来なければならなかったのか、考えてみるがいい。人にすみかを奪われ、人に敗北して逃げてきたのだろう。保護してやっているという言い方のどこが間違っているのか、私にはわからんな」

「保護されるほど弱くない、と――この場で証明してやってもかまわんのだぞ」

「……」

　生徒会長は、ため息をつく。

　橘の金色の瞳ひとみが、その光を強め、橘の周囲に火球が浮かび上がる。

　――一触即発の空気。

　それを、

「やめてくれ、橘」

　凪なぎが、止めた。

「不満ならあとで俺おれが聞くし、いら立ちなら俺にぶつけてくれていいから、頼む、人間を襲わないでくれ」

「……」

　橘は、奥歯をかみしめて生徒会長をにらんでいたが、

「……ふん」

　くだらなさそうに鼻を鳴らし、腕を組んで、生徒会長から顔を逸そらした。

　生徒会長は堪こたえた様子などなく、

「伝えるべきことは以上だ。……最後に私の考えだが、私は九きゆう尾びと七尾、君らには一刻も早くこの学校から退散していただきたいと思っている。もちろん、火車や鵺といった、我々の意に染まぬ行動をとる可能性のある妖怪も同じだ」

「……よくわからない。まるで、藤ふじ紫むらさきが、あなたたちの思惑通りに動いてる、っぽく、聞こえる」

　淡々とした声こわ音ねだが、その時の藤紫は、あるいは少しだけ不機嫌だったのかもしれない。

　けれどやはり、生徒会長は、反応らしい反応を見せない。

　徹底しているのだ。『妖よう怪かいなどに取り合わない』という、スタンスが。

「『思惑通りに動いてるっぽく聞こえる』。それは違うな。実際、君は我々の意図したとおりに動いているだろう。概おおむね、ではあるがね。裏で何をしていようが、腹で何を考えていようが、我々は、我々の思惑通り行動する妖怪は決して見捨てない。我々の目的はあくまでも妖怪の保護なのだから」

「……」

　橘たちばなが、無言で生徒会長をにらむ。

　しかし、生徒会長は橘を見ずに、さきほどからずっと黙っていた和泉いずみを見て、

「和泉恋れん、私の要件は終わった。退出を許可する」

「……」

　和泉は不満げな表情でうなずいて、

「じゃ、帰ろうか。……なんかごめんね、色々」

「いや……」

「ふん。非常に不愉快な気分だ」

「……」

　凪なぎ、橘、藤ふじ紫むらさきは三者三様の反応をして、和泉について生徒会室を出る。

　がらり、とドアを閉めて、廊下を歩いて行く。

　生徒会室にいる時にはまったく聞こえなかった昼休みの喧けん騒そうが、凪たちを包む。

「……ごめんね、嫌な気分にさせてさ」

「まったくだ。なんなのだあやつは。なんなのだあやつは！」

　言いながら怒りがよみがえったようで、橘の足音と声がボルテージを上げていく。周囲を通る、おそらく二年生だろう生徒たちがぎょっとした顔で振り返るが、橘は気にしない。

　気にするのは、凪だ。

「まあまあ、橘……気に障ったのはわかるけどさ。あと、ありがとうな。我慢してくれて」

「私はがまん強いことで有名だからな」

「……ええと」

「……よくわからない」

「いやー、橘はその道じゃ全然無名だと思うな」

　和泉が、凪が言うのを控えたことをあっさりと言ってしまった。

「ふん……と・に・か・く・だ！　私はもう、呼ばれても絶対行かんからな！　次にあやつに会う時は、あやつを燃やす時だ！」

　気炎を上げる橘。

　凪は苦笑を浮かべて、

「……ごめん、みんな。火か車しやが来るのは俺おれのせいだから」

「や、謝らなくてもいいけどさ」和泉いずみは朗ほがらかな笑顔を見せて、「……これから大変になるけど、なんかあったら協力するからさ。あたしの力なんて、微々たるものかもしれないけどさ……」

「かもしれんな。けれど問題なかろう。凪なぎには、私がいるからのう！」

「……藤ふじ紫むらさきも、協力体制？　かもしれない」

「ありがとう」

　凪は、力ない笑顔を浮かべて、やや先行している橘たちばなの頭を撫なでながら、

「何があっても人間のままでいられるように、頑張るよ」

　――清きよ原はら凪のためにも。

　凪は、みんなに聞こえないように、心の中でつぶやいた。



　　　４



「……返す返すも腹立たしい！」

「まあまあ、橘もさ、思い出すだけで腹が立つなら、思い出さなきゃいいのさ」

「忘れられるか！　今しがたの出来事だぞ!?」

　そんなふうに、怒る橘を和泉がなだめつつ、二人は２―Ａの教室に帰ってきた。

　凪・藤紫はクラスが違うので、教室の前で別れている。なのでふだん、橘をなだめたりなぐさめたりあやしたりする役目は凪が負っているのだが、今は和泉の仕事となっていた。

　橘は荷物を取りに寄っただけのはずが、どっかりと自分の席に腰を下ろし、

「なんなのだあやつは！　我らを馬ば鹿かにするのも限度があろう!?」

「……生徒会長にかんしては、『ああいう人』としか言えない、かな」和泉が苦笑いをしている。「よくも悪くも、かたい人なんだよね」

「悪くも悪くも、であろう！」

　橘の怒りがとどまるところを知らない。

　なだめてもなだめても効果が見えず、それどころか何をしても火に油をそそぐだけのように思えてならない。なので、和泉が、そろそろ橘を投げ出してどこかに行きたいなぁ、とか思っていると、



「あらあらあらあら、橘ちゃん、何を怒っているのですか？」

「ほっとけっつーの。橘の機嫌が悪いなんていつものことじゃね？」



　まだ教室に残っていた、二人の女子が話しかけてきた。

　一人は姑う獲ぶ鳥め。包容力あふれすぎなプロポーションの、優しそうな顔立ちをした少女である。橘たちばなに余計な知識を吹き込んだり、幼めでかわいい女の子に色々なかっこうをさせたいと常に思っていたり、あまつさえ『かわいい子は監禁したい』とか言い出したりする、普通の女子高生だ。

　もう一人は飛ひの縁えん魔ま。気の強そうな顔立ちにくわえ、ゆるくカールした短めの茶髪に大量のヘアピン、着崩した制服など、少々ガラが悪そうに見えるが、橘・姑う獲ぶ鳥めと何かをする時は、地味に一番被害に遭うかわいそうな子である。

　ともに、客観的に見れば、橘のクラス内での一番の友人と呼べる二人の妖よう怪かいである。

　もっとも、橘はこの二人のことを『家臣』と言ってゆずらないのだが。

「……なんだ、まだ残っていたのか暇人どもめ。さっさと帰れ。そして二度と家から出てくるな」

　橘の二人に対する態度は、どこまでも邪険である。

　それを、姑獲鳥は笑って流し、

　飛縁魔は、

「つーかアンタ、いっつもいっつも何様ですかー？　ありえねえっつーの。なに、二度と家から出るなとか。どうしてアンタはいちいちケンカふっかけないと気が済まないワケ？　意味わかんないんですケド」

「貴様がつけている髪飾りが気に入らんのだ。季節感も統一感もないからのう」

「色合い気にして選んでんだよ！　アンタにはわかんないだろうね、このカラーコーディネイトのイイ感じが！」

「おお、おお、自身を過剰に飾らねば表に出られんような輩やからのことなど、わかりたくもないわ。ふん、そんなに『からーこーぢねいと』とやらを気にするのであれば、貴様自身が『からーこーぢねいと』になればよかろう！」

「なんでキレてんの!?　意味わかんなすぎんだろ！」

「はいはい、お二人ともケンカはそこまでですよ」

　そう言って、姑獲鳥が、ケンカする橘と飛縁魔の顔を、その豊満すぎる胸に押し付けて気道をふさぐ。

　こうやって呼吸ができなくなった二人が静かになるまでが、この三人の会話における一つのルーチンである。

　和泉いずみはその様子を見て「あはは」と笑って、

「ところでさ、二人はなんでこんな時間まで？」

「……アンタに答える義務はなくね？」

　姑獲鳥の胸から解放された飛縁魔が、呼吸を荒くしながらも、精せい一いつ杯ぱいの警戒心を込めた視線を和泉に向ける。

　――どうにも、飛縁魔にはよく思われていないようだ。

　和泉いずみはその事実を肌で感じて、しかし、笑顔は絶やさない。

「まあまあ、べつにいいじゃありませんか、答えるぐらい」

　姑う獲ぶ鳥めがそっと、和泉と飛ひの縁えん魔まのあいだに割って入る。

「何をしていたわけでもありませんよ。ただ、話し込んでしまっただけです」

「……そうそう。アンタらに報告しなきゃなんねーようなことは、なんにもしてないワケ。わかった？」

　飛縁魔が、挑発的に和泉をにらむ。

　――飛縁魔は、妖よう怪かいである。

　この学校は、『居場所を追われた妖怪を保護・管理する』という目的を持つ組織によって管理されているわけだが。その方針をよく思わない妖怪は、多い。

　飛縁魔もまた、そんな『人間に管理されることをよく思っていない妖怪』の一人であり。

　そして、和泉恋れんは、『妖怪を保護・管理する』組織の人間なのである。

「飛縁魔さん、そんなにカッカしてもいいことはありませんよ？」

　姑獲鳥が、なだめるように言う。

　こうして、姑獲鳥のように和泉たちを積極的に敵視しない妖怪も、確かにいる。

　しかし、どちらかと言えば少数派だ。

　妖怪の居場所を奪うのは、いつだって人間だから。

　その人間に『保護・管理』されるのをよく思わない妖怪のほうが、圧倒的に大多数なのである。

　そういった妖怪たちを力やメリットを提示することで統率していないあたりが、和泉の所属する組織が他ほかの組織と比べて弱い理由でもあるのだが、和泉にはどうにもできない。

「いや、気持ちはわかるしさ。……いいよ、いいよ。ありがとね、姑獲鳥」

「つーか、なんで姑獲鳥はコイツの味方するワケ？」

「あらあら、何をおっしゃいますか。私はいつだって、かわいい者の味方……私に味方されようと思うのであれば、常にかわいらしくあればいいのですよ」

「左様。飛縁魔、貴様には無理であろうな。よって姑獲鳥はいつでも、私の味方なのだ」

　橘たちばなが、ない胸を張ってふんぞりかえる。

　その動作か、言動か、空気を読まない会話への乱入か。何かは知らないが、何かが姑獲鳥の琴線に触れたようで、

「ああもうかわいい！」

　と、姑獲鳥は橘を抱きしめた。

　天国に一番近い地獄へと再び突き落とされる橘。

　そのせいで会話は途切れ、飛縁魔と和泉は、なんとなく気まずい空気で見つめあう。

　飛縁魔は視線を泳がせながら。

　和泉いずみは、笑うしかできないまま。

「ええい、放さんか！」

　そんなセリフとともに、ぼふっ！　と、ようやく橘たちばなは姑う獲ぶ鳥めの胸から顔だけは放す。

「私は忙しいのだ！　私には凪なぎの仕事を援たすけるという役目があるからの！　貴様らのような暇人とは違うのだ！　だから姑獲鳥！　放せ！　この馬ば鹿か力ぢからが！」

　いまだがっちり後頭部と背中をおさえこまれて、姑獲鳥の胸に手をついてあぷあぷしている橘、必死の発言である。

　しかし姑獲鳥は慈母のような表情で橘を抑え込んだまま、

「凪さんは、また何かやるおつもりなので？」

「ふん！　凪は私と一緒にいたいのだがな！　凪の『くらすめいと』の小娘が、私と凪の仲を引き裂こうと奸かん計けいを巡らせておるのだ！　まったく無駄な努力だがな！　だから、放せ！　私には凪をあの小娘の魔手から救う使命があるのだ！」

「や、凪くんがアンタといっしょにいたいってのは、かなりアンタの思い込みだろ」

　飛ひの縁えん魔まがげんなりした顔で言うが、橘は「はーなーせー！」と精せい一いつ杯ぱい抵抗しているのでとどかない。

　三人の会話を聞き、さすがに苦笑い以外することがなくて暇な和泉が、

「ほらほら姑獲鳥、橘、嫌がってるじゃんさ。やめたげなよ」

「はっ……申し訳ありません、橘ちゃんの体のサイズをはかりながら、どんなおべべを用意しようか考えていたら、意識を失っていました」

　橘ちゃん、恐ろしい子……と姑獲鳥は生なま唾つばを飲み込みながら言う。

　本当に恐ろしい子が誰だれなのかは言うまでもない。

「つーか、なに、凪くんのクラス、なにやんの？」

「貴様には関係なかろう！」

「姑獲鳥、橘がもっと強く抱きしめてほしいってさ」

「はい喜んで！」

「んな!?　貴様、飛縁魔！　というかあきらかに私の発言ではなかろうが！」

「あはは……」和泉が笑う。「凪くんのクラスはさ、クリスマスパーティーやるつもりなのさ。明日ね」

「はぁ？　冬休み一日目からゴクローってカンジ。……ところで橘、そのクリパ、アンタも参加すんの？」

「なんだ『くりぱ』とは。……というか姑獲鳥！　貴様いい加減にせんか！　そろそろ燃やすぞ！」

「ああん」

　もがき続けたのが功を奏し、ようやく姑獲鳥の拘束から抜け出す橘。

「ええい、とにかくだ！　私は帰るぞ！　まったく、貴様らのせいで凪なぎが先に帰ってしまっていたらどうする気なのだ!?」

「や、凪くんにかぎってそれはないと思うけどさ」和泉いずみは笑って、「なに、飛ひの縁えん魔ま、クリスマスパーティーに興味あるのかな？」

「……アンタには関係なくね？」

「和泉さん、飛縁魔さんは、クリスマスがどうと言うよりも、凪さんに興味があるのですよ」

「オイ姑う獲ぶ鳥め!?」

「あはは……」

　飛縁魔はそのあたりのことに触れてほしくなさそうだったが、あいにくと、あまりかかわりのない和泉ですら、わりと飛縁魔が凪に好意的なのは知っていたりした。

　ベタ惚ぼれではないけれど、キープしている感じ。

「まあ、クリスマスのことをよく知らない妖よう怪かいも多そうだしね……なんなら、今からでも学校主催のイベントってことにしようか？　そしたらさ、クラスとか学年とか関係なく、みんな遠慮なく来れるじゃんさ」

「しかし和泉さん、そのパーティーは明日ですよね？　そんないきなりで大丈夫なのですか？」

「あはは……でもさ、しっかり告知したらけっこう来ると思うのさ。藤ふじ紫むらさき――天てん狗ぐだけどさ。彼女と一緒に来たグループはさ、まだ色々、人間社会で何していいかわかってないから、暇してると思うのさ。だから、そういう妖怪たちとの懇親会も兼ねて、ってなれば……まあ、規模も場所も、生徒会でどうにかできるんじゃないかな？」

「あらあら、それはまた……申し訳のない話ですね。飛縁魔さんがわがままを言ったばかりに」

「ハァ!?　あたしのせいかよ!?　っつうか、あたしはそもそもなにも言ってないんですケド!?　勝手に話すすめてんじゃねーし！」

　飛縁魔がおどろいている。

　しかし、姑獲鳥はわれ関せずという様子で、

「そもそも、橘たちばなちゃんは凪さんとは違うクラスですしね」

「ふん。『くらす』などという区切りに何の意味があろうか。私と凪を結ぶものは気持ちだ。他者に分けられるようなものではないわ！」

「あーはいはい。んで、乱入して迷惑をかける、と」

　飛縁魔が毛先をいじりながら言う。

　その様子を見て、姑獲鳥と和泉が同時にため息をついて、それから、顔を見合わせて笑って、

「ねぇ、飛ひの縁えん魔まさん」姑う獲ぶ鳥めが、おだやかにほほえんで言う。「意地を張って共存を避けるだけでは、何も変わりませんよ？」

「……意地とか言われてもー、なんの話かわかんなーい」

「飛縁魔……」

　和泉いずみは、言葉を見つけられない。

　こんな時、なんと言って相手の心を解きほぐせばいいのか。

　妖よう怪かいと人間の溝は、どうしたら埋まるのか――

「ふん。飛縁魔のあほっぷりが今日も留まるところを知らんな。結構なことだ」

　和泉が考え込んでいると、橘たちばなが、いつものように尊大な調子で言った。

　飛縁魔は、毛先を指でいじりながら、怒りすら宿した瞳ひとみで橘をにらみ、

「……つーか、なんなのアンタ、マジ。いちいち人のことバカにしないと気がすまないワケ？　しかもバカにしかたが稚拙なんだっつーの」

「真に稚拙なのはどちらかのう。……というよりも飛縁魔、なぜ、恋れんの申し出を受けんのか、私には全く理解できんのだが」

「……あのさぁ、橘」その声には、あきれと怒気が混在している。「アンタ、狐きつねだろ？　山を追われた妖怪だろ？　人間に追い出されて人間に囲われて、人間の世話になって、これ以上人間に頼れって？　ありえねーし。妖よう狐こは誇り高いんじゃねーのかよ」

　言うあいだに、飛縁魔の声には怒気が強くなっていく。

　受け止める橘はしかし、あまりにもいつも通りふんぞりかえって、

「ふん、貴様には妖狐の誇り高さは理解できんわ。……囲われている？　世話になっている？　頼っている？　馬ば鹿かか貴様は。利用されたいと人間が言っているのだから、寛大な心で利用してやれ。それが、上位存在としての務めであろうが」

「……は？」

　飛縁魔がきょとん、としている。

　その表情を見て、橘も、負けず劣らず、きょとん、として、

「なんだ貴様、ひょっとして、自分は人間に世話されなければ生きていけないなどと思っているのか？」

「は、いや……だって実際そうじゃんよ！　住む場所ねーし！　人間の世話にならないでこれからどう生きてけってんだよ!?　だからあたしは、これ以上余計なとこで人間の手を借りたくねーんだよ！」

「自分に自信がない輩やからはこれだから困るのう。私は、人間なんぞに頼らんでも生きていけるぞ。けれど人間が私の世話をしたいと言うし、この学まなび舎やにいるのが、凪なぎのそばにいるという目的を達成するうえで一番便利だから、いてやっているのだ」

「なにを根拠にそんな……」

「『誇り』だ、馬ば鹿か者ものが。飛ひの縁えん魔ま、貴様は人間に見放されたら、生きようという誇りを失うのか？　そこまで人間に依存してしまっているのか？」

「……」

　飛縁魔は、何か言いたそうに口を開くが、言葉にならない。

　その様子を見て、姑う獲ぶ鳥めは笑いながら飛縁魔の肩に手を置き、

「ね、かわいいでしょう？」

「……」

　ぱくぱく、酸欠の金魚のような顔で、しばし飛縁魔は姑獲鳥に視線だけで何かうったえていたが、

「……ハァ」

　深くため息をついて、肩を落として、

「あーもう、なんか、いちいちシリアスに感じてたあたしがバカみてーじゃん」

「みたいもなにも、貴様は馬鹿であろうが」

「うっせーから橘たちばなはだまってな。……あのさ、和泉いずみ」

「なにかな？」

　和泉は笑顔で応じる。

　飛縁魔は、少しだけためらいはしたものの、

「クリパの話、よろしく。あたしも参加したいからさ」

「わかったよ。……あのさ、飛縁魔。信じてもらえないかもしれないけど、あたしはあんたらの味方でいたいわけさ。……人間にも、色んな考えの人がいるって、それだけはわかってほしいかな」

「わかられたかったら、わからせてみたらいいんじゃね？」

　飛縁魔は、毛先をいじりながら言う。

　和泉は、「そうだね」と笑ってうなずいた。

　その様子を見ていた橘が、

「む？　よもや私は、邪魔者を『くりすますぱーちー』に参加させる手助けをしてしまったのではないか？」

「あはは、迂う闊かつだったね、橘」

「バッカじゃねーの！　人にバカバカ言ってないで自分の言動どうにかしろっつーの」

　和泉も、飛縁魔も、笑う。

　橘が、不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。

　姑獲鳥が、三人の様子を見て笑っていた。

　過日を惜しむような、優しげな笑顔で。
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「それにしても気に入らん！　あー気に入らん！」

「……もう夜だぞ。まだ騒いでるのか……」

　凪なぎは苦笑する。

　橘たちばなは家に帰って来てからも、ずっとこんな調子だ。

　どうにも昼休みに出会った生徒会長のことが、よほど気に入らないらしい。

　冷めやらぬ怒りのせいでじっとしていられないのか、浴衣に綿入れはんてんという格好で、うろうろうろうろ、エアコンを禁止しているために寒い部屋の中を、行ったり来たりしている。

　その足に管くだ狐ぎつねがすがりついて、橘をなだめようとさすったり抱きついたりしているので、凪はなだめていいのか微笑ほほえんでいいのか判断に困っている。

「大体だな！　おまえも悪いのだ！」

　びしぃ！　と橘は凪を指差し、

「言われ放題ではないか！　なぜ何も言ってやらんのだ!?　あやつは我々妖よう怪かいを見下している！　あやつはおまえに礼を失した態度をとっている！　しーかーも、謝らんし反省せん！　おまえはなぜがまんできる!?」

「いや、俺おれはそこまで気にさわらなかったし……」

「あー！　くそう！　燃やす！　絶対に燃やす！」

　本当にずっと、こんな調子である。

　この会話も三、四回繰り返しただろうか。橘はそれでも今の心情を表すにふさわしい言葉にたどりつけないようで、黙って考え込んだりうろうろしたりしながら、延々と文句を言い続けている。

「まあ、橘……落ち着いて。あんまり怒っても仕方ないしさ」

「おまえが怒らんから、代わりに私が怒ってやっているのだ！」

「代わりに怒らなくても大丈夫だから……」

「なぜ気にさわらんのだ！　おかしい！　おかしいぞ！　あやつの態度は、妖怪を馬ば鹿かにしているだけではない！　おまえを、一人の人間として見ていない態度なのだぞ!?」

「……それは」

　橘の言うとおりだが。

　ならば、人間を目指し続けている清きよ原はら凪は、怒りを覚えないまでも、反論ぐらいはするべきだとも、思うのだが。

　なんだか、わかってしまったのだ。

　あの相手を説得して、自分を人間であると認めさせるためには、まだまだ、色々なものが足りない、と。

「俺おれはまだ、中途半端すぎて、誰だれしもが納得できる形で示せるほどに、『人間』をやれてないのかもしれないって、そうも思ったんだ……」

「何を気弱な！　そうだ！　おまえも悪いのだぞ！　あんな、言いたい放題言われて……」

　また話がループしそうになる。

　そこに、



　ピンポーン。



　インターホンの音が響いて、橘たちばなはやっと言葉を止める。

「……なんだこんな時間に。不ぶ調ちよう法ほうな来客もあったものだな」

　とびきり不機嫌そうな顔をする橘。

　今の橘に応対させたら、客にどんな理不尽な文句を言うかわかったものではない……そう凪なぎは考え、「ちょっと出てくる」と言って、橘をリビングに残して立ち上がった。

　冷え切ったフローリングの廊下を進み、玄関へ。

　サンダルをひっかけて、ドアを開ける。

　――そして、何者かに飛びかかられて、押し倒された。

　ドタン、と倒れこむ音が響く。

「凪っ!?」

　聞きつけた橘が、走ってくる。

　そして、問答無用の火球攻撃。

　橘のものであろう火球が、凪の頬ほおをかすめて突如凪を押し倒した人物に命中する。

　――直前に。

　ぷしゅう、という音を立てて、唐突に消え失せた。

「なっ……貴様、何者だ!?」

　攻撃を無力化されておどろく橘。

　しかし、凪のおどろきはその比ではなかった。

「おまえ……」



「九きゆう尾び、お会いしとうございましたわ！」



　その少女は、穏やかに微笑ほほえんでいた。まるで、橘の攻撃など、見えていないかのように。

　その少女の髪は、縦に巻かれた、鮮やかな深紅。つりあがった、気の強そうな猫のような瞳ひとみに、死人のような青白い肌。けれどその表情には活力が満ちていて、髪色とあいまって、少女は炎を連想させる雰囲気をまとっている。

　着ているものは深紅のゴシックロリータに、同じ色のインバネスコート。さらに右手首には黒い、水晶のような材質でできているブレスレット。派手なことこのうえない格好だが、この少女にはとてもよく似合っている。

　少女は凪なぎの腰に手をまわしたまま、猫目を細めて、凪に微笑ほほえむ。

　その、深紅の少女の名は――

「火か車しや……なんで、ここに……？」

「本当は貴方あなたのいる『学校』を通す予定でしたけれど、いきなり来ておどろかせようと思い、連絡なしでここに来ましたのよ。……お会いしとうございましたわ、九きゆう尾び――いえ、今は『清きよ原はら凪』でしたか。というわけで、しばらくお世話になりますわ」

「は？」

　混乱する凪。

「き、貴様！　突然あらわれて凪に何を言っておるか！　離れろ！」

　叫ぶ橘たちばな。

　その二人を無視して、火車は――



    

  
    
      



    

  
    
      「これからはずっと、わたくしが一緒ですわよ」

　――凪なぎの頬ほおに、口づけた。
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　凪なぎのとった行動は以下の通りである。

　まず、抱きついて離れようとしない火か車しやをひきはがして立ちあがり、リビングへと誘導する。その途中で完全に硬直している橘たちばなの背中を押してこちらもリビングへと連れて行く。それから二人を座らせ、まだリビングでおろおろしていた橘の管くだ狐ぎつねに指示してお茶を淹いれさせる。

　ここまでだった。

　このあと、どうしたらいいかわからない。

　三人で食卓を囲んで座り、管狐が一生懸命おぼんを抱えて、お茶を順番にふるまう。

　湯気の立つお茶の効果だろうか、橘・凪・火車の三名は、ようやく行動を開始する。

「凪、覚えていますか、わたくしとともに過ごした、地獄でのことを」

　火か車しやが、正面に座る凪なぎへと微笑ほほえむ。

　凪はまだ混乱していたが、自分の頬ほおを叩たたくことで喝を入れて、

「忘れるはずはない。……忘れられるほど、おまえといた日々は、何もない日々じゃなかった」

「安心いたしましたわ」火車は花開くような笑みを浮かべて、「わたくしと貴方あなたで、閉じ込められたことを不満に思う妖よう怪かいたちを平定し、地獄を統すべ――そして、貴方は突然、わたくしの前から姿を消した」

「……」

「もとより貴方の考えを十全に理解できるとは思っておりませんわ。だって、貴方は完かん璧ぺきですもの。わたくしよりも、常に二手三手先を見て行動している……ですから、多くは聞きませんわ。でも、そろそろよろしいのではなくて？　何をしに人間界に上ったかわかりませんが、貴方のこと、もう目的は達成したころでしょう。だから、そろそろ、地獄へ帰りましょう。わたくしとともに、再び、あの地で暮らしましょう」

　笑顔で言う火車は、凪が自分と一緒に地獄に帰るものだと、微み塵じんも疑わず信じているように見えた。

　――心が痛む。

　火車を置いてきた時には、そんなことはなかったのに。

　けれど凪は、

「……いや、俺おれは、地獄には帰れない。今の俺は『清きよ原はら凪』だから――両親がいて、友達がいる、普通の高校生だから、突然消えるわけにはいかないんだ。……俺は昔、『清原凪』を喪うしなって、胸に穴が開いたみたいな気持ちになったんだ。『悲しさ』を知ったんだ。だから、こんな気持ちを、清原凪の周囲にいる人に味わわせたくない。特に、『清原凪』の両親に、二度も息子を失わせるわけにはいかないんだ」

　きっぱりと、火車の申し出を断った。

　火車は微笑みを消して、凪をうかがう。

　凪は火車を見てぎょっとした。

　その深紅の髪から、煙が出ているのだ。まるで髪自体が炎であるかのように、ぶすぶすと、白煙を上げている。

「あら、失礼」

　火車は慌てたように言って、深呼吸を数回繰り返す。

　すると、火車の頭から上がっていた白煙は、もともとなかったかのように、綺き麗れいに消えうせた。

「地上に出る時に、妖よう力りよくに制限をかけられてしまいましたの。その弊害で、少々感情が昂たかぶると、炎が噴き出してしまうようですわね。……知っているでしょう、凪。わたくしが炎そのものであることは」

「……まあ、知ってるけど。いきなり煙を出すからびっくりしたよ」

「わたくしの力は強大ですからね。感情が昂たかぶって『ついうっかり』妖よう力りよくが出すぎないように、との措置ですわ」

　そう言って、火か車しやは右手首に着けた、黒い水晶のような材質でできたブレスレットを示す。ただのアクセサリーと言われれば何の疑いもなく納得してしまいそうなデザインだが、蛍光灯の下にあるのにまったく光を反射しないそれは、なんだか異様なもののように凪なぎには見えた。

　火車は右手を下ろし、凪を見て微笑ほほえみ、

「それにしても、あの九きゆう尾びがおどろくとは……なんだか、新鮮ですわね。地獄にいたころの貴方あなたは、動じるということを知りませんでしたから」

「俺おれはもう、九尾の狐きつねじゃなくて、人間だからさ」

　凪はゆるくほほえんで、

「……よく迂う闊かつなことやって失敗するし、気にしなくていいようなこと気にするし、そのくせ気にしなきゃいけないことに気付かないし……毎日びっくりしたり、失敗したりして生きてるよ」

「……迂闊？　失敗？　貴方が？」

　火車が、心底おどろいた様子で目を見開く。

　その純粋な視線にさらされて、なんだか凪は居心地の悪さを覚えながら、

「失敗ぐらいするさ。だって、俺、今は人間だから」

「……………」

「火車！　煙出てるぞ!?」

「え、ええ、失礼いたしましたわ」

　火車は、すーはーすーはー、と深呼吸。

　それから、胸に手を当てて目を閉じて、やっと気持ちが落ち着いたのだろう。

「理解ができずに、つい、考え込んでしまいましたの」

「考え込みすぎても煙が出るのか……」

　すごく生きにくいことになってるなぁ、と凪は苦笑いする。

　火車も微笑んで、それから、少しだけまじめな顔になって、深紅の視線を凪に向け、

「ところでなぜ、貴方は地上に出ましたの？」

　その問いかけに、凪は一瞬、言葉に詰まったが、

「……地獄にずっといたんじゃ、何も変わらないと思ったんだよ。変化もなく、危機もなく、進歩もなく、消滅もなく……」

「……しかし意外ですわね。貴方はわたくしとともに、『地上に出て人間を支配すべきだ』と主張する妖よう怪かいたちを平定したお方ですのに」

「今だって、別に地上に出て人間をどうこう、って考えてるわけじゃないよ。俺おれは根本的に人間の味方だから……人間には、可能性と、なにより意外性がある。だから俺は、人間を面白いって思うし、人間が地上を支配してることを否定しないし……っていうか、まあ、そんな感じだよ。昔の俺の考えは、今の俺にはわからない。俺はもう、九きゆう尾びの狐きつねじゃなくて、清きよ原はら凪なぎだから」

　それは、凪にとっては、覚悟を以もつて放った、決意を込めたひと言だった。

　けれど火か車しやは、きょとん、として。頭から煙を吹いて、それから、また深呼吸してから、

「なににせよ、また貴方あなたとお会いできて、嬉うれしいですわ。貴方は、価値のなかったわたくしに、価値をあたえてくれたお方ですからね。貴方に置いて行かれた時はどうしようかと思いましたのよ、わたくし」

「ははは……」

　凪は苦笑して。

　火車は、親しげに笑って。

「……凪！　その女はなんなのだ!?」

　――橘たちばなが、急に立ち上がった。

「うおっ!?　橘、急にどうした!?」

「急なのはおまえのほうだろう！　あんな、玄関先で、そんな、こんな、あんな……せ、せ、せ、せっぷん……というかなぜ私は居間にいるのだ!?」

「今まで気付いてなかったのか!?」

「ええい！　とにかく！」

　橘は、長すぎる金髪を振り乱して、ぐるん、と体を火車に向けて、

「おい女！　貴様、私の凪に何をしてくれたのだ！」

「……凪、この子こ狐ぎつねは、貴方の従者ではなかったのですか？」

　火車は橘が自分にくってかかってくるのがよほど意外だったらしく、目をぱちくりしている。

　凪はやはり、苦笑して、

「いや、橘は従者じゃないけど」

「ああ、そうなのですか……いえね、下女の分際で主あるじや、主の客人であるわたくしと同じ席に着いているものですから、おかしいとは思っていましたのよ」

「だぁれが下女か！　私は橘！　凪の生涯の伴はん侶りよだ！」

　ずい、と火車の視界に橘は体をねじこむ。その時に倒しそうになった湯ゆ呑のみを、管くだ狐ぎつねが支えている。

「いや、生涯の伴侶ではないけどさ！」

「……凪なぎ」

　火か車しやは、もともと青白い顔をますます青ざめさせて、

「何が貴方あなたをこんな、童女好きに変えてしまったのです……？　わたくしでよろしければ、相談にのりますわよ……？」

「色々誤解だよ!?　俺おれから説明するから、とりあえず橘たちばなは落ち着いてくれ！」

「これが落ち着いていられるか！　こ、こ、こ、この女！　私を下女呼ばわりとは！　あまつさえ凪になれなれしい！」

「……なれなれしいのは貴女あなたの方ですわよ」

　火車が目を剣けん呑のんに細め、その髪から白煙を立ち上らせる。

「お聞きなさい、低級妖よう怪かいが。わたくしは火車。七大地獄が一つ、炎えん熱ねつ地じ獄ごくを統すべし魔王にして、九きゆう尾びの傍らに立ち続けた者なのです。凪がなぜ貴女ごときをそばに侍はべらせているのか、なぜ童女趣味になってしまったのかはわかりませんが――」

「童女趣味って言うのやめてくれないかな！」

「――貴女ごときとは、妖怪としての格も、肩書きも、くぐってきた修羅場も、凪に対する想おもいも、比べ物にならない存在なのですよ。貴女はわたくしのいない隙すきに凪の隣にいることができただけで、本来凪の隣にいるべきわたくしがこうして来たのであれば、わたくしに席をゆずるのが道理というものです。おわかりですか？」

　言っていることは多少めちゃくちゃではあるし、そもそもの発端がいろいろ勘違いしているのだが。

　火車の放つ静かな威圧感だけは、まぎれもなく、本物だった。

　けれど、橘はいつもと変わらず、尊大な態度で応じる。

「ふん！　なにが低級妖怪か！　なぁにが、『席をゆずるのが道理というものです』か！　片腹痛いわ！　痛すぎて涙が出そうだぞ！」

「それは体調が心配になるな……」

　凪が苦笑しつつつぶやくが、橘にはとどかなかった。

「よいか、ふりふり女！」

「ふりふり女？」

　火車が首をかしげる。

　橘は、ふん、と鼻を鳴らして火車を見下ろし、

「ふりふりしているものを着ているから、ふりふり女であろうが！」

「なんという安直な……！　貴女、もう少しひねった呼び名を考えなさい！」

「つっこみかた間違えてないか!?」

　凪は言うが、体中から白煙を上げて立ちあがる火車には、聞こえていない。

　橘と、火車。

　片方は金色の髪に危険な光を宿して。

　片方は深紅の髪からぶすぶすと白煙を上げて。

　二人は、ぶつかり合うようににらみあう。

「よいか、ふりふり女。貴様は何もわかっておらん。貴様が誇らしげに『隣にいた』だのなんだの語る九きゆう尾びの狐きつねは、もうおらんのだ！　ここにいるのは清きよ原はら凪なぎ！　私が、この私が人間でいさせようとしている者だ！　貴様の知る九尾の狐などではない！」

「凪の深謀遠慮のわからぬ子こ狐ぎつねがなにを！　貴女あなたは凪の表面しか見ておりませんのよ！　凪にはこのわたくしすらも想像がつかぬほどの考えがあり今は人間のふりをしているだけで、その目的を達成すれば地獄に帰って来るに決まっていますわ！」

「ふりふり女が『人間のふり』などと言うものだから、腹がよじれるかと思ったぞ！　凪のことをわかっておらんのはどちらだ！　貴様は知らんのだな！　凪がどれだけ懸命に人間であろうとしてきたか！　隣で見ているこちらがいらだつほどに凪は人間であることに夢中なのだぞ！　私よりも『清原凪』に夢中なのだ！　おのれ凪！　なぜ私を見ぬ!?」

　ぐるん！　と橘たちばなの顔が凪に向いた。

「え、突然こっちに来た!?」

「そうですわ！　凪に聞けばすべてわかりますわね！　凪、あなたは何か考えがあって人間のふりをしているだけで、目的を達成すれば地獄に帰るのでしょう!?」

　ぎゅるん、と火か車しやの顔も凪に向く。

　凪は困り果てた様子で、

「いや、特に目的とかないけど……」

「御覧なさい子狐！　凪は目的があるそうですわよ！」

「俺おれの話を聞いてないだろ!?」

「凪はいつもそうでしたわ！　目的があろうが考えがあろうが、わたくしには明かしてくれませんでしたもの！　今回もそうなのですわ！　わたくしにはわかります！　何か目的があってそれでもわたくしに隠している時、凪は呼吸をしますもの！」

「それはただのこじつけだ！　嘘うそをつく時にしかしない仕草じゃない！」

「とにかく納得できませんわ！」

　火車の髪や体から立ち上る白煙が、勢いを増す。

　そろそろ火災報知機が心配である。

「おのれ子狐、どのような手練手管で凪をたぶらかしたのですか!?　あの冷静沈着な凪を童女趣味にして、あまつさえ地上にとどめおくとは！」

「ふん！　貴様はやはり何もわかっておらん！　凪は私がどれほど手練手管を尽くそうともまったく振り向かんのだぞ！　凪！　なぜだ!?」

「いや、なぜだって言われても！」

　橘たちばなにあれこれするのは、色々と問題があるのだ。主に倫理的に。

「と・に・か・く！　凪なぎはこれからも私と生活するのだ！　凪は私の大事なものを奪ったからの！　その責任はとってもらわねばならん！」

「は……？　凪、貴方あなた……本当に、この子こ狐ぎつねと色々なことをしているのですか……？　子狐を相手に、口に出すのもはばかられる色々を……？」

「いや、そんなひかないでくれ！　俺おれは何もしてないから！」

「ああ、そうですわよね。そんな、凪が、そんな、凪が、そんな、凪が、そんな……」

「落ち着け！　大丈夫だよ！　俺はなにもしてない！」

「……ともあれ、わたくしは、色々と認められませんわ」

　火か車しやの髪から立ち上っていた白煙が、しだいにおさまっていく。

「凪が去ってから、一度は平定したはずの『地獄に閉じ込められたことを不満に思っている妖よう怪かいたち』が、また暴れ出しましたの。当たり前ですわよね、だって、凪が、自分たちをいさめ、時に力ずくで従わせた存在である凪が、自ら率先して地上に出たんですもの。……これを再び平定するのは、大変でしたのよ」

「……その、悪い」

　凪の謝罪に対する火車の反応は、ため息だった。

「謝らなくてもよろしいですわ。それこそが、わたくしが凪から与えられた『価値』ですもの。それにきっと、凪のことですから、何か考えがあったのでしょうし……ですが、一人で戦うあいだに思ったのです。やはりわたくしには凪が必要だと。わたくしの傍らに立つべきは、凪を置いて他ほかにいない、と」

　にっこりと微笑ほほえんで、火車は言った。

　凪は、その言葉を聞いて、心が重くなるのを感じる。

　火車のそばにいるのが、九きゆう尾びの狐を置いて他にいないのであれば――

「……鵺ぬえはどうなんだ。おまえのことを姉と慕う、鵺は」

「あの子は、妹のようなものですわ。いえ、愛あい玩がん用の動物ですかしら……貴方の代わりにはなりませんわ」

「そう言えば、なんで鵺には秘密なんだよ、おまえが地上に来ること」

　――火車は、実は鵺を大事にしていないのか？

　凪は、そんな疑いを抱いてたずねた。

　けれど火車は、「ああ、それは」となんでもない様子で言って、

「喜ばせるためですわ」

「え？」

「ですから、喜ばせるためですわ。事前に言っておくよりも、突然行った方があの子も喜ぶでしょう？」

「単純に、さ、サプライズ目的なのか？」

「でもなくば隠す理由がありませんわ。……まあ、慣れない地上ですから、従者がいないと色々と不都合はありましたけれど。今日は凪なぎの家に泊まりますから問題ありませんわね」

　小首をかしげて営業スマイルを浮かべる火か車しや。

　凪はぱちぱちとまばたきを繰り返し、

「は？　泊まるのか？」

「そう、二度ほど言いましたわ。よもや追い返す気でしたの？」

「いや……」

「追い返す気に決まっておろうが！」

　橘たちばなが、凪のセリフに割り込んだ。

　火車は微笑ほほえみを消して橘をにらみ、

「貴女あなたはさきほどからなんですの？　凪とわたくしの話に割り込んで……灰になりたいんですの？」

「ふん、貴様こそ突然あらわれ凪を独占しおって。よほど燃やされたいと見える」

「二人とも、落ち着けって……火車、書斎でもいいかな？　予備の布団ふとんはたしか、開けてないのがあったはずだから」

　かつて凪が書斎で寝ていた時にも、使用していなかったものだ。

　なぜならば、その布団は寝室にあったため、橘が『凪と一緒に眠るための作戦』の一環として、凪に提供しなかったのだ。

　もっとも、その作戦自体は、失敗に終わったのだが。

「客間もない家に住んでいるんですわね、凪は……」

「いや、高校生が住むには上等すぎる家だけどな……」

　しかも凪自身は金銭を負担していないので、とても申し訳ない気持ちである。

　橘が『一緒にいる時間が減るから』と強硬に反対しないのであれば、すぐにでもアルバイトを始めたいぐらいだ。

「……仕方ありませんわね。わかりましたわ。書斎に布団で我慢します。ちなみに凪は、どこで眠るのです？」

「ああ、俺おれは――」

　リビングで毛布にでもくるまって眠るよ、と。

　そう言おうとしたのだが、

「私の隣だ」

「おい橘!?」

「なんだ凪。……約束したはずだぞ。『一緒に眠ること』と。それとも凪は忘れたのか、私と交わした三十六の約束を」

「いやっ、忘れてないけど……！」

　火か車しやがいるのだから、そのあたりは例外にしてくれるだろう、と凪なぎは思っていたのだが。

　甘かったようだ。

「……凪、貴方あなた、すっかり童女趣味になってしまいましたのね……」

「距離をとらないでくれ！　俺おれは普通！　普通だから！」

「そ、そうですわね。凪にとっては普通のことなのでしたわ」

「言い方にトゲを感じる！」

「……久方ぶりに会った凪が、いたく変わっていて、わたくしは衝撃を受けていますわ」

　そう言う火車は、どことなく元気がない。

　確かに――と、凪は思う。

　童女趣味がどうこうという話ではなく、確かに、火車が知る『九きゆう尾びの狐きつね』と、今の『清きよ原はら凪』は、まったく別物と言えるぐらいに違う。

　九尾の狐には、心がなかった。

　今の凪には、心がある。

　だから、

「なんかもう、ひかれすぎて傷つくな……」

「凪……」

　火車が申し訳なさそうな顔をしていた。

「……わかりましたわ、凪。もう、貴方を童女趣味とは言いません」

「火車……」

「要は貴方を童女趣味でなくせばいいのですわ。というわけで、わたくしも凪の隣で眠ることにしますわ」

　にっこり笑って、火車は言った。

「なぜそうなるか！　私は認めんぞ！」

　烈火のごとく、橘たちばなが応じる。

　火花を散らす両者。再び橘の金髪が危険に輝き、火車の深紅の髪から白煙が立ち上る。

　凪はその様子を見て、深いため息をつきながら、思った。

　――かんべんしてくれ。
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　凪は全力で頑張った。

　可能な限り懇切丁寧に、まずは橘に対して『お客さんが来ている時ぐらい、一緒に眠るのはかんべんしてほしい。代わりにあとで何か埋め合わせをするから、どうかお願いします』と頼み込み、次に火か車しやに『自分は幼女大好きな人ではないから心配はいらない。どうか誤解を解いて書斎で眠ってくれまいか』と説いた。

　しかし、その努力は実を結ばなかった。

　橘たちばなは折れない。

　ゆえに、火車も退ひかない。

　そんなわけでなし崩し。

　橘と火車で凪なぎを挟む形で、一つのベッドで眠ることになった。

「……どうしてわかってくれないんだ」

　凪は左右の二人に触れないように、可能な限り身をこわばらせて嘆く。

　けれど、左右の二人は『凪に強く抱きついた方が勝ち』とでも思っているらしい。凪の努力もむなしく、右側の橘の、薄い脂肪とその奥の肋ろつ骨こつの感触と、左側にいる火車のそこまで豊満でもないが橘とは明らかに一線を画す柔らかな感触は、すさまじくダイレクトに凪の脳髄に響いて来る。

　あたたかい。やわらかい。たすけて。

　そんなふうに悶もん々もんとしたまま、凪は朝を迎えることになった。……今日の夕方にはクリスマス会があると言うのに、こんな調子で大丈夫なのか、不安で仕方がない。

　寝息を立てる二人を、目だけを動かしてながめる。

　橘は、こうして静かにしていると、とてもかわいらしい。いつもこれぐらい静かならなと凪は思ったが、苦笑しながら、すぐさまその考えを打ち消した。静かな橘など、橘ではない。うるさくて、わがままで、かわいいのが、橘という少女なのだ。

　火車は、こうして眠っていると、どことなく人形じみている。昨日橘に『ふりふり女』という不本意なあだ名をつけられていたが、その名の通り、今もまとっているふりふりした衣装、深紅のネグリジェが人形っぽさを助長しているのかもしれない。

　とにかく、このまま二人の寝顔を見ていても申し訳ない。

　凪はどうにか二人のあいだから抜け出そうとするものの、がっちりと両腕をそれぞれに拘束されており、動くことができそうもない。

「……ほんと、どうなるんだろう、これから」

　不安そうに、つぶやいた。

　――日付は、十二月二十四日。

　身を刺すような寒さの中、両腕のぬくもりを感じる今日は、クリスマスイブである。
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　夕方、凪と橘は、クリスマス会にでかけるために、洋服を着替えてリビングにいた。これから向かう集合場所自体は学校だが、今日は私服で行っていいことになっている。

　気心知れたクラスメイト同士の集まりではあるが、いちおう『パーティー』という形式なので、それなりの格好で来ることが求められている。とは言え男子側は適当なもので、主にこういう時にきらびやかな格好をするのは、女子の側である。

　凪なぎも男子の例にもれずに、ほとんど制服と変わらないようなスーツ姿に、ほんのわずかなおしゃれ心、ネクタイではなくアスコットタイという格好で行くつもりだ。

　橘たちばなは、きらびやかな白い糸で雪の結晶の刺し繍しゆうがされている黒地の着物に、首には管くだ狐ぎつねが変化した狐の襟巻をつけて行くようだった。そのためか、先ほどから管狐が橘の周囲を飛び回り、慎重に首の太さをはかっている。

　着替えてリビングに集合する二人。

　それを、深紅のロリータファッションの火か車しやが見て、

「凪、これからどこに行きますの？」

「ええと、昼飯の時にちょこっと言ったと思うけど、クリスマスパーティーがあるんだよ」

「……ああ、そう言えばそのようなこと、言っておりましたわね」

　火車は興味がない様子で、自分の巻き毛をひっぱって遊んでいる。

「……行かないのか？」

「興味ありませんもの。わたくしは、家で待っていますわ」

　ふぅ、と。巻き毛を引っ張るのにも飽きたのか、今度は身にまとう衣装のフリルを撫なで始める火車。

　橘は黄金の瞳ひとみを不機嫌そうに細め、

「というか、貴様はいつこの家を出て行くのだ」

「わたくしよりも、貴女あなたが出て行く方が先ではありませんか、子こ狐ぎつね？」

「ふん。減らず口を叩たたきおって。……まあいい。貴様はここで一人さびしく待っているがいい！　私は凪と、凪と！　楽しんでくるからな！」

「……火車、本当にいいのか？　別に、飛び入り参加でも許されると思うけど……なんか、そもそもの予定よりかなり人が増えたみたいだし」

「……大抵のやつは来なくてかまわんのだが、その中でも群を抜いて来なくてもかまわん輩やからも、来るそうだな。……まったく、なぜ関係者以外立ち入り禁止にせんのか」

「……ははは」

　１年Ｃ組のパーティーなので、本当に『関係者以外立ち入り禁止』になったら、橘も入れないのだが、凪は言わないでおく。

「それで、どうだろう。火車は、本当に来ないのか？」

　凪は、最後のつもりで問いかける。

　けれど、火車の態度は、けだるげなままだ。

「行く理由がありませんもの。わたくしはどこぞの子こ狐ぎつねと違って、いつでもべったりくっついていないと不安になってしまうようなことはありませんもの。わたくしは、凪なぎからあたえられた『価値』に自信をもっていますもの」

「言っておるがいい。私は不安だからそばにいるわけではない。そばにいたいからそばにいるのだ！」

「相手の都合を考えない子供は、それでもいいと思いますわよ」

「ぐぬぬぬ……」

　唸うなる橘たちばな。それを見て、火か車しやは口もとに笑みを浮かべる。

「おまえら、口を開くとけんかばっかりだな……」

　二人のやりとりに凪が思わず苦笑していると、

　ピンポーン。

　凪宅のチャイムが、鳴り響いた。

「あれ？　誰だれか迎えに来るって話だったっけ？」

「私は知らんぞ。……またぞろ、どこぞの女が凪を迎えに来たのではないか？」

「いや、約束はしてなかったと思うけど……」

「ふん。おまえの周囲には、約束せずとも勝手に迎えに来そうな女が多いからの！」

「なに怒ってるんだよ……」

　しゃべっているあいだに、ピンポーン、と再びのチャイム。

　ともあれ待たせるのも悪いので、凪は小走りで玄関まで行き、ドアを開けた。

　すると、扉の外に立っていたのは――



「ぬえー。凪さん、お迎えにあがりましたよう」



　――白いワンピースの上に、ロングダウンを着た、鵺ぬえだった。

　ちりりん、と音を立てながら、鵺は首輪の位置を直す。その首輪さえなければ、今の鵺の格好は、ピアノの発表会を控えた小学生にしか見えない。

　そんな凪の失礼な感想はともかく、はっきり言って、意外な客である。

「どうしたんだ？　約束とかしてたっけ？」

　思わずそんな質問が口をついて出た。

　すると鵺は、快活に笑って、

「違いますよう。なんか今日、急に、藤ふじ紫むらさきさんから『迎えにいったほうがいい』って言われたんですよう」

「藤紫が？」

　なんでだろう、と考えて、凪は思い至る。

　――藤ふじ紫むらさきは、『火か車しやが地上に出てくる』という話を聞いていたメンバーの一人だ。

　だから、鵺ぬえと火車を早く引き合わせようと思って、鵺が自分の家に来るように仕向けたのだろう、と凪なぎは思った。

　そもそも、なぜ藤紫が『凪の家に火車がいること』を知っているのか、という疑問には思い至らない凪である。

　迂う闊かつだった。

「鵺、実はさ、今俺おれの家に――」

　そこまで凪が言ったところで、

「凪？　なにやら鵺の声が聞こえたような気がするのですが」

　つぶやきながら、火車がリビングから出て来る。

「ねえさま!?」

「あら、本当に鵺ですのね。お久しぶりですわね、息災でしたか？」

　鵺と火車の温度差がひどい。

「ねえさま！」

　鵺が、靴を履いたまま火車へ向かって飛び込んでいく。

　火車は、腕を広げて、向かってくる鵺に微笑ほほえみかけて、

　すっ、と。



    

  
    
      



    

  
    
      　一歩横に動いて、鵺ぬえを避よけた。

「火か車しやなにしてんの!?」

「いえ、あの勢いでぶつかられたら、痛いでしょう」

　火車がのんびりと凪なぎの質問に答えている間に、ずがががが、と床の上を転がりながら、廊下の奥の壁にぶつかって鵺が止まる。

「凪、なにやら急に騒がしいようだが、来客は誰だれだったのだ……」

　その音を聞きつけて、橘たちばなも不機嫌そうにリビングから出て凪の隣まで歩いて、

「……なぜ、あのちんちくりんは、我が家の壁に口づけしておるのだ？」

「なんでだろうな……」

　凪は疲れた顔でつぶやいた。

「ねえさま！」鵺が不屈の闘志で起き上がる。「お会いしたかったですよう！　鵺は、人間界の生活楽しかったですけど、ねえさまのことも恋しかったのですよう！」

　そうして再び火車に突進しようとする鵺。

　今度火車が避けたら鵺が外に飛び出してしまうので、受け止めるべく立ち位置を変える凪。

　しかし、凪のしたことは無駄に終わる。

「鵺、貴女あなた、失敗しましたわね？」

　という火車の一言で、鵺の動きがぴたりと止まったからだ。

「ぬ、ぬえー……」

「鳴いてもごまかされませんわよ。凪が今、わたくしのすぐそばにいることが何よりの証拠。貴女は凪を地獄に連れ帰ることを失敗し、反省の色もなく生きながらえている……これは、おしおきが必要ですわね」

「ちがうんですよう！」

　悲しそうな顔で叫ぶ鵺。

　火車は、冷たく妹分の幼い顔を見下ろし、

「何が違うのかしら」

「なにもちがわないですよう！」

　鵺が正直すぎる。

「鵺は言い訳する気があるんだろうか……」

「頭が空からなのであろ」

　凪と橘が、げんなりした表情で言った。

　火車は、しょんぼりする鵺に近付いて、

「さて、貴女のおしおきはどうしましょうか？　そうね……色々と、考えつきますけれど」

「ぬえー……」

　落ち込んだ様子で肩を落としてうつむく鵺ぬえ。

　火か車しやは、その鵺の頬ほおに手を当て、顔を寄せ、

「元気な笑顔を見せてくれたら、許してさしあげますわよ」

「……」

　最初、鵺は何を言われたのか理解していない様子だった。

　けれど次第に、その表情を嬉うれしげにほころばせていき、

「ねえさま！」

　ガバッ！　と鵺が火車に抱きついた。

　今度は火車も、避よけなかった。

「鵺、かわいい格好をしていますのね」

「ぬえー。藤ふじ紫むらさきさんにもらったんですよう」

「では、今度いっしょにお礼にいきましょうか」

「はい、ねえさま」

　鵺は火車に抱かれ、頭を撫なでられたり頬をつつかれたりしている。

　凪なぎと橘たちばなはその様子を見て、顔を見合わせ、

「のう、凪。ここは我が家のはずにもかかわらず、すさまじい疎外感があるのだが」

「奇遇だな橘、俺おれもだよ……」

「ためしに我らも抱き合ってみるか」

「いや、それはちょっと……」

　凪は苦笑する。

　いっぽう火車は、鵺の肩をそっと押して、見つめあえるぐらいの距離をとってから、

「鵺、わたくし、貴女あなたに聞きたいことがたくさんありますの。地上に出て何をしていたか、地上とはどんなところか、貴女が凪に出で逢あってどう感じたか、貴女が凪に何もされていないかどうか……」

「最後どういうことだよ!?」

　思わず叫ぶ凪。

　そんな凪を、鵺は火車の肩越しに見てから、

「ぬえー……凪さんはですねえ、鵺にとっても優しくしてくれてますよう」

「優しく？」

「他ほかにも藤紫さんとか、橘さんとか、凪さんは小さい女の人には優しいですよう」

「……」

　火車が無言で鵺を抱きしめ、凪から一歩距離をとった。

「きっとおまえは色々勘違いしている！　あと鵺！　意図的に赤あか染ぞめのことを言わなかっただろ!?」

「凪なぎ、貴方あなたがそこの子こ狐ぎつねに熱を上げている時点で、貴方の言葉に説得力はないとお思いなさい」

　火か車しやの言い分が正論過ぎて反論ができない。

　代わりに橘たちばなが腕を組んで胸を反らし、火車に言葉をぶつける。

「ふん、片腹痛いわ。凪は別段、私に熱を上げているわけではない！　私が何をしようとも、絶対に私に手を出さんからな！　裸で隣に寝ているのに、触るどころか見ることすらせんわ！」

「……」

　火車が、鵺ぬえを抱きしめてもう一歩、凪から距離をとった。

「橘……おまえの発言は、まったくフォローになってない……」

「おまえが私に手を出さんからいかんのだ」

「フォローする気が最初からなかったのか!?」

「ふん！」

　ようするに、手を出していてもいなくても、同じである。

「……鵺、地上での凪の様子は、どうなのですか」

　幼女大好き疑惑を受けてだろう、鵺に問いかける火車の声には、多分に不安と心配がふくまれていた。

　鵺は火車の腕に頬ほおをこすりつけながら、「ぬえー」と鳴いて、

「いっぱい、色んな人とかかわってるみたいですよう。ねえさまから言われてた『九きゆう尾び様』とぜんぜんちがうから、鵺はおどろきましたよう」

「……そうですか」

　火車は、何か考えこんでいるようだ。

「……まあ、きっと凪のことですから、何か考えがあるのでしょう」

「……」

　一人合点する火車を見て、凪は渋い顔をする。

「どうした凪。目に『くりすます』でも入ったか」

「そうじゃないけど……いや、それどんな状況だよ!?」

「飛ひの縁えん魔まのやつめに聞いたのだが、『くりすます』とは『目につくとうざったいもの』だそうではないか」

「その解釈はよくわからない……ていうか、前にクリスマスについては説明したはずだけど……いや、とにかくなんでもない」

　そう言って、凪は火車へ視線を移し、

「それで火車、本当に留守番するのか？」

「行きますわ」

「そうか……ん？　あれ、行くことにしたのか」

「色々な者が来るのでしょう？　わたくしの知らない貴方あなたを知っている、色々な者が」

「まあ、そうかな」

　自信なさげに凪なぎは言う。

　火か車しやはほほえみ、

「興味がわきましたわ。貴方が、それらの人を集めて何をするのか」

「何もしないんだけど」

「貴方の様子から貴方の真意を探ることは叶かないませんが、それでも、貴方の行動を知る者の情報を集めるうち、見えてくるものもあるかもしれませんわ」

「だから、」

「凪、言わせておけ」

　橘たちばなが、不機嫌そうに火車をにらみながら、

「思い込みの強い輩やからに何を言ったところで無駄であろ。それよりも今は、寸陰が惜しい。集まるやつらのことなど知ったことではないが、遅れて凪が文句を言われるのは見ていられん」

「……そうだな」

「もしそんなことになろうものなら、凪を叱しかる相手を燃やしてしまうかもしれん」

「すぐに行こうか！」

　凪が慌ててリビングに戻り、バッグを持って再び出てくる。

　橘が雪せつ駄たをつっかけ、鵺ぬえもやっと自分がローファーのまま家にあがりこんでいることに気付いたようで、愛想笑いをのこして玄関から外へと出て行った。

「ほら、火車」

「いいのでしょうか、何やら鵺も子こ狐ぎつねも、それに凪も、正装をしている様子なのですが」

「いや、いいんじゃないかな、そのままで」

　凪は苦笑しながら言う。

　そもそも、火車の格好は、深紅のロリータファッションなのである。厳格にドレスコードが設定されているパーティーならまだしも、クラス会の延長、しかも飛び入り参加者が大量に出ているらしいクリスマスパーティーレベルでは、充分に『正装』と呼んでもいい格好であるだろう。

　それでも火車はまだ不安そうにして、

「しかし、子狐すらも綺き麗れいな格好をしているではありませんか……そんな中、わたくしだけこんな、普段着で」

「子狐『すら』とはどういうことだ貴様」

「……大丈夫だよ、火車。そのままでも十分綺麗だから」

「まあ」

　火か車しやは一瞬おどろき、それから笑って、

「凪なぎがそう言ってくださるならば、自信を持てますわ」

　踊るような足取りで、玄関に置いてあったブーツをはいた。

「なーぎー！」

「あっ、いや、その」

　橘たちばなの地獄の底から響いて来るような唸うなり声で、凪は自分が火車にたいして何を言ったかに気付き、慌てる。

「なぜおまえは！　なぜおまえは、いつも私は褒ほめんくせに、他ほかの輩やからはそれほどまでに簡単に褒めるのだ！　理不尽だ！　やり直しを要求する！　おまえが一番最初に褒めるのは、常に私でなければならんのだ！」

　雪せつ駄たを履いたまま凪に詰め寄る橘。

　凪は苦笑を浮かべ、

「悪い……」

「先ほどの言葉を撤回しろ！　そして私を褒めろ！　すぐにだ！」

「……ええと」

　首に管くだ狐ぎつねを巻いて、雪の結晶が刺し繍しゆうされた黒い着物をまとう橘は、いつもよりも落ち着いた雰囲気で、確かにかわいらしい。どんな褒め方をしても言い過ぎにはならないだろう、と思うぐらいなのだが。

　いざ、褒めろ、と言われてそれから褒めるのは、どうにも恥ずかしい。

「なーぜーだーまーるー！」

「しつこいからですわよ、子こ狐ぎつねさん。……その前にわからないのですが、『褒めろ』と強要して褒められるのは、嬉うれしいのですか？」

　勝ち誇った様子で火車が言う。

　橘は地団駄を踏んで、

「ぐぬぬぬ……凪！　あやつは燃やすぞかまわんな！」

「かまうから！　ごめんって橘！　その……」

「ぬえー、凪さん、橘さん、時間がまずいですよう？」

　鵺ぬえが、左手首に巻いた時計を見て言う。

「あっ、しまった、早めに出る予定だったのに！」

「なーぎー！」

「え、えっとその……あとで！」

「あとでと言ったな！　ならば期待するぞ！　ひっぱられたぶん期待するぞ！」

「それでいいから！　とにかく急ごう！」

　そう言って、凪なぎは橘たちばなの手を引いて家を出る。

「凪さん、電気点ついてましたよう？」

「あーくそ！」

　凪は閉めかけた鍵かぎを開けて、再び家へと戻る。

　そして電気を消して、また外に出て、鍵を閉めて。

　――けれど凪は、再び家に戻ることになる。

　なぜならば、

「む、凪、見てみろ」

　橘に言われて、指差された空を見れば――白いものが、舞っている。

　十二月二十四日、クリスマスイブ。……どうやら、雪が降ってきたようだ。

　だから凪は、また傘を取るために、家に戻ることになったのだった。



　　　４



　当初の計画だと教室を使ったささやかなものになる予定だったのだが、なぜか『１年Ｃ組がクリスマス会をやる』という情報はまたたく間に広がり、結果的には体育館を貸し切ってやる、立食パーティーみたいなものになっていた。

「……予算とかどこから出たんだ」

「私たちの積立金からだよ。なんでも学校主催のイベントになったそうだ」

　赤あか染ぞめがどことなく不機嫌そうに、右のおでこをコツコツ叩たたきながら言う。

　その格好は薄いピンクの生地に、白いフリルというもののあわさったドレス姿である。赤染もやはり、こういう日だからだろう、他ほかの生徒と遜色ないぐらいに着飾っている。

「……まったく理解し難いんだけど。ここの学校は、どれだけお祭り好きなんだ」

「あはは……」

　その学校の中でも、群をぬいてお祭り好きであろう１年Ｃ組代表である赤染さんのセリフだと思うと、苦笑いしかできない凪だった。

「しかし、大きな集まりになったな……」

　凪がおどろきながら言う。

　舞台側から体育館の全体を見る。いくつもの机が並べられ、その上に白いテーブルクロスが敷かれ、さらにその上に料理、と言うかスナック菓子などが使い捨ての皿に盛られて置いてある。どこかの仕出しサービスっぽいチキンやフライドポテトなども見て取れた。

　ここに集う人たちはみな高校生のはずだが、今日は思い思いにおしゃれをしている。男子は基本的にスーツなどだが、女子の方の気合いの入り方が半端ではない。『いつ着るつもりで用意していたんだ』と言いたくなるような豪ごう奢しやなドレスから、何かのキャラクターの着ぐるみまで、さまざまな衣装で着飾りつつ、女子同士や、女子グループと男子グループ、という形で話している。

「兄貴によれば、一年生から三年生まで、全校生徒の半分ぐらいが参加しているらしい」

　赤あか染ぞめが、凪なぎの隣に並んで体育館を見回しながら、そんなことを言う。

「兄貴って？」

「言ってなかったか。私の兄貴は生徒会長をしてるんだけど」

「……」

　言われてはいなかったが、知っていた。

　赤染頼より平ひら。生徒会長で……学校に通う妖よう怪かいたちについて、造ぞう詣けいの深い人物。

　ならばその妹である赤染はどうなのか――

「まったく、なぜこんなにもお祭り騒ぎを起こしたがるのか不思議でならないよ。そこまで愉快な兄貴ではないと思うんだけど」

　ぼやきつつため息をつく赤染。

　凪は意を決して、

「……赤染は、その……この学校のことについて、どれぐらい知ってるんだ？」

「理解し難いんだけど。話の流れがわからない。なんだ、お前は私にこの学校の歩んできた歴史でも語らせる気なのか？　残念ながら興味ないんだけど」

　赤染は首をかしげている。

　凪がどんな話題に誘導したいのかすら、見当がつかない様子だ。

　――安心していいのだろうか？

「……歴史の話じゃなくってさ、その……」

「お前が私に何を言わせたいかわからないんだけど。生徒会長の妹だからって学校について詳しいわけではないぞ。それに、生徒会長だって別に学校について詳しいわけでもないだろう。お前が『生徒会長』と言われてどんな人物像を思い浮かべるのかは知らないけど、兄貴もどこかにいるはずだから、紹介してやろうか？　おどろくほど普通の男だぞ」

「……そうか」

　今の赤染の言葉と、それから今までの赤染の行動を見る限り、彼女がこの学校にいる妖怪たちについてくわしく知っていたり、妖怪を管理する組合の人間だったりするということは考えにくい、と凪は判断した。

　それに、立場がどうだろうと関係ない。赤染は――大事な友達なのである。

「ところで凪、先輩はどこに行ったんだ？　お前と先輩がこういうイベントで別行動をとってるのは、すごく意外なんだけど」

　周囲を見回す赤染。

　凪は、一度、自分の中に沸き起こった赤染兄と赤染との関係性に対する疑念を振り払って、

「ああ、橘たちばなは、飛ひの縁えん魔まさんと姑う獲ぶ鳥めさんに連れて行かれたよ」

「なんで」

「さあ……」

　苦笑いするしかなかった。

　少なくとも、橘は何をするかわかっていない様子だった。……しかも、鵺ぬえも一枚かんでいるようだったし、『ついでだから』という理由で火か車しやまで連れて行かれてしまっている。



「……よくわからない」



　なんとなく、凪なぎが橘らの入って行った舞台袖そで入り口の方を見ていると、ひょっこりと藤ふじ紫むらさきの背中が視界に入った。

　一瞬、なんで全裸なのかと思った凪だが、全裸ではない。藤紫が着ているのは、藤色の、背中が大きく開いたイブニングドレスであった。

「びっくりした……藤紫、こんばんは」

　凪があいさつをすると、藤紫は凪に背中を向けたまま、左手をひょい、と挙げた。どうやらあいさつのつもりらしい。

　とりあえずいつまでも藤紫の白い背中を見ているのも居心地が悪かったので、凪は藤紫の隣に並んで、藤紫の視線を追ってみる。……しかし視線の先には舞台の暗幕しかなく、あいかわらず、藤紫が視線を向ける先の基準がわからない。

「……よくわからない。藤紫は、何度でも？　言う。よくわからない」

「何がそんなにわからないんだ？」

「藤紫は～天てん狗ぐ。烏からす天てん狗ぐでは、ない」

「いや、まあ、知らなかったけど……そうなのか？」

「嘘うそをつきました」

「嘘なのかよ！」

「……よくわからない。なぎの前では、何度も羽をみせてる、はず。藤紫は、どっちかって言えば？　烏天狗。なんならいま、羽根をだしてもいい」

「いや、やめてくれ……」

　あいかわらず、藤紫との会話は普段使わないエネルギーを使う。

　けれど藤紫は疲れた様子もなく淡々としたまま、

「というわけで、藤紫は、チキンを食べるのを止められている。かなしい。共食いではない、烏は、ほかの鳥とか食べるの、ふつうなのに」

「止められてるって、誰だれに？」

　凪なぎが首をかしげる。

　藤ふじ紫むらさきは首をまわして凪を見て、そしてそのまま凪を通り過ぎ、視線をある場所で止める。

　凪も視線を追って体ごと背後を向けば、そこには、



「お、やっほー凪くん」



　蒼あおい和服姿の、和泉いずみ恋れんがいた。

「和泉……先輩。どうも」

「うん？　どしたのそんなびっくりした顔して。あ、赤あか染ぞめちゃんもやっほー」

「こんばんは」

「いやその……なんか、和泉先輩が和服なのが意外でさ」

「なに？　似合わない？」

「いや、すごく似合ってる」

「……凪、お前は天然だな」

「え？」

「なんでもない。お前は度し難いことがわかっただけで十分だ」

「え？　え？」



    

  
    
      



    

  
    
      　赤あか染ぞめの不機嫌そうな顔の理由がわからず、困惑する凪なぎ。

　その様子を見て、和泉いずみは笑い、

「ほら、橘たちばなとおそろいにしようかと思ってさ。あたし、これでもけっこう橘のこと好きだしさ。それで、橘はあたしとおそろいだといやな顔するじゃん？」

「まあ、しそうだな……」

「だから、おそろいにしたわけさ」

「和泉先輩って、何なに気げにいじめっ子だよな！」

「橘に関してだけだよ。いやー、いじめるとかわいいんだよね、すごく」

　あはは、と笑う和泉恋れんは、とても楽しそうだった。

　凪はがくりと肩を落とし、

「それはわからなくもないけど、あいつが不機嫌になるとのちのちなだめるのが、すごく大変なんだよ……」

「ああ、昨日生徒会室に呼び出されたあとも大変だったんだ？」

「……家に帰ってもずっとぐちぐち言ってたよ」

「ま、何も知らない人がいるから、そのあたりの話題はそれぐらいにして――」

　ちらり、と和泉は赤染を見て言う。

　赤染は首をかしげただけで、それ以上の反応をしない。

　和泉は微笑を浮かべて、

「――姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔まに聞いたんだけどさ。なんか、楽しいこと考えてるみたいじゃない。いやー特に姑獲鳥はあたしと趣味が合うね。いいこと教えてもらっちゃった」

「ああ、来て早々に橘がさらわれていったな……なんなんだ？」

「見てのお楽しみにしとくよ。あたしもざっくりとしか聞いてないしさ」

「ふぅん？」

　凪が首をかしげ、視線を舞台袖そでの入り口へと戻す。

　すると、はかったようなタイミングで扉が開き、中から橘――



　――サンタクロースが現れた。



「うー……なぜ姑獲鳥の用意する衣装は、毎回毎回こうも丈が短いのだ」

「細いふとももに興奮……ではなく、そちらの方が、橘ちゃんがかわいいからですよ」

「っつうか最近気付いたんだけど、あたし、付き合いよすぎじゃね？」

「ぬえーぬえー。ねえさま、すてきですよう」

「……これが、クリスマスの正装なのですわね？」

　橘・姑獲鳥・飛縁魔・鵺ぬえ・火か車しや。

　以上五人の、赤い三角帽子に、赤い衣装を着て、赤いニーソックスをはいた、クリスマスという時期にぴったりなサンタコスをした少女たちが登場する。

　もとより華やかなパーティー会場であるはずが、五人が舞台袖そでへと入る扉から登場すると、会場中の注目が集まった。それは五人の衣装がクリスマスという時節にあっていたというのもあるだろうが、それぞれが持つ高い魅力のせいでもあるだろう。

　橘たちばなは短い丈やぴったりしすぎた感触が落ち着かないらしく、不満そうに腕を組んでうなりながら、ちらちらと自分のふともものあたりを見て、たまにスカートを引っ張ったりしている。そして、その肩にはぬいぐるみのふりをしているつもりだろう、トナカイの衣装を着せられた管くだ狐ぎつねが乗って、必死に体を硬直させている。

　姑う獲ぶ鳥めは、衣装がはじけ飛びそうなほどの迫力ある肢体はもとより、本人が橘や鵺ぬえに夢中で特にスカートに関して無防備なため、見えそうで見えない危うさもあって、特に注目が集まっている。

　飛ひの縁えん魔まは、けだるげな立ち姿や、特に恥じらっていない様子などが、アルバイトをしている女子高生という感じで、あんな格好にもかかわらず自然体である。ただ、つけている髪飾りが、いつものようにビーズなどをあしらったものではなく、サンタクロースとトナカイという彼女にしては子供っぽいものになっているので、そのあたり、まったく自然体というわけでもないのかも知れない。

　鵺はなぜか頭に三角帽ではなくトナカイの角をつけて、相変わらず首には鈴付き首輪をつけたまま、火か車しやの腰に抱きついて頬ほおずりをしている。その仕草や表情からは、どことなく小動物的な魅力が感じられた。

　そして火車は、鵺にすがりつかれて困りながらも、鵺の頭を撫なでつつ自分の格好を見下ろしている。猫目に代表される気の強そうな顔立ちとは裏腹の不安げな表情が、なんとも庇ひ護ご欲をくすぐる不思議な魅力を放っていた。

「おー、かわいいね」

　出てきた五人に最初に声をかけたのは、和泉いずみである。

「橘、似合うじゃん」

「……ふん。私に似合わん服などないわ！」

　どことなく不安そうにしていたはずが、和泉に褒ほめられたからか、一転して堂々とした態度になる橘であった。

　凪なぎはその変わり身の早さに笑って、

「橘、似合ってるよ」

　さきほど言えなかった言葉を、言った。

　橘は相好を崩して、

「そうか。そうであろう！　美しいか！　綺き麗れいか！」

「綺き麗れいって言うか、『かわいい』かな？」

　そして『美しい』と『綺麗』はあきらかに意味が重複しているのだがどういうことなのだろうか。

「綺麗と言え！　さもなくば、さきほどふりふりにかけた言葉を撤回しろ！」

「わたくし、今はそんなあだ名で呼ばれるような服を着ておりませんわよ」

　火か車しやがむっとした顔で橘たちばなに言って、

「どうなのですか凪なぎ、これが、クリスマスパーティーの正装なのですか？」

「いや、正装と言うのかな……」

「正装ですよう！」

　鵺ぬえが割り込む。

「ねえさま、よくにあってますよう！」

「そう、ですかしら……？　こういう服はあまり着ないのでわかりませんが、鵺がわたくしに嘘うそをつくはずはありませんものね」

「……ははは」

　凪は苦笑いをした。

「おい凪、また新しい女を連れ込んでいるのか、おまえは」

　赤あか染ぞめがそんなふうに言いながらにらんできたので、凪はますます苦笑いである。

「かわいいですよねぇ、橘ちゃん」

　姑う獲ぶ鳥めが、凪の隣に立って、話しかけてくる。

　――全体的に、今の姑獲鳥の格好は色々と危うすぎて、どこを見たらいいかわからない。

　なので凪は微妙に視線を逸そらしつつ、

「え、あ、はい……」

「ああ、もう本当に……拉ら致ちしたいですよねぇ」

「え？」

「監禁して拘束して毎日色んなお洋服に着せかえて、全身を舐なめまわしたり髪の毛でいやらしく縛りあげたりしたいですよねぇ」

「え？　え？」

「姑獲鳥、変態発言は人を選べっつーの。凪くん引いてるじゃん」

　けだるげな声で言いながら、飛ひの縁えん魔まが、姑獲鳥とは凪を挟んで反対側に立ち、

「ごめんね凪くん、姑獲鳥が変態で。いやーほんと、変態って困るよねー。変態といっしょにいるのって、大変だよねー」

　一転、凪の顔を下側からのぞきこむような体勢で、嘘っぽいほど明るい笑顔で、機関銃のようにしゃべりだす。

「でもさーあたし、根がいいやつだから、ほっとけないんだよねー、姑獲鳥も、橘も。ほら、橘たちばなってさ、色々と付き合うの大変じゃん？　常識ないっつーかさあ。でもあたし、そういう子の世話とかすんの得意だし？　それにさあ、かわいいじゃん橘。あたし橘のこと大好きだよ！」

「あ、はあ……それはどうもお疲れ様です……」

　凪なぎは、飛ひの縁えん魔まの発言の意図するところがわからず、あいまいに礼をする。

　飛縁魔は凪の手をがっしりと握り、

「いいっていいって大丈夫だって！　だからさ、凪くんもなんか困ったらあたしに、」

「ゆけ、管くだ狐ぎつね」

　そんな橘の声がしたかと思うと、驚きよう愕がくと疑問の表情を浮かべ、『!?』と書かれた半紙を持った管狐が飛んできて、飛縁魔の頭に当たって跳ね返って床に落ちた。

「いったぁ！　おい橘なにすんだテメー！　火花散ったっつーの！」

　地面に倒れこんだ飛縁魔が、橘へと振り返る。

　一緒に凪も視線を橘に向ければ、あきらかに『ボールか何かを投げた体勢』でこちらを見ている橘と、目が合った。

「貴様こそ何をしておるか飛縁魔！　さっきから黙って見ていれば凪に近付きおって！」

「不満なら黙って見てんなっつーの！」

「黙って見てなどおらんわ！」

「意味わかんなくね!?　『黙って見てる』っつったのおまえじゃん！」

　言い争う飛縁魔と橘。

　その横で凪は、

「……管狐、大丈夫か？」

「ぴー……」

「管狐ってしゃべれたのか!?」

　目いっぱいに涙をためて頭をおさえる管狐の声に、驚愕する。

「ずいぶん精巧な人形だな……」

　その様子を、赤あか染ぞめが感心した様子で見ていた。

「やっぱ凪くん優しいなー。橘とは大違いじゃね？」

「ふん。あれは私の所有物だ。私がどう扱おうと私の勝手であろう」

「管狐をどう扱おうが勝手かもしんないけど、あたしに当てんなっつーの！」

「ん？　貴様も私の所有物であろうが？」

「なに、その『なに言ってんのコイツ？』みたいな顔!?　あたしはアンタの所有物じゃねーし！　使い魔と一緒にすんな！」

「ふん」

　橘は腕を組んでそっぽを向く。

　凪なぎは管くだ狐ぎつねを拾って、困ったような顔で橘たちばなの方を見て、

「橘……あのさ、確かに管狐は橘のものかも知れないけど、それでも投げたりするのはどうかと思うんだ」

「う……それほど真剣な顔をすることは、ないではないか」

　橘がたじろぐ。

「かわいそうだろ、管狐。……ほら、生き物なんだしさ」

「……」

　橘は不満そうに唇をとがらせる。

「橘」

　凪が、諭すように優しい表情で言う。

　すると橘も、悪いと思ったのか、

「……管狐、すまん」

　謝って、しかし橘はすぐにそっぽを向いてしまう。

「なんつーかさあ……凪くんって変わってるよね」

　飛ひの縁えん魔まが、何かを考え込むような顔をしながら、凪に接近してくる。

「使い魔一つでさ。あたしも狐系だからわかるけど、管狐とかあれじゃんよ、あれ。なんつーの？　消耗品？　しかも凪くんってさ、狐の中じゃすげー狐じゃね？」

「いや、俺おれは人間ですよ」

「……ふーん。へー。ほー。なるほどね」

　飛縁魔は何かに納得したような表情をして、凪の周りをぐるぐるまわったあと、にこっ、と笑って、

「やっぱ凪くんいいね！　橘、あんた別れなよ。そしたらあたしが狙ねらうから」

「なんだ貴様、その発言は。貴様が凪を狙う前に、私が貴様の命を狙ってやろうか？」

「やれるもんならやってみろっつーの！」

「はいはいお二人とも、仲良くしてくださいねー」

　一触即発状態になりかけた橘と飛縁魔を姑う獲ぶ鳥めが抱きしめて豊満な胸でホールドした。橘・飛縁魔・姑獲鳥の関係において会話が一巡した時に使用される窒息死コースである。

　凪はその様子を見て笑っている。

　――さらにその凪の様子を、表情の抜け落ちた顔で見ている火か車しやが、

「そこのお三方、ちょっとよろしいですかしら？」

「ん？　なにさ？」

「……というか、お前は誰だれなんだ？」

「……よくわからない」

　和泉いずみと、赤あか染ぞめと、藤ふじ紫むらさきに、話しかけた。

　火か車しやは凪なぎたちの方を見たまま、

「凪は、いつもあのような調子なのですか？」

「理解し難いんだけど。人にものを聞くなら、まずは名乗って、それから具体的に質問すべきだと思うよ」

　赤あか染ぞめの言うことはいちいち正論である。

　その正論には、火車でなく、和泉いずみが「あはは」と笑って応じる。

「まーまー赤染ちゃん。この人はさ、火車っていうんだよ。……そうだよね？」

「そうですわ。貴女あなたは――そう、こちら側の人間ですのね。ならば貴女はあちら側ですか。ま、わたくしも確かに、名乗りもせずにぶしつけな質問でしたわ。改めまして、わたくしは、火車、と申します。凪の古い知り合いですわ」

「……凪の知り合いの女性率は異常だな」

　赤染は頭痛をこらえている様子だ。

「赤染ちゃんもその中の一人じゃないさ。……それで火車さん、凪くんの様子がどうしたのかな？」

　和泉が、ポニーテールをしごきながら、火車に問いかける。

　火車は、「いえ……」と小声でつぶやき、サンタ衣装のスカートをぎゅっとひっぱりながら、

「わたくしの知る凪は、あんな無駄なことをするような者では、ありませんでしたわ。もっと冷酷で、もっと冷静で、もっと怜れい悧りで――完かん璧ぺきで。判断に間違いはなく、行動に失敗はなく、こちらから見て無駄に見えることでも、そのすべてに意味がある。凪は、そういう者だったはずですわ」

　火車がぼんやりした顔のまま言う。

　その言葉を聞いて、赤染は妙な顔をして、

「……お前の言うやつが誰だれなのか、私にはまったくわからないんだけど。ひょっとしてそれは、凪のことなのか？」

「凪だと、申し上げたはずですわ。凪はあんな……あんな顔で笑うような者では」

　ぎり、と。火車は口くち惜おしそうに赤いマニキュアが塗られている爪つめを噛かむ。

　赤染はますます妙な顔になり、

「だいたいいつも苦笑してると思うんだけど。……というかそれは何年前の話だ？　少なくとも、高校に入ってからの凪は、お前の言うようなやつじゃないのは確かなんだけど」

「……そんな」

　火車は、衝撃を受けたようだった。

　和泉が笑って、火車の隣に立ち、

「まー、凪くんは、火車さんの言ってるような人じゃないね。うっかりしてるし、判断間違ってるし、割と失敗してるし、こだわるポイントおかしかったりしてるかな」

「貴女あなたの言うそれが、凪なぎ、なのですか？　間違えて、失敗して、そんな者が」

　火か車しやは、確認というよりも、否定を求めるような表情で言う。

「……よくわからない」

　藤ふじ紫むらさきが、首をかしげながら、ぽつり、とつぶやく。

「藤紫は、火車が言うみたいなつまらないやつの味方になろうとは、思わない」

「つまらないなどと、そんな……完かん璧ぺきで、失敗しないのですわよ？　美しいでしょう、その在り方は」

「藤紫は～、十回やって、八回失敗するぐらいが、好き」

「……意味がわかりませんわ」

「それはおまえが、地獄の？　妖よう怪かいだから」

「……」

「地獄で満足するようなやつに、藤紫の言ってることは、わからない、っぽい」

　藤紫の言葉に、火車はやっと、凪から視線をはなし、三人の方を見る。

　いぶかしげな顔をする赤あか染ぞめを。

　朗ほがらかな笑顔を浮かべる和泉いずみを。

　それから、無表情のまま、じっと自分を見つめてくる、藤紫を。

　三人を見て、三人の言葉を頭の中で吟味して、

「……鵺ぬえ、この方々の言っていることは、嘘うそ、なのですわよね？」

　救いを求めるような声で鵺に問いかけて、

「本当ですよう」

「……そんな」

　衝撃を受けたような顔で、よろめいた。

　どん、と。

　その背中が、誰だれかにぶつかる。

　火車が顔を上げてぶつかった相手を確認すると、そこにいたのは、凪だった。

「どうしたんだ火車？　大丈夫か？」

　不安そうな顔で、心配するように、自分の目を覗のぞき込んでくる凪。

　火車は深紅の瞳ひとみで、凪の顔をじっとながめ、

「わたくしには、貴方あなたのことがわかりませんわ……」

「……突然どうしたんだ？」

「貴方は何を考え、何を実行しようとしていますの？」

「だから俺おれは、何も考えてないって……精せい一いつ杯ぱい、人間であろうって頑張ってるだけだよ」

「……」

　火か車しやは、ずっと、凪なぎの目を見ている。

　そこから何かが読み取れないものか――そんなふうに思っているのだろう。

　けれど、火車にはわからない。凪が何をなそうとして、『人間』をやっているのかが。

「どうしたんだよ火車……気分でも悪くなったのか？」

「あ、いえ、平気ですわ……」

　言いながら、火車は慌てたように凪から離れる。

　とにかく、怖かった。

　凪――九きゆう尾びが、九尾という名のまったく知らないものに変へん貌ぼうしてしまったような気がして、怖かったのだ。

　少しだけ整理する時間が欲しかった。今の『清きよ原はら凪』と、自分の中の『九尾の狐きつね』を、うまく重ね合わせるための時間が。

　だから――

「ぬ、鵺ぬえ」

「ぬえー。ここにおりますよう」

「さっきからいましたもの、知っていますわ。それより今日から貴女あなたの家で寝泊まりしますけれど、よろしいですわね」

「ねえさまなら大歓迎ですよう！」

「あれっ？　いいのか？」

　凪が不思議そうな声を上げる。

　そこに、

「良いではないか！　ふりふり自ら家を出て行こうと言うのだ！　もとよりあの家は私とおまえの愛の巣。他たの者が立ち入ること自体がおかしいのだ」

　橘たちばなが、割り込んだ。

　凪は橘を見て苦笑して、それから、火車に視線で問いかける。

　火車は、目を逸そらした。

　まるで知らない誰だれかと目が合ってしまった時のように。



    

  
    
      
第三章　それぞれが地獄から出た理由
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「ようし！　ようし！　悪は去った！　これで私の勝ちだ！」

　クリスマスパーティーから帰った夜。

　着物を脱ぎ捨て、寝巻用の浴衣を着て、ぬわははははは、とベッドの上で仁王立ちして、橘たちばなが笑っている。

　浴衣姿で両足を肩幅に開いているものだから右足が根元近くまで見えていて、床に座っている凪なぎは目のやり場に困って、管くだ狐ぎつねとなんとなく見つめあっている。

「どうだ凪！　これで私の勝ちだろう！」

「いや、どんな勝負だったんだよ……」

「知らん！　が、私は残った！　あやつは去った！　ゆえに私の勝ちだ！」

　言っていることの支離滅裂さが半端ではない。



    

  
    
      



    

  
    
      　よほど火か車しやが出て行ったことが嬉うれしいようだ。

　それは、よほど火車の存在を橘たちばなが重く見ていた、ということでもあるのだが。

「今こ宵よいはいい月夜じゃのう！」

「雪降ってるけどな……ていうか、カーテン閉めてるし」

「気分の問題に決まっておろうが！　今、私の心は欠けたることなき月のごときだ！」

「藤ふじ原わらの道みち長ながぐらい調子に乗ってるな……」

「今の私ならばできぬことなどない！　いや、前々からないがな！　料理と裁縫と洗濯と勉強以外にはないがな！」

「けっこうあるな……」

　ため息交じりに、凪なぎは言う。

　橘はむっとした顔で凪を見下ろし、

「なんだ凪、盛り上がりが足らんのう」

「まあ、そうかな……」

「凪はふりふりがいなくなったのを、残念に思うのか？　……私と二人きりが、いや、なのか……？」

「嫌ってわけじゃないけど……なんて言うのかな」

　――火車の様子が、おかしかったような気がしたのだ。

　クリスマスパーティーの夜。凪の家から出て、鵺ぬえの家へ行く、と言った時の火車の態度は、まるで他人のようだった気が、したのだ。

　ことのほか、火車の態度について深く考えてしまう自分に、凪は気付いた。

　けれど、なぜそんなに色々考えてしまうのかがわからないので、

「……ごめん、うまく言えない」

「凪はいつでも、中途半端なやつよのう」

「……ごめん」

「まあ良い。色々邪魔が入ったが、そろそろ話してくれるのであろう？」

「……？」

　凪が首をかしげて、橘を見上げる。

　橘はぶすっと頬ほおをふくらませて、ベッドの上であぐらをかき、

「『清きよ原はら凪』の話だ。ちんちくりんに邪魔され、ふりふりに邪魔され、今日の今日までおまえの口からそのことを聞く機会がなかったからのう。首を長くして待ち続けて、今やすっかり首が伸びてしまっておるわ」

「首は特に伸びてないけど……そうだな。話すって、約束したよな」

　終業式の朝のことだ。

　話そうと決意して、しかし鵺や藤ふじ紫むらさき、火車などと色々あったせいで、なかなか話す機会がなかった。

　だから、今、せっかく二人きりになれたのだから、話そうと、凪なぎは思った。

　うちに秘めた、大事な話。

　九きゆう尾びの狐きつねが、なぜ清きよ原はら凪になったのかを。

「俺おれは、基本的に人間に興味がなかったんだ」

　凪は、窓の方を見て語りだす。

　そこにはカーテンがかかっていて、外は見えない。

　けれど、雪景色がはっきりと見えるような、気がする。

「滅びるべきだとも思わなかったし、繁栄するべきだとも思ってなかった。『勝手にしろ』って……『俺たち妖よう怪かいはかかわらないようにしてやるから、勝手に生きてろ』ってそう思ってた」

　目を閉じて思い出すのは、かつて過ごしていた、炎えん熱ねつ地じ獄ごくの景色だ。

　おそろしい名前とは裏腹に、そこは山や森の多い、美しい場所だった。ただ、人間世界と違うところを挙げるならば、群生する木々が、常に紅葉していた、ということぐらいだろうか。

　燃えさかる炎のように、永遠に赤く赤く染まったままの世界。

　その美しい場所に閉じ込められて、九尾の狐は生きていた。

「そして、ある日、火か車しやに出会った」

　数ある山の中の一つ、降りしきる椛もみじの中で、九尾の狐は、一匹の猫を見つけた。

　その猫は、燃え盛る炎の中にあってなお鮮やかな深紅の体毛をもっていた。

　そのものが炎のような、猫。――火炎の猫。

　それが、火車の本性である。

「俺も火車も、積極的に相手にかかわってくタイプじゃなかったせいか、いっしょにいると面倒がなかったんだろうな……しばらく過ごしてて……その時は全然『味方』とか『仲間』とかいう感じじゃなかったんだけど……」

　その時どうやら、周囲では『自分たちをこんな何もない場所に閉じ込めた人間に復ふく讐しゆうを』という機運が盛り上がっていた様子だった。

　九尾も火車も、そんな動きに関心はなかったが――火ひの粉こが自らにふりかかるとなれば、話は違ってくる。

　九尾は大妖怪ゆえに協力を求められ、しかし断った。『興味がない』と。人間や妖怪の行く末などどうでもいい、干渉したくない、と。そう断ったのだ。

　けれど、九尾を誘った相手は、あきらめなかった。

　ついに力で九尾をくだそうとしてきたのだ。

　頭数をそろえて九尾をとりかこみ、たまたま九尾のそばにいた火車も巻き込まれた。

　九きゆう尾びは一人で撃退するつもりだったし、撃退も可能な計算だった。けれど、計算外が起こる。……自分を置いてどこかへ行くだろうと思われた火か車しやが、加勢してきたのだ。

「理由がわからなかった。だって、俺おれと火車は別に、仲間同士ってわけじゃなかったんだから。……でも、火車に聞いても、加勢した理由はわからないらしい。……ただ、『これが自分の役割なのかもしれない』って、火車は言ってた」

「役割？」

「うん。……妖よう怪かいには、基本的になんらかの目的・行動原理があるって話、聞いたことあるか？」

「……さて。どいつが言ったのだ、そのようなこと」

「藤ふじ紫むらさきだけど」

「私は知らんな。……人から化け生しようと成った者だけの話なのではないか？」

「そこらへんは、俺もくわしくないけど……まあ、とにかく。『初めてするべきことができたかも知れない』って、火車は言ったんだ」

　それ以来、火車は、『九尾の狐きつねと並んで戦うこと』を目的とするようになった。

　そして奇くしくも、九尾は『人間世界を支配する協力をしろ』としつこく迫ってきた妖怪を撃退したことで、その立ち位置を『人間の味方』と見られてしまっていた。

　戦いに事欠かない状況が出来上がっていた。

　それからしばし、炎えん熱ねつ地じ獄ごくは、椛もみじではなく、本当の炎で燃え盛ることになる。

　九尾の狐と、火車。この二人の炎で。

「それで、炎えん熱ねつ地じ獄ごくを治めたんだけど……」

「……ふむぅ」

　橘たちばなが、悩ましい吐息をつく。

「どうした？」

「いやなに、おまえは本当に『九尾の狐』なのだなぁ、と思ったまでだ。気にすることではない」

「そうか？　……ええと、それで、炎熱地獄を治めたんだよ。で、しばらく何もない日々が続いて、思ったんだ。『これは駄目だ』って」

「駄目、とは？」

「いや、地獄にいるうちは、妖怪は滅びることも、暴れることもなく、ただ存在するだけでさ。……なんて言うのかな、そういう……停滞？　は、いけないと思った。ただいるだけ、っていうのに、気持ち悪さを感じたんだと思う。ほら、一日中学校とかに行かないでじっとしてると、『いいのかな？』って気分になるだろ？」

「ならんが」

　橘は、胸を張ってはっきりと言った。

「……俺おれは、なるんだよ」凪なぎは苦笑する。「で、そんな毎日が続いて、『このままじゃ駄目だ、何かしないと』っていう気持ちが強くなったんだな、たぶん」

「はっきりせんのう、おまえは」

「いや、当時の俺に、『気持ち』とか『心』とかがあったとは、思えないんだ。だから、その時の心情は、『今から思えば』だと思って聞いてほしい」

「よかろう」

「……それで、地獄から出て、鬼に見つかって、戦って、死にかけて。そこを助けたのが、『清きよ原はら凪』っていう、子供だった」

　――何の変哲もない、人間の子供。

　両親がいて、きょうだいはいない。

　小学校に通っていて、運動も勉強もそれなり。

　普通に生きていれば、狐きつねとかかわることのなかったであろう、ただの人間。

「で、その『清原凪』は、鬼に殺されかけてただの狐程度まで弱ってた俺を拾って、治療して、両親に反対されながらも俺を世話することを認めさせた。最初は気持ち悪かったんだよ。『なんで縁もゆかりもない、ただの狐にしか見えない俺を助けるのか』って。でも動けないから世話をされるしかなくって、そしてそのうちに、気付いたんだよ。――地獄にいる時、俺はここまで一つのことに対して悩んだことがあったか？　って」

「九きゆう尾びの狐は悩まんのか？」

「悩まないって言うか、悩むほど理解できないことが、なかったんだと思う」

「……また、あいまいな言い方よのう。おまえは九尾の時の記憶がないのか？」

「実は、だんだん消えてる」

「……それは」

　橘たちばなが、深刻な表情で凪を見る。

　しかし凪は笑って、

「あくまで、『九尾の狐としての記憶』が消えてるだけで、清原凪として過ごした記憶に影響はないよ。まあ、たとえば『五年前にあったことを全部まとめて語れ』、とか言われたら難しいけど、それは人間として普通の記憶力だろ？」

「……うむ。かもしれんの」

　それでもまだ、橘は心配そうな顔をしていた。

　だから凪は、安心させるように笑い、

「知らないことって、怖いんだよ。『清原凪』の気持ちの話、だけどさ。それだけじゃないんだ。『清原凪』に世話されてるうちに、撫なでられると胸が震えて、褒ほめられると跳ねて喜びたくなって、怒られると壁に埋まりたくなって……」

「壁に埋まりたくなるのか……」

「そんな気持ち、ってこと。『気持ち』っていう……当時の俺おれには、何かわからなかったものが、芽生えてたってこと、だよ。『心』って言った方がいいのかな。そういうものが芽生えて、俺は、怖くてたまらなくなって、逃げたんだ」

「……何やら、聞けば聞くほど、九きゆう尾びの狐きつねは我ら妖よう狐こから見ても、別種の生き物のように思えてくるのだが」

「かもな。で、俺は逃げたんだけど、どうしても、『清きよ原はら凪なぎ』のことが気になって仕方ないんだよな。で、そんなに遠くに離れず、近場から管くだ狐ぎつねを通して『清原凪』の監視をしてたんだよ」

「……ぴー」

　管狐が、か細い鳴き声を上げる。

　凪は笑って、

「そうそう、管狐。ていうか、しゃべるって最近まで知らなかったんだけど……ええと、それで監視してたら、どうにも『清原凪』は俺を探してるらしいんだ。かけずり回って、見当違いなところをさ。――それで、クリスマスの二日後だ。『清原凪』の誕生日の日。その日も『清原凪』は、ケーキもごちそうも放置して、俺を探して……」

　その日は、雪が、うっすらと積もっていた。

　昼過ぎだと言うのに空は暗かった。分厚い雲が太陽の光をさえぎっていたのだ。

　暗くて、寒い、『清原凪』の誕生日。

　その日に、

「……『清原凪』は、死んだ」

　はねとばされて、転がって。

　うすく積もった雪の上をすべって、ガードレールにぶつかって、止まった。

　そのまま、動かない。

　九尾の狐は謎なぞの衝動に突き動かされるまま、『清原凪』のもとへと駆けて――最期の瞬間に、間に合った。

　だから、凪は、『清原凪』の最期の瞬間を、感触として記憶している。

　冷え切った手で撫なでられて、抱かれて。

　動かなくなって。

『清原凪』の拘束から、ただの狐の力では逃げ切れなかったが、逃げようと思わなかった。

　理解が及ばなかったし、目の前にしてなお、想像がつかなかったのだ。

『清原凪』が死んだ。

　人が集まってくる気配を感じる。人間たちがざわめく様子がわかる。『清原凪』と自分を見て、話したり、どこかに電話をかけたりしている。嘆いているのは車の運転手だろうか。当時の九尾の狐は、何も知らなかったし、何もわからなかった。

　しばらくして『清きよ原はら凪なぎ』を運ぶ救急車が到着した。救急隊員は、九きゆう尾びの狐きつねを『清原凪』から引きはがそうとするが、あまりにも九尾を抱く『清原凪』の力が強く、ひきはがせなかった。

　それは、まぎれもなく死後硬直だったのだけれど。

　九尾の狐には、違う現象に思えた。

　――逃げるな、受け止めろ。

「俺おれは、自分の気持ちがわからなかったんだ。俺はまだ、もてあましてたんだよ、『悲しい』っていう気持ちを。胸がつぶれそうで、今すぐ逃げ出したくなる気持ちをさ」

　車の中で『清原凪』になされた延命措置を、九尾の狐は間近で見ていた。けれどすべては無駄に終わり……病院に着いて、それからやっと、九尾は凪の腕から解放された。

　救急車の中で無事だったのは、救急隊員の『清原凪』に対する善意だったのだろう。けれどさすがに病院内に動物を入れるわけにはいかなかったのだろう。救急隊員が、かたまりきった『清原凪』の腕を無理やりに伸ばしたのだ。そして九尾の狐は逃がされた。

　けれど、こっそりと病院に忍び込んで、『清原凪』だった物の様子を、じっとながめた。

「……それで、おまえはどうしたのだ？」

「どうしていいかわからなかった。でも、思ったんだよ。『清原凪』の体にすがりついてる、『清原凪』の両親も、きっと俺と同じ気持ちなんだろう、って。それで、考えた。『清原凪』の心についてさ。考えて――たぶんあいつは、『自分のまわりの人に悲しんでほしくない』って思うんじゃないかって、思って……」

　――その時の、『九尾の狐』に何ができるのか？

　地獄の妖よう怪かいを降し、地獄を治めることはできた。

　鬼や人間の混成軍から逃げのびることも、できた。

　けれど、『清原凪』や、その両親にできることが、なにもなかった。

『九尾の狐』には、何もできなかった。

「だから、俺は清原凪の体を借りてるんだ。あいつの魂は天に昇ったから、今は、『九尾の狐』が乗り移って、『清原凪』の体を動かしてる。……清原凪の体で、清原凪の記憶で、それから――清原凪の心の残ざん滓しと、同化しながら成長して、今の俺があるんだ」

「……おまえは」

　橘たちばなは一度、言葉を区切って、それから、少しだけ迷うように、凪の目と床を視線で往復してから、

「おまえは、何なのだ？」

「わからない」

　凪は、しっかりと橘の目を見て、

「だから俺は、人間でありたいと思ってる」

「しかし、妖よう怪かいとのかかわりが最近増えておるがのう」

「う……」

　凪なぎは思わず言葉に詰まった。

　橘たちばなは、笑って、

「ふん、はっきりせんやつだのう、おまえは。……ま、知っておるがな。おまえがはっきりせんやつということは。せいぜい中途半端に生きるが良い。人間か狐きつねか、好き放題迷うがいい」

「うーん……いや、返す言葉もない」

「おまえがなんであろうと、私がおまえのそばにいよう」

　――その言葉に、凪はつい、おどろいた顔で橘を見てしまう。

　橘は、変わらずに笑って、

「それが、伴はん侶りよとしての私のつとめだからの」



　　　２



　経緯を説明しよう。

　橘に『清きよ原はら凪』の話を終えて眠ったあとの話である。

　時間は午前六時ごろだろうか。無機質な電話の音に、凪は目を覚ました。

　どうにも携帯電話がコールされているのだが――番号を見ると、知らない番号である。

　コール音は鳴りやむ気配もない。間違い電話かと思い、仕方なく凪が電話に出ると、

『もしもーし凪くん？　あたしあたし』

「……ええと」

『橘のクラスメイトの、飛ひの縁えん魔までーっす。おっはよ』

「ああ、はい、おはようございます」

　凪はまだ寝ぼけているせいか、生返事である。

　しかし対照的に飛縁魔のテンションは高く、

『あのさー凪くん、今冬休みじゃん？　ヒマ？』

「まあ……」

　凪は、隣でもそもそと起き出す橘を見ながら、「そうですね」と生返事。

　しかし、飛縁魔のテンションはどんどん上がっていく。

『ヒマなんだ!?　あ、じゃあさー、いや、ヒマじゃなかったらいいんだけどね！　どっかで会えないかな？』

「……橘とですか？」

「む？」

　目をごしごしこすっている橘たちばなが、自分の名前に反応して首をかしげる。

『いやいやいやいや。橘じゃなくってぇ、凪なぎくんと、あたしでどっか行けないかなーって』

「……ええと、なんででしょうか……」

　ちょっとずつ、頭が回りだす凪である。

「凪、相手は誰だれだ」

「んー……ひのえん――」

「代わる」

　橘が凪の手から携帯電話をふんだくって、

「凪は忙しい。おまえはこれから灰になる。よって、さようならだ」

　電話を強制終了した。

「……っていうか橘、何してるんだよ」

「いや、危なかった。凪、今のは電話の形に偽装した呪のろいだ。本当に危なかったな。このままでは飛ひの縁えん魔まのやつめに呪い殺されるところであったぞ」

「いや、それはないだろたぶん……」

　その時、再びのコール音。

　携帯電話はいまだに橘の手の中なのに。

「間違い電話だ。罰として死ぬがよい」

「間違い電話ペナルティでけぇ！」

　凪がようやく目を覚ましだした。

　そして電話を切る橘だが、電話は不屈の闘志でもう一度鳴り響く。凪が電話を取り戻そうとするが、橘はものすごく不機嫌そうな顔で凪に片手を突きだし止めて、

「もしもし私『めりーさん』。今、貴様の後ろにおるぞ」

「やるなら最後まできっちりやれよ！」

「よしわかった飛縁魔。これ以上しつこくされてもかなわんからな。……ん？　なぜ私がこんな時間に凪の部屋におるかだと？　馬ば鹿かめ！　説明できるかそんなこと！　というわけで譲歩案だ。家に招いてやろうぞ。それでかまわんだろう。……私の家の場所は、貴様に凪の電話番号を教えた愚か者に聞くが良い。あと、宿題を持ってこい。ではな」

　ぷつっ、と橘は電話を切って、それから凪に言った。

「凪、今日の昼は勉強会をやるから、集められるだけ人を集めるが良い」

　とびきりのイタズラを思いついたような、とてもいい笑顔で。





　そんな経緯があって、その日の昼。

「っつうかさ、意味わかんないんですけどー」

「ふん、わからんことはあるまいが」

「まあまあお二人とも、けんかはやめてくださいね？　さもなくば抱きしめてしまいますよ？」

「……よくわからない。なにが起きている、のか」

「というか凪なぎ、理解し難いんだけど。お前は色々と考えなしすぎるだろう」

「ぬえー」

「……こうして一堂に会してみますと、凪には、ずいぶん多くの知り合いがいますのね」

　火か車しやの冷静な意見に、凪は苦笑いするしかなかった。

　昼時。凪宅のリビングに、七名の少女たちが集っていた。

　凪もふくめて八名となるので、現在、凪宅のリビングは収容数飽和状態、椅い子すはもともとないが、座ざ布団ぶとんも足りない状態となっている。無理矢理七名が集っている机などひどい状態で、飲み物のコップだけで埋まっていた。

　ちなみに、凪は他ほかにも和泉いずみや、誰だれも覚えていないかもしれないが同じクラスの生徒である一いち条じようなども誘ったのだが、急すぎたせいなのだろう、二人とも用事があるとかで、来なかった。

　そして集ったメンバーが、

「意味わかんないんですけどー。なんでこんないっぱいいるワケ？　橘たちばなアンタなにしてくれてんの？」

　不満そうにぶちぶち言いながら、ダウンの前を締める飛ひの縁えん魔ま。

「ふん。貴様は自分の立場をわかっておらぬようだからのう。十じつ把ぱ一ひと絡からげ、ひと山いくらの雑ざ魚こであることを教えてやるために、親切にも他の雑魚どもをそろえさせたのだ」

　飛縁魔をにらみながら、口もとに不敵な笑みを浮かべる橘。

「もう、けんかしないでくださいね？　あ、それとも橘ちゃん、私に抱きしめられたいという不器用な愛情表現ですか？　もう、それならそうと……ああもうかわいい！」

　息を荒げつつ、言って、橘と飛縁魔を力いっぱい抱きしめる姑う獲ぶ鳥め。

　そして、姑獲鳥の拘束から逃れようともがく橘、飛縁魔を見て、

「……よくわからない。これだけ人数がいたら、わざわざ藤ふじ紫むらさきが凪に呼び出される理由は、ない、っぽい」

　首をかしげている、藤紫。

「というか、宿題をするのが目的なんだろう？　こんな机を使うのにも苦労するような人数を集めてどうする気なのか、理解できないんだけど。それともお前には何か案があるのか？」

　不機嫌そうに右のデコをこつこつ叩たたく赤あか染ぞめ。

「ちょうどよかったですよう。鵺ぬえは勉強とかわかりませんからねえ」

「……」

　無邪気に笑う鵺ぬえに、煮え切らない表情をする火か車しや。

「……よくわからない。なぎ、これだけの人数で机もなしに、どうやって勉強をさせるつもり、なのか？」

「うん……いや、まさかこんなに来ると思ってなくって、片っぱしから声かけたから……ほら、みんなに声かけてるのに、誰だれか一人だけ声かけないのも悪いだろ？　……でもまさか、床でやってもらうわけにもいかないしな。どうしようか？」

「藤ふじ紫むらさきは、問題ない。床でやってもいい。寝転がっても勉強できる」

「そうか、でもなぁ……」

「なぎは、藤紫の背中でやればいい」

「いや、それはないな」

　凪なぎは静かに苦笑を浮かべて指摘した。

　藤紫は反論することも言葉を重ねることもなく、一人さっさと床に寝転がって勉強を始めてしまう。

「というか凪、寒すぎないか、この部屋」

　赤あか染ぞめが、コートの前を締めて言う。

「橘たちばながエアコン苦手で……」

「理解し難いんだけど。気持ちはわかるが、客を呼ぶんだからそれぐらいの融通はきかせるべきだろう。というか、凪がなぜそんなにも先輩の言葉に忠実なのかがわからないんだけど」

「……いや、うーん」

　何か理由を述べようと思った凪だが、自分でも橘の言葉に盲目的に従う理由など挙げられずに、困惑した声を出すだけが関の山だった。

「はあ、まったく……とりあえずエアコンは入れるぞ。先輩もいいな？」

　赤染はリビングの出口側で姑う獲ぶ鳥めに抱きしめられているであろう橘の方を見て言うのだが、そこに橘はいなかった。橘どころか、姑獲鳥も飛ひの縁えん魔まもいない。

「……先輩はどこに消えたんだ？」

「さっき、三人でリビングから出て行きましたよう？」

「……どこに行ったんだろう」

　凪が首をかしげる。

　鵺は「ぬえー」と思い出し鳴きをして、

「凪さんの私物をあさりに行ったみたいですよう」

「なにしてんのあいつら!?　ちょ、止めて来る！」

　凪が立ちあがりかけると、

「その必要はない！」

　ずばん、とリビングのドアが開いて、橘たちばなと飛ひの縁えん魔ま、姑う獲ぶ鳥めが現れた。

「凪なぎ、私は飛縁魔に『部屋のベッドの下に隠してある本を見に行こう』と言われ、凪の部屋のベッドを見に行ったのだが、とてつもない盲点に気付いて引き返したのだ」

「盲点？」

「凪の部屋がこの家になかった」

「そう言えばそうだな！」

　今現在凪が寝ている部屋は橘の部屋であり、つい最近まで凪が寝ていた部屋は書斎なのである。

「……凪お前、どういう生活をしているんだ」

　赤あか染ぞめが、あきれたような顔で言う。

「な、凪は童女好きではありませんわよ！」

　今まで黙っていた火か車しやが、慌てた様子で口をはさむ。

　お気づきの方もいるかもしれないが、唐突過ぎて意味がわからないうえに、逆効果であった。

「童女好きってどういうことだ？」

「べ、べつにそこの子こ狐ぎつねと同じベッドで眠っていたり、裸で迫られたりしてはいないということですわ！」

「……凪」

　赤染の視線の冷え方がやばい。

「火車、落ち着け！　色々落ち着け！」

「だ、大丈夫ですわ！　凪の社会的地位はわたくしが守りますわ！」

「急にどうしたんだよ!?」

　火車に社会的地位をフォローされる理由があらゆる意味でわからないうえに、フォローになっていないのでやめてほしかった。

「い、いえ、その……ここでは言えませんわ、そんなこと」

「凪……」

　赤染が凪とささやかに距離を広げつつある。

「いいから！　何かあるならむしろここで言ってくれ！」

「……凪が『人間であること』が目的だと言うものですから、わたくしなりに考えたのですわ。どうすれば、わたくしは凪を助けることができるのか……そして、たどりついた結論が、『凪が社会に溶け込めるように補佐する』つまり、『童女好きであることを隠し通す手伝い』なのですわ」

「凪……」

　赤あか染ぞめが凪なぎとすばやく距離を広げつつある。

「火か車しや！　おまえは勘違いしてる！」

「だからこの場で言うのはどうかと思うと言いましたのに！　こんなこと、人前で言ったならば、ばれてしまうに決まっているでしょう!?」

「だからそもそも俺おれは！　童女好きなんかじゃない！」

　火車の勘違いがひどいのだが、あいにくと凪自身、自分の行動を振り返る限りにおいて否定できる行動をしていないことに気付いた。

　もう、清きよ原はら凪という人間の人格を信じてもらうしかないわけなのだが。

「そ、そうですわよ！　ところでみなさん、この家には何をしに来たのですかしら!?　目的があるなら達成したらいいと思いますわよ！」

「……そうだな。さて、勉強するか」

「この流れで急に話題変えないでくれよ!?」

　凪に弁解のチャンスはあたえられない。

　というわけで唐突に始まった勉強会である。藤ふじ紫むらさきが床で勉強していることもあり、飲み物を片づけると、どうにか橘たちばな、飛ひの縁えん魔ま、姑う獲ぶ鳥め、赤染、鵺ぬえが勉強するスペースを確保することはできた。それでも教科書を置くと机の上がいっぱいだし、橘がリモコンの電池を隠してしまったのでみんなでアウター脱げないし、と勉強をするための環境としてはおおよそ最悪ではあるが。

　しかしそんな環境でも一度集中モードに入ればどうにかなるもので、静かになったリビングで凪も藤紫と離れたところで床の上に教科書を広げて勉強を開始する。全員、人に聞かずに自分で調べて勉強を進める派らしく、勉強会の模様はエンターテインメント的にはただの放送事故だが、勉強会としては静かで素晴らしいものであった。

　――橘が、飽きるまでは。

「……つまらん」

「まあまあ。私の書いた答えを写していくだけの作業が退屈でしたか？」

「橘、勉強しろよ!?　発案者おまえだろ！」

　姑獲鳥の発言があまりにも聞き捨てならないので、ついつい声を荒げてしまう凪である。

　けれど橘は相変わらず傲ごう岸がん不ふ遜そんに、ひらべったい胸をはって、

「ふん、凪よ、私が姑獲鳥の答えを写すだけだったのには、理由があるのだ。いいか、よく聞けよ。勉強は、つまらんのだ」

「……いや、まあ、そうだけど」

「私はつまらんことはしたくない。この意味がわかるか？　じっくり考えてみよ、私の言葉の意味を」

「………」

　凪なぎは目を閉じて、じっくりと橘たちばなの言葉を反はん芻すうし、

「けっきょくわからない」

「そうであろうな。特に意味などない」

「俺おれが考えるのに使った時間を返せ！」

　凪が叫ぶが、橘はどこ吹く風と床でごろごろし始めた。

　それを皮切りにだろう、全員の集中力も途切れたようで、まず飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めがしゃべりだし、鵺ぬえが橘に並んでごろごろして、最後に赤あか染ぞめが今にもぶちぎれそうなオーラを発しながら深くため息をついてシャーペンを置いた。

「……凪、こんなことを、なぜしていますの？」

　火か車しやが、転がる鵺を見ながら問いかける。

　凪は転がる橘が藤ふじ紫むらさきにぶつかったのを見て、気が気でない状態になりつつ、

「なぜって言われても……ほら、勉強しとかないと、将来とかそういうの大変だろ？」

「……将来？」

　火車は不思議そうな顔をして首をかしげた。

　凪は、ぶつかった橘が藤紫に因縁をつけるのを止めるために一歩踏み出しつつ、

「あるだろ、将来。大学行ったりそういうのだよ」

「……意味が、わかりませんわ。将来も何も、貴方あなたは……」

「おい橘！　なんでおまえが藤紫に怒るんだよ！」

　火車の言葉が形になる前に、凪は橘のもとへ歩く。

　とは言え、リビングの中だ。せいぜい一歩ほどの距離でしかない。

　一歩、火車から離れて、一歩、橘に近付いただけでしか、ない。

「ふん、貴様にはわからんのか。愚か者めが」

　凪に背中から取り押さえられ抱きあげられた橘が、足が地に着いてないのにふんぞり返った姿勢で、いどみかかるように火車に言う。

「貴様には凪の望みがわからんのだ。私にはわかる。凪が何を考え、何を成そうとしているのかが」

「……子こ狐ぎつねの分際で、わたくしを侮辱するとは」

　しゅうしゅうと、感情の昂たかぶりに呼応して、火車の髪から、煙が立ち上っている。

「おい凪、気のせいか、あいつ、体から煙が出てるんだけど」

「そういう視覚効果だ」

「いや、そんなわけがないだろう」

「ぬえー、視覚効果ですよう」

「いや、だから……」

「……よくわからない。視覚効果以外に、どんな可能性がある、のか」

「……視覚効果、なのか……？」

　赤あか染ぞめが腑ふに落ちない顔をしている。

　橘たちばなは、凪なぎの腕から解放され、自分の足で床に降り立ちながら、

「わかっておらんやつにわかっておらんと言って、何が悪い。貴様は凪を勘違いしておるのだ。都合のいいようにしか凪を見れておらんのだ。なぜそれがわからん」

「……」

　火か車しやの体から噴き出す煙が、多くなる。

「おい凪、明らかに煙が出ているだろう。というか、心なしか部屋も暖かくなっている気がするんだが」

「気のせいだ」

「気のせいですよう？」

「……気のせいに、決まってる」

「気のせい……のわけがないと思うんだけど」

　赤染は自信なさそうな顔で首をかしげている。彼女のこのような顔は珍しい。

　そんな会話をする凪らの前で、橘と火車のにらみ合いは室温的な意味でもヒートアップしている。

「子こ狐ぎつね、貴女あなたは、わたくしと凪がどれほど長い時間を過ごし、どれほどの修羅場をくぐってきたか、知らないから、そんな……わたくしが凪のことを知らない、などという戯たわ言ごとが言えるのですわ」

「撤回しろ、妖よう怪かいふりふり女。貴様は凪と過ごしたことなどない」

「……」

　ごうっ、という音がする。

　火車の髪の一部が、炎に変じていた。

「おい凪！　あれはいくらなんでも燃えているだろう！　視覚効果でも気のせいでもないんだけど！」

「それはほら、……気合いだ」

「理解し難いんだけど！　というか人の頭が燃えてるんだぞ！　しかも突然！　お前には危機感とか常識がないのか!?」

「ぬえー、燃えてますかねえ？」

「……よくわからない。藤ふじ紫むらさきには見えない、っぽい」

「……私が間違っているのか……？」

　赤染が明らかに意気消沈している。

　慰めたくも思う凪だったが、ここで迂う闊かつに声をかけたりすると事態がまったく収束しない未来が見えたので、さすがに発言をひかえる。

　赤あか染ぞめを慰める前に、橘たちばなと火か車しやのケンカを止めたいのも、我慢しているのだ。

　なまじ話題が自分のことであるだけに、つつき方がわからないのである。

「……侮辱が過ぎますわよ、子こ狐ぎつね。貴女あなた、何も考えずにわたくしと凪なぎとの過去を否定するなどと……地獄の業火で焼かれたいのですか？」

「私は間違ったことは言っておらん。お前が知る者は『清きよ原はら凪』ではなかろう」

「……」

　橘の言葉の意味を、火車は理解したようだった。

　それでも、炎は消えない。

「……ですが、わたくしが凪のことを理解していない証明には、なりませんわ」

「ほう。ならばどう証明するか、具体的な方策を、示してみるがよい」

「ほ、ほ、ほ……奉仕活動ですわ！」

　火車は、ずびしぃ、と橘を指さす。

「貴女が凪のことを理解していると言うのならば、凪が何を望み何を考えているのか、わかるはずですわ！」

「なるほど」

　橘は腕を組んだ体勢で目を閉じ、しばし考え込んでから、

「面白い、乗った」

「話が変なところに着地した!?」

　せっかく妙な着地をしないように口出しをひかえていた凪の努力は無駄になった。

「その勝負、私が仕切りましょう！」

　ずばーん、とリビングの扉を開けて姑う獲ぶ鳥めが出てくる。

「どこから出てきたんですか!?」

　凪がびっくりした様子で言う。

　姑獲鳥はにっこりした様子で、

「扉からですよ」

「いやそうじゃなくて今までどこに行ってたかっていう話ですよ！」

「私は橘ちゃん陣営のセコンドをやりましょう！」

「……なになに、何の話してるワケ？」

　ひょこっと飛ひの縁えん魔まが、姑獲鳥の背後から顔を出す。

　姑獲鳥は笑顔で振り返り、

「凪さんを懸けて勝負するそうですよ」

「よっし飛縁魔さんやる気出しちゃおっかなー！」

「違う！　色々違う！」

「……というか凪、勉強しないなら、私はもう帰ってもいいか？　……なんだか疲れてるみたいだしな」

「……藤ふじ紫むらさきが送る」

「ああ、悪い……」

　赤あか染ぞめと藤紫のあいだでそんな会話が交わされているのだが、

「ああん、楽しくなってきましたね！」

　とかハッスルする、顔がつやつやになった姑う獲ぶ鳥めの存在感が強すぎて、誰だれも聞いていなかった。

　ちなみに。

　姑獲鳥が今までどこにいたかは、彼女のアウターのポケットから、橘たちばなぐらいの体格の女の子が身に着けたらちょうどよさそうな下着がのぞいているのに気付いた藤紫だけが察していたが、藤紫はことさらその情報を流布することなく、赤染と一緒に凪なぎ宅から帰って行くのだった。
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　かつてない不安、と言えばいいのだろうか。

　とりあえず凪は、姑獲鳥を恨まずにはいられない心境である。しかしここで姑獲鳥に恨みをぶつけても仕方がないことに思い至るあたり、あまりの危機的状況のせいで頭の回転が普段より速くなっているのかもしれない。

　――橘たちが料理をしている。

　というのも、姑獲鳥が『まずは胃袋をつかむべきだと思います』というふうに言って、橘、火か車しや、飛ひの縁えん魔まの三人に料理対決じみたことをさせたからである。

　食べる前から胃が痛い状況である。かと言って食べた後に胃痛がおさまるかと言えばそんなことはきっとない。

　なぜならば、橘、火車、飛縁魔。この三人……

「ええと、鵺ぬえ」

「ぬえー、凪さんともあろうお方が、鵺ごときになんの御用でしょうかねえ」

　座ざ布団ぶとんのうえに熊くまのぬいぐるみみたいな体勢で座って、うきうきした表情をする鵺が言う。いつも通りの卑屈さに見た目のマスコット的愛らしさがくわわって、現状における一服の清涼剤となっている。

「その、聞きづらいんだけど、火車って、料理は……」

「……」

　鵺が笑顔のまま、凪から顔を逸そらした。

　ちりりん、と鈴が鳴り、長いツインテールが空を切って揺れる。そのぐらい高速で顔を逸そらした。

「……まあ、そうだよな。いや、知ってたんだ。あいつが料理をするようなキャラじゃないっていうのは、すごく」

「ぬえっぬえっぬえっ」

「……いいよもう、日本語でのフォローが思いつかないからって、鳴き声だけでフォローしなくっても」

「大丈夫ですよう。いざとなったら鵺ぬえが代わりに食べますよう」

「いや……そんな危険なこと、させられないよ」

「お二人とも、料理が出来上がる前から希望を捨てないでくださいね」

　前向きに可能性を提示する姑う獲ぶ鳥めだが、そもそも凪なぎがここまで悲観的になっているのが彼女のせいなので、それを思うと色々台無しなフォローである。

　しかし凪はそこまで考えずに、

「ありがとうございます……えと、それから、いつも橘たちばながお世話になってるみたいで、すいません」

「いえいえ、謝られるようなことはありませんよ。橘ちゃんはかわいいですからね。私はかわいいものが大好きです。ぬいぐるみ、お人形、ドール……」

　全部人形である。

「……そして何より、子供が大好きですからね」

　そう言う姑獲鳥は、どことなくさびしげな顔をしていた。

　姑獲鳥という妖よう怪かいである彼女には、何か、子供にまつわる悲劇があるのかも知れない。凪は思うが、姑獲鳥が多くを語らないし、それに、自分が踏み込むのは違うと思った。

　だから、

「ありがとうございます、橘をかわいがってくれて」

　そう、お礼を言うだけにとどめた。

「そう言っていただけると嬉うれしいですね。……楽しみにしててくださいね、三人の料理。きっと、後悔はさせませんから」

「……そう言えば、三人がキッチンに入る前に俺おれ、追い出されましたけど、何してたんですか？」

「うふふふ……」

　姑獲鳥が笑う。

　その笑いが次第にトーンアップしていって、だんだん怖くなってくる。

　なので凪は話題を変えることにした。

「そ、そう言えば、飛ひの縁えん魔まさんは料理どうなんですか!?」

「うふふふふふふふふふ！　……ああ、飛縁魔ちゃんは、そうですねぇ……目玉焼きを作ろうとして、やむなく卵焼きになるような子です」

「どうしよう、料理の腕が何も伝わってこない」

「いえ、卵をうまく割れず、黄身を崩してしまうのですよ」

「ああ……」

　うまくはないらしいが、上手でもないらしい。

「でも、なんか、三人の中だと一番安心できますね、そのエピソード」

「ぬえー。そうですねえ。ところで凪なぎさん、鵺ぬえごときの質問なので答える必要がないと思ったら答えていただかなくても大丈夫なのですが、橘たちばなさんはどうなんですか？」

「……」

　凪が暗い目をして、床を見る。

　言葉はない。それがすべてだった。

「ぬ、ぬえー！」

「いいんだ、鳴き声で励ましてくれなくても大丈夫だ……」

　がっくりする凪と、その凪を励ます言葉が思いつかなかったのだろう、鳴き声で励ます鵺。その二人を見て、姑う獲ぶ鳥めは微笑ほほえましそうに笑いながら、「首輪とはいいセンスですね」とつぶやいていた。たぶん姑獲鳥にとって、凪のことは割とどうでもいい。

　などなどやっていると、キッチンから管くだ狐ぎつねが飛んで来て、凪たちが囲んでいるテーブルの上に着地した。

　その手に持っている半紙には、こんな文字が浮かび上がっている。

『できました』

「……そうか。できたのか」

　凪の声はまるで、禁じ手レベルの大量破壊兵器の完成を聞いた軍司令官のようだった。

『はこんできます』

　管狐の持っている半紙に、新たな文字が浮かび上がる。

「ん？　橘たちは運んでこないのか？」

『……』

　三点リーダまで浮かび上がるとは、芸の細かい管狐である。

「うふふふふふ、いえね、橘ちゃんたちには、勝者が決まるまで台所で隠れているように言ってあるんですよ」

　姑獲鳥が笑顔で言う。その笑顔にはどこも怖いところはないのだが、なぜだろう、凪の第六感はあんまり嬉うれしくない未来を想像していた。

「ちなみに、どれが誰だれの料理かは秘密ですので、作り手ではなく味で判断してくださいね」

　姑獲鳥の言葉と同時に、いつの間にか台所に戻っていた管狐が、一生懸命に料理を運んでくる。

　最初に出て来たのは、何の変哲もない卵焼きだった。

『どうぞ』

「……まあ、そうだよな。うちにある材料でそんな変なものは作れないよな」

　安あん堵どする凪なぎ。そして管くだ狐ぎつねから箸はしを受け取り、卵焼きを一口、食べる。

「うん、普通。おいしい」

　その美お味いしさはきっと、味付けの妙ではなく、安堵ゆえだろう。

　凪の言葉で安全を確認した鵺ぬえと姑う獲ぶ鳥めも、卵焼きを口に運ぶ。

　かくして一皿目は何の問題もなく消費され、管狐は皿を持って台所に戻り、次なる皿を持ってきた。

　また卵焼きだった。

「大人気だな、卵焼き」

　口に運ぶ。焦げてはいるが、まずくはない。

「ちなみにですが、最初のは誰だれが作ったとお思いですか？」

　姑獲鳥が唐突に聞いてくる。

「いや、全部そろうまでわからないけど……」

　ただ、なんとなくだが。

『無難なものを無難に仕上げる』なんていう難易度の高いこと、飛ひの縁えん魔ま以外にできそうなメンバーがいないように思えた。

　そんなふうに平らげて三皿目が運ばれてくる。

　その皿の上には紙が乗っており、やけに流麗な筆文字でこんなことが書かれていた。

『たまごが切れた』

「卵焼きしばりだったの!?」

　思わず主催者である姑獲鳥に確認する凪である。

　姑獲鳥はやや困った顔をして笑い、

「いえ、そんなことはないはずですが。……まあ、難易度低いですからね」

「意外と堅実派が多くて、俺おれとしては嬉うれしいけど……どうするんだこれ、甲乙つけなくても大丈夫ってことか？」

　凪の目に希望の光が宿る。

　やはり、人に料理を作らせておいて比較するなど、何か申し訳ない。

「料理では勝負がつきませんね。では管狐さん、三人を呼んで来てください」

『べつにあんたのために呼んでくるわけじゃないんだからね』

　管狐がやけにツンデレなセリフを半紙に浮かび上がらせて、台所に去っていく。

　姑獲鳥は管狐の主人ではないので『おまえに従ったわけではない』という管狐なりの意思表示なのだろうが、もう少し言いようはなかったものかと凪は悩まずにはいられない。

　ほどなくしてどやどやと騒ぐ声が聞こえてくる。

「貴様らのせいで卵が途中で切れたであろうが！　なぜ他ほかの物を作らんのだ！」

「し、仕方ありませんでしょう!?　料理などしたことありませんもの！　見よう見まねで同じ物を作るしかなかったんですもの！」

「つうか、冷静に考えたら、あたし、姑う獲ぶ鳥めに騙だまされてね？」

　どやどやどやどや、騒ぎながら。

　そして時折くしゃみをしながら。

　三人は、自身の肩を抱きながら、寒そうにキッチンから出てきた。

　それは寒いだろう。何せ――



　――三人とも、裸エプロン姿である。



「あんたのせいか！」

　凪なぎが一瞬で下げ手しゆ人にんを看破した。裸同然の格好の三人から目を逸そらしつつ下手人である姑獲鳥の方を見るという、無駄のない動作であった。

　姑獲鳥は「うふふふふ」とあくまで穏やかに笑って、

「後悔、しなかったでしょう？」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんて格好させるんだあんたは！　っていうか橘たちばな！　火か車しや！　飛ひの縁えん魔まさんも！　何の疑問もなくそんな格好をしたのか!?」

　呼びかけておきながら、凪なぎは橘たちの方を見ない。

「馬ば鹿か者もの！　凪、おまえは私が人に言われた程度で易やす々やすと裸同然の格好をする女と思ってか！　いくら凪とは言えその侮辱は許さんぞ！　後悔させてやる！　主に布団ふとんの中でな！」

「何をする気だよ!?」

　あと、易々と裸同然の格好をすでにしている橘が言っても、説得力はそれほどない。

「私は嫌だと言ったのだ。寒いしのう。けれどどこぞの口だけ妖よう怪かいが話にまんまと乗るものだから、そやつの醜い格好で凪の目が汚染されてもいいよう、私も泣く泣くこのような格好をする羽目に……」

「……火車は？」

「わたくしとて、こんな格好はしたくなかったのです。けれど、どこぞの羞しゆう恥ち心しんの未いまだ芽生えていない幼い幼い子こ狐ぎつねが裸になるそうなので、凪をこれ以上童女趣味にしないように、わたくしもひと肌脱ぐことに……」

「つまりだな凪！　悪いのはすべてこの口だけ妖怪なのだ！」

　ずばーん、と橘が飛縁魔を指さすが、残念ながら凪はそちらを見ていない。橘たちから視線を逸そらして、床ばかり見ている。

「いや、っつうかなんであたしのせいになる流れになってんの!?　意味わかんないんですけど！　誰だれかのせいってんなら、姑う獲ぶ鳥めが一番悪いんじゃね!?」

「つまり飛縁魔ちゃんは、私にも服を脱げと」

「言ってねーし！」

「ああ、なんかもう……私、このまま死ぬんじゃないでしょうか。こんなに幸せでいいのでしょうか……？」

　この中で間違いなく一番得をしているのは姑獲鳥のようだった。

「というか凪、どうなのだ。私とふりふり女と、どちらの勝ちだ」

「いや、っていうか、一人、紙しか出てこなかったし……」

「ならば次の勝負だ！」

「その前に服を着てくれ！」

「おまえが私の勝ちを宣言するまで、私は服を着ない！」

「じゃあもうおまえの勝ちでいいから！」

「凪、そういうのはよろしくありませんわよ」

　ずずい、と火車が凪に接近し、膝ひざをついて凪のあごを持ち、自分の方を向かせた。

　至近距離に火車の顔が来たため、凪は照れて目を逸らそうとしたが、逸らした先が裸エプロンなので視線は顔に戻る。

　火か車しやは、顔を真まっ赤かにして、頭から煙を噴き出していた。

「言っておやりなさい、あの子こ狐ぎつねに」

　そう言って火車が橘たちばなを指さすものだから、凪なぎはついそちらを見てしまう。

　引きずるほど長い金髪を体にからめて寒さをしのいでいる、犯罪的に平へい坦たんな体つきの裸エプロンがいた。

　なので凪は慌てて、意外と豊満な体つきの裸エプロンの深紅の髪に視線を固定する。

「わたくしと貴方あなたが過ごした時間は、重い、と。……あんな子狐が軽々しく否定できるほど軽くはないのだと、言っておやりなさい」

　シチュエーションに反して、その問いかけには重い意味が詰まっているように、凪には思えた。

　だから、目を閉じて、言葉を整理してから、

「……軽くは、ない。けど……さっき橘が言ったことも、正しい。おまえと過ごしたのは、『九きゆう尾びの狐』であって、『清きよ原はら凪』じゃない。……確かに『清原凪』は死んで、『九尾の狐』がこの体に乗り移ってる、って形だけど、それでも……この体で成長して、『清原凪』の遺のこした『気持ち』をもらった俺おれは、もう、昔の俺とは、違う」

　そう、思いたい。……凪は、最後にその言葉を心の中で付け加えた。

　出自がどうであろうが、人間でいたい気持ちは変わらないから。

　清原凪として生きて、清原凪としてかかわった人たちを、悲しませたくないから。

「俺はもう、人間なんだ」

「……納得いきませんわ」

　しゅうしゅうと、火車の深紅の髪から、むき出しになった青白い肩から、白煙が立ち上り……そして、全身から、炎が噴き出し始める。

「……子狐、もうひと勝負ですわ！」

「いや、その前に服を着ろ！」

「子狐が着ないのに、わたくしが着衣に逃げるわけにはいきませんわ！」

「あーもう、どうすりゃいいんだよ俺は！」

　嘘うそはつきたくない。

　火車を大事に思っているのも本当だ。

　なんとか人間の範はん疇ちゆうで、火車に何かしてやれないものだろうか、と凪は悩む。

「ならば、約束してくださいまし」

「どんなだよ」

「……わたくしと過ごした過去を、否定しないと。……わたくしとの過去が軽んじられたのであれば、怒ってくださると、そう言ってくださいまし。それで、今日のところは子狐に勝ちをゆずりますわ」

　火か車しやの言葉の真剣さだけは、凪なぎにも理解できた。

　だから、約束をする。

　清きよ原はら凪は、迂う闊かつで中途半端だけれど、約束は、守るのだ。

「……否定なんてしない。俺おれは、ちゃんと、おまえと過ごしたことも覚えてる」

「ならば、良いですわ。……わたくしのこと、大事にしてくださいますのよね」

「わかった」

「ありがとう、凪。……鵺ぬえ、そういうことですから、今日からこの家で暮らしますわよ」

「ぬえー」

「はぁっ!?　なんでそうなるんだよ!?」

「子こ狐ぎつねだけを貴方あなたの傍に置いておきましたら、貴方がますます童女趣味になってしまいますもの。そんなことはさせませんわ。それに、今の約束でわかったのです。貴方は確かに人間みたいなことを言ったり、童女好きになっていたりと表面的にはかなり変化していますが」

「だから童女好きってなんだよ!?　なんで決めつけるんだ！」

「それでも、内面はきっと、わたくしのよく知る『九きゆう尾び』だと。……信じることにしましたの」

「ぬえー」

　橘たちばなより幼女体形の鵺が、火車に賛同するように鳴いた。

「ふん。まあ、けっきょく凪のことを一番理解しているのは私だからの。そこをわきまえ、敗者としての自覚をもつのであれば、許可してやらんこともない」

「子狐、貴女あなたはわたくしに『勝ちをゆずられた』だけですのよ？」

　そう言いながら、火車が立ちあがって橘の方に歩いて行く。

　――尻が丸見えである。

「ぶっ!?」

　思わず噴き出す凪。

　その声に、火車も自分が凪に何を見せつけているか気付いたようで、凪の方を振り返って改めて凪の頭が自分の尻の高さにあるのを確認。それから顔を真まっ赤かにして、体や頭から白煙を噴き出し、

「いやああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　叫んで、ひときわ強く燃え上がった。

　そして火車の体温が急上昇したせいか、それとも咄とつ嗟さに攻撃してしまっただけか、火車が凪に差し向けた右手が炎となり、爆はぜる。

　間近で爆発を受けた凪は、壁に叩たたきつけられて、ぐったりと気を失ってしまった。

「っつうか、あたし、一人だけ蚊か帳やの外じゃね？」

　飛ひの縁えん魔まが無念そうに言う。

　けれど、発言と同時に橘たちばながくしゃみをしたせいで、気を失ってしまった凪なぎにはおろか、意識がある他ほかのメンバーにもその声は届くことはなく。

　この勝負、結果として、

「ああもう、みんなかわいい……お持ち帰りしたい……」

　ヘブン状態で裸エプロン姿の少女たちをながめる姑う獲ぶ鳥めの、一人勝ちである。
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　その夜、火か車しやと鵺ぬえは、凪の通っている高校の生徒会室にいた。

　もとより火車にしてみれば、一度はあいさつに行かねばならない場所であった。しかし火車自身、『凪が通っているだけ』の学校にあいさつする義理を感じていなかったし、そんなことをするより早く、凪と一緒に地獄に帰るものだと考えていた。

　だから、今日、あいさつに来たのには、それなりの理由がある。

「凪のことですわ」

　生徒会室の出口付近で、腕を組み壁に寄り掛かって、火車は切り出す。

　その深紅の瞳ひとみの先には、生徒会長がいた。

　こんな夜だと言うのに、律儀に制服に身を包んだ、見た目は普通の高校生男子である。

「『凪のこと』、それはわからんな。君らより私が九きゆう尾びの狐きつねに詳しい道理はない」

「ですから、九尾の狐ではなく、清きよ原はら凪のことを聞くために、わざわざ足を運んだのですわ。……わたくしの言葉を邪魔しないでくださらないかしら？」

　火車は不機嫌そうに生徒会長をにらみつける。

　生徒会長は円卓に座ったまま、微動だにせずに火車を見ている。

「まあまあ、火車さん」

　火車と生徒会長のあいだにおりる重苦しい沈黙を破ったのは、生徒会長のかたわらに立つ、和泉いずみ恋れんだった。

「それで凪くんの何を聞きたいのかな？」

「……そこにいる鵺や、他の者にも聞きましたが」

「ぬえ？」

　突然自分の名前が出たせいか、火車の背後にいた鵺が、首をかしげる。

　ちりん、と鈴が鳴った。

　火車は一瞬だけ鵺を見て、笑って、それからまた表情を厳しくして、生徒会長の方を見て、

「……凪が何を考えているか、わかりませんのよ。地獄にいたころの凪は、先のことを考え、多くを語らず、冷静で、完かん璧ぺきでした。そのころの凪なぎの考えだって、わたくしにはわかったとは言いがたいのですが……それ以上に、今の凪の考えが、わからないのです。笑ったり、困ったり、将来などと言いだしたり……利のない関係を人間なんかと構築したりして……貴方あなたがたは何かつかんではおりませんの？　凪が何を目的として、どんな行動をしているのか、どんなささいな情報でもかまいませんわ。何か……」

　それは、すがるような声だった。

　地獄の魔王にまでなった妖よう怪かいが、ひとにらみで殺せてしまえそうな人間に対して向ける声とは、とても思えない。

　けれど生徒会長はゆるがない。

　同情もしなければ、妥協もしないし、動揺もしない。

「『ささいな情報でもかまいません』……残念ながら、九きゆう尾びの狐きつねに関してはこちらが聞きたいぐらいでね。我々はあの妖怪について何一つつかんでいない。我々はあくまでも、九尾の狐が偶然この高校に来て、ここで九尾の狐であると発覚したから、とどめ置いているだけにすぎない。そもそも九尾の狐に何か目的があったとしても、その目的を探るような能力は、我々にはない」

「……役に立ちませんのね」

「持っている情報は君と変わらんだろうな」

　感情の起伏というものがうかがえない声で言い放たれたその言葉は、ともすれば、生徒会長なりの皮肉だったのかもしれない。

　しかし、火か車しやは反応せず、

「何か、絶対に何か目的があるはずなのですわ。そうでなければ……あんな約束はしませんもの。凪はまだ、何もなく、ただ流されるまま地獄にいるだけだったわたくしに価値をあたえてくれた、九尾の狐のままのはず、ですもの……」

　髪から白煙を立ち上らせ、顎あごに手を当てて、考え込んでいた。

　ちゃり、と手首に着けた、光をまったく反射しない、黒のブレスレットが揺れる。

「……火車、手首に着けているそれはなんだ」

　生徒会長が、さきほどまでピクリとも動かなかった眉まゆを、わずかにひそめる。

　火車は「ああ、これ……」とどうでもよさそうな態度で、

「地上に出る時に、鬼に着けられた封印ですわ。……わたくしがその気になれば地上が焦土になりますからね。人間を守る立場として、わたくしを地上に出す以上、わたくしの力を封じる必要があったのでしょう」

「『力を封じる』、にしても随分と強烈な物を用いたな」

「……そのようですわね。ま、そう長い付き合いにもなりませんわ。凪はおそらく近いうちに、わたくしと地獄に帰りますもの」

「……どういうこと？」

　和泉いずみが、おどろいたように問いかける。

　火か車しやは微笑を浮かべ、

「凪なぎは約束してくれましたもの。わたくしと過ごした過去を否定しない、と。わたくしを大事にする、と。……何か目的を達成したら、昔の通り、わたくしと地獄で過ごしてくれるのでしょう」

「……それ、おかしくない？」

「何が言いたいのですか？」

　言いよどむ和泉を、火車が深紅の瞳ひとみでにらむ。

　和泉はうつむいて、少しだけ考え、

「凪くんが地獄に帰りたがるっていうのは、ちょっと、今までの凪くんの行動を見るかぎり考えられないかなー、って思ってさ。……あたしも、そこまで深く凪くんのことわかってる自信はないけど、たぶん、誰だれに聞いてもそう思うぐらい、凪くんは『人間であること』にこだわってるよ」

「……そんなもの」

　他者をあざむくための方便に決まっている、と火車は一笑に付すつもりだったのだが。

　――そこで、自身の中にある、『不安』に気付いた。

　凪……九きゆう尾びの狐きつねの目的がわからないことなど、これまで何度もあった。しかし目的のわからない行動も、必ず火車たちの有利になるような結果を出していた。

　火車にできることは、凪の『目的』の邪魔にならぬように気をつけること。

　それだけで、勝利も、幸福も、約束されていたのに――

　もしも凪が『他者をあざむくための方便』として、『人間でありたい』と周囲に触れまわっているとしたら。

　今、自分がしていることは、凪の目的の邪魔なのではないか、と。

　そこまでわかりながら、なぜ自分は『凪の目的の邪魔』をするのか？

　それは、――不安だから、誰かに肯定してほしいのだ。

『九尾の狐は目的があって人間のふりをしているにすぎない』

『地上で何かをやらかして地獄に帰るに違いない』

　そのように、自分の中で結論しただけでは安心できないから、誰かに、肯定されたいのだと、火車は気付いた。

「……そんな、もの」

　言葉が続かなくなる。

　口もとで不敵な笑みを作ろうとするけれど、うまく動かなくていびつな笑顔になる。

　相手の目をにらみすえて、自分の思いを肯定させようかとも思うけれど、ただの人間の顔を、ただの従者の顔を、しっかり見るのが、怖い。

　――体温が上がっていく。

　頭は混乱しているが、心は昂たかぶっているらしい。恐怖と緊張、それから不安で、昂って、白煙が出て、発火して――

「ねえさま」

　――鵺ぬえの声と、手を握られる感触と、それから肉を焼いてしまう感覚で、正気に戻る。

「ぬ、鵺、ごめんなさい」

　火か車しやは、自分の手を握ることによってやけどを負ってしまった、鵺の小さな手を、慎重に体温を落としてから、両手で包みこんだ。

　鵺は、いつもどおり、八重歯をのぞかせて無邪気に笑っている。

「大丈夫ですよう。鵺ごとき醜い生き物を心配してくださるなんて、ねえさまは優しいですねえ」

「……わたくしの従者ですもの。心配するのは当然ですわ」

「それで、もう私への話はないと思ってかまわんかな？」

　ややいら立つような、生徒会長の声が聞こえた。

　火車は深紅の瞳ひとみで、生徒会長を一いち瞥べつする。

　――鵺の手を握ってると、恐怖を忘れることができた。

　だから火車は、体温を下げた手で、優しく、鵺の手を握ったまま、

「ええ、結構ですわよ。御苦労さま、わたくしのために。……そろそろ帰らせていただきますわ。ごきげんよう」

　そう言って、生徒会長や和泉いずみに気け取どられない範囲で、足早に生徒会室を出て行く。

「二度と会わないことを願っている。九きゆう尾びともどもな」

　背中にかけられた声を無視して火車は生徒会室を出て、がらり、とドアを閉め――鵺の小さな体を、抱きしめた。

「ねえさま？」

「……ねえ、鵺、凪なぎはわたくしと一緒に地獄に帰ってくれますわよね？　わたくしが地獄で凪と過ごした時間は、失われたりしませんわよね？」

「ぬえー……鵺にはむずかしいことは、よくわかんないですよう。鵺はばかですからねえ」

「ああ、そうでしたわね……」

　鵺の頭を撫なでて、抱きしめて、それから、火車は思った。

　自分の傍には鵺がいる。だから、自分にはまだ価値がある。――九尾が地獄から消えた原因は、自分に価値がなくなったからではないと。

　だから九尾は自分を見捨てたわけではないんだと、自身に言い聞かせるように、思った。
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　結論から言って、宿題が終わる気配などまったくなかった。

　そもそもまだ終業式から三日と経っていないのだから宿題を終わらせる必要がないと言われればそれまでの話なのだが、ここで橘たちばなの負けず嫌いな性格が災いした。

　もう昨日の話である。集団裸エプロンのインパクトで忘れそうではあるが、昨日は宿題をやるという名目で集まっていた。けっきょく凪なぎは最後に気絶して、気付いた時には招いたみんなはすでに帰っており、いっしょに暮らすと宣言したはずの火か車しやと鵺ぬえもどこかに行ってしまっていたようなのだが、凪の気絶中に、橘と飛ひの縁えん魔まのあいだでこんなやりとりがあったらしい。



「橘アンタ、どんぐらい進んだ？」

「半分ほどだが」

　ちなみに、橘は姑う獲ぶ鳥めの宿題を写していただけなので自分の力で問題を解いていたわけではないのだが、態度だけはむやみに誇らしげである。

　ともあれそんな橘に、飛縁魔は余裕の笑みを浮かべて言った。

「あたし、もう終わった」

　その時、橘に電流走る。

「貴様……馬ば鹿かではなかったのか……!?」

「はぁ？　この飛縁魔様をなめてんじゃねーよ。終わったっつーの。こんだけやったら余裕で終わるっつーの」

「見せてみろ」

「ヤダし。アンタさぁ、見たのそのまま写すじゃん。そういうの意味わかんないんですけど。つーかそれ、ズルくね？　凪くん起きたら聞いてみ、宿題丸写しどう思うかって」



　飛縁魔がそんなことを言うものだから、橘は意識を取り戻したばかりでまだ混乱している凪なぎに向けて、質問した。

「凪、宿題丸写しをどう思う？」

「よくないと思うけど……」

　凪なぎの答えは至極まともであるが、橘たちばなにはいたく衝撃的な回答だったらしい。

　橘は「そうか」とつぶやくと、おもむろに昼に取り組んでいた数学のワークを開き、書いてあった式と答えをゴシゴシと消し始めた。

「おい、なにやってんだ橘!?」

「凪、今日中に私の力で、この問題集を終わらせる」

「それはいいことだけど……別に、今日中である必要はないだろ？」

「飛ひの縁えん魔まに出来て私に出来ないはずはない！」

「いや……」

「大丈夫だ凪、おまえが私に教えればそれですべて解決する」

「おまえ二年生！　俺おれ一年生！」

「凪、やりきるまで眠らんぞ！」

「俺の話を聞いて！」

　――ということがあり。

　凪は、橘が宿題分の数学のワークを終わらせるまで、なぜか上級生であるはずの橘に家庭教師をすることになった。

　しかし高校一年生の学力と、前々から学力に不安があったものの、このたびついに九九すらあやしいことが判明した橘の学力は、二つ合わせても高校二年生の数学のワークにまったく通用しなかった。

　それでも凪が知らない公式を橘の教科書で調べたり、知らない公式を知るために知っておかねばならない公式をさらに橘の教科書で調べたり、管くだ狐ぎつねが二人にお茶をふるまったり、頑張る凪の横で橘がワークの隅に謎なぞの生き物を描いて「見よ、かまいたちを起こすいたちを描いてみたのだが」とかやっているうちに、遅々とした歩みではあるが、宿題が片付き始める。

　それでも４ページごとに新しい公式が必要となるので、凪の苦労と橘の退屈が半端ではなく、10ページも進めるころには二人はともにグロッキー状態、時間はいつしか夜の一時で、管狐はちゃぶ台の脚のあたりでまるまって寝息を立てていた。

「凪……私はもう駄目だ……」

「あきらめるな……」

　雪山で遭難したのかあんたら、と言いたくなるような雰囲気で見つめあう二人。

「私が倒れたら、あとは頼む……」

「自分の力でやるんじゃなかったのかよ!?」

「もう駄目だ……ああ、凪、最後になったが、今までありがとう。私は……少しだけ、勉強のこと……好きになれそう、も……ない……」

　くたっ、と橘がちゃぶ台の上に倒れ伏す。

「たちばなーっ！」

　凪なぎの慟どう哭こくがこだました。

　そこに、ガチャリ、と玄関が開いたらしい音が聞こえ、次いで足音が二人分、一人はゆったりと、一人はちょこまかと、リビングに近付いて来る。

　その足音の主は、

「火か車しやと鵺ぬえ……おかえり」

　凪は疲れ果てた顔で笑いながら、二人を出迎える。

　立ちあがって背後を見る体力的余裕はなかった。

　火車は深紅の瞳ひとみで凪を見て、

「……凪、わたくし、疲れましたの。どこで眠ればよろしいですかしら？」

「ああ、その……書斎を貸すつもりだけど。あ、ちょっと待ってくれないか、風ふ呂ろとか、布団ふとんとか」

「凪さんはご心配しなくてもだいじょうぶですよう。そのへんのことは、ぜーんぶ鵺がやりますからねえ」

　八重歯をのぞかせ無邪気に鵺が笑い、

「それからこれ、お返ししておきますねえ」

　と、凪に何かを投げてよこす。



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎが反射的に受け取って、なんだろうと見れば、それは家のカギだった。

「あ、そうか、そうだよな。橘たちばなから借りたのか？」

「ぬえー、勝手に拝借したんですよう」

「……まあ、俺おれは気絶してたし、仕方ないよな」

　言いながら、凪は脳裏に浮かび上がっている、気絶直前の映像――具体的には火か車しやの尻を、頭を振って追い散らし、

「でも、お客さんにやらすのも悪いし」

「かまいませんわ。鵺ぬえは従者ですもの。……ねえ、凪」

　火車は、どことなくうつろな瞳ひとみで凪を見る。

　もとの青白い肌もあいまって、まるでその目は、死者のように冷たい。

　凪は、火車のその様子がやけに気になって、

「火車、どうしたんだ？」

　声に、不安な心情がにじむ。

　火車は凪の声を受けて、表情をますます死人のように感情のないものにして、

「ああ、凪……わたくしのことを心配するのですね、貴方あなたは」

「そりゃ、そうだろ。……おまえのこと大事にするって言わなかったか？」

「大事にする、ですか……昔の貴方は、わたくしを心配なんてしなかったのに。わたくしに役割をあたえて、わたくしの価値をひきだして……そのくせ、わたくしをかえりみなくて。だからわたくしは、貴方の期待にそむかぬよう、懸命でしたのに……」

　火車の様子がおかしい。

　けれど、おかしい原因がわからない。

　だから凪は、今の凪にできる精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込めて、

「昔の九きゆう尾びがどうでも、今の俺は、ちゃんと、大事にするつもりだ。……九尾の狐きつねには、感情らしい感情がなかった。でも、今の俺にはきちんと、心があるから」

「そうですわね」

火車は力なく笑って、

「貴方は冷酷で、冷静で、怜れい悧りで――完かん璧ぺきで。判断に間違いはなく、行動に失敗はなく、こちらから見て無駄に見えることでも、そのすべてに意味がある。凪は、そういう者だったはずですわ」

「どうしたんだよ、火車」

　明らかにおかしい。

　しかし、火車は首を振るだけで様子がおかしい原因について凪に何も言わぬまま、

「疲れましたわ。鵺、床の用意を」

　たんたんたん、と疲れた足音を立てながら、ゆっくりと、火車はリビングのドアの前から消えてしまう。

「ぬえー」

「おい火か車しや！　……鵺ぬえ、火車に何があったんだ？」

「なんにもありませんよう」

　鵺も、無邪気に八重歯をのぞかせて笑い、首についた鈴を鳴らしながら、たったった、と火車のあとに続いた。

「……どうしたんだろう、あいつ」

　凪なぎがつぶやくが、その声は誰だれにも届かず。

　橘たちばなのために二年生の教科書を読む気にもならず、火車たちのことを考えていたら、いつの間にか、凪も寝入っていた。
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　目が覚めたら、昼時だった。

　凪は目が覚めてから、くしゃみをする。けっきょくリビングで眠ってしまった。これは風邪でもひいただろうかと少しだけ不安になるも、だるさなどはなくてほっとする。

　立ちあがると、ぱさり、と音を立てて何かが落ちた。それは毛布で、どうにも凪が寝ているあいだに、誰かがかけてくれたらしい。

　未いまだ寝息を立てる橘と、橘に抱きしめられてうなされている管くだ狐ぎつねがやってくれたわけではないだろう。そうなると火車か鵺だな、と凪は判断して、とりあえずお礼を言おうと思った。

　その前に――昨日、様子がおかしかったことについて、聞きたい気持ちはあったけれど。

　それでも、火車は事情を聞かれたくないふうだったし、鵺にもはぐらかされた。ならば自分はどうするべきか……凪はそう考え、わりと早く結論にたどりついた。『清きよ原はら凪』にできることなど多くはないのである。

　とりあえず、昼食を作ることにした。

　昨日裸エプロン事件前まで、ぼんやり『明日はオムライスでも作るかな』と考えていたのだが、卵焼きの異常な人気のせいで冷蔵庫には卵がなく、さらに買い足しに行くこともできていない。最寄りのコンビニまで徒歩で五分。買いに行けない距離ではないが、自分がいないあいだに火車と鵺がどこかに行ってもいやだな、と思ったのでやめた。

　冷蔵庫の中には玉ねぎニンジンピーマン、鶏肉、それから冷凍したご飯が入っている。完全にオムライスを作るしかない材料だが、どうにか他ほかのメニューを作れないかと戸棚をあさる。パスタを発見したので、昼食がオムライスからナポリタンに変更になった。

　パスタを茹ゆでるためのお湯を準備しながら、凪は少し考える。

　九きゆう尾びの狐きつねをよく知る火か車しやに、今の自分はどのように見えているのか。

　考えても、わからない。……確かに、今の凪なぎは『九尾の狐が清きよ原はら凪の肉体に憑ひよう依いしている』という状態だが、『清原凪』の知識や心が、それからこの体に入ってから過ごし、人間として成長してきた記憶が、今の凪を『清原凪』はおろか『九尾の狐』とも別な生き物にしているのだ。

　だから、わからない。

　当時の九尾が、どんなつもりで火車といっしょにいたのか。

　思想や目的ではなく、心情が、わからないのだ。

　悩んでいるうちにお湯が沸いて、凪はパスタを投入する。

　そしてくっつかないように混ぜて、ひと段落してから橘たちばなと管くだ狐ぎつねを起こす。

　台所を管狐にいったん任せ、書斎――火車と鵺ぬえが眠っているであろう部屋の扉を、ノックする。

「よろしくてよ」

　火車の声で許可が出たので、部屋に踏み込む。

　すでに起きて、深紅のロリータファッションに着替えている火車と、その火車の膝ひざ枕まくらで横になっている、制服姿の鵺がいた。

「あら、凪、どうしましたの？」

　きょとんとした顔で、火車は首をかしげる。

　その様子を見る限りだと、昨日の、死人のような無表情は、嘘うそのようだ。

　縦に巻かれた深紅の髪に、猫のような形の深紅の瞳ひとみ。肌は病的なまでに青白いが、表情から気の強さや自信が伝わってくるおかげで、大人おとなしそうな印象はない。――いつも通りの、少なくとも清原凪と出会った当初の、火車の顔である。

　もしも聞けそうであれば、昨日、火車の様子がおかしかった原因についてたずねたかった凪だが、これだけいつも通りの様子だと、逆にたずねることをためらう。

「……ええと、昼飯作ってるから、そろそろ起きてもらおうと思ったんだが」

「わたくしに限って、昼まで寝ているなどということはありえませんわ」

「鵺もお日さまより早起きですよう」

　火車の膝の上にあおむけに頭を乗せたまま、凪を見上げて鵺が言う。

「それは早いな……」

　というか帰宅が深夜一時ごろだった気がするのだが、鵺の睡眠時間はどうなっているのだろうか。地味に気になる。

「昼食、ですか」

「ああ、早くに起きてたなら悪いことしたな……起こしてくれてもよかったんだけど」

「子供の相手は疲れますものね。かまいませんわよ」

「あ、毛布かけてくれたのって……」

「鵺ぬえが、ねえさまのご命令でかけさせていただいたんですよう」

「ああ、そうなのか。ありがとう」

「ぬえぬえ」

　よくわからない鳴き声をあげる鵺。

　火か車しやが、その頭を撫なでている。

　かちゃかちゃ、腕に着けたブレスレットが音を立てる。

「そういうわけだから、もうちょっとでできるよ、昼飯」

「わかりましたわ。すぐに参ります」

「鵺もすぐさま参りますよう」

「ははは……鵺、いっぱい食べるみたいだから、けっこうな量のパスタ茹ゆでといたよ」

「申し訳ありませんねえ、鵺ごときのために……凪なぎさんにはもちろん、鵺なんかに食べられるパスタにも申し訳ありませんよう」

「俺おれにだけじゃなく、ついにパスタにまで遠慮するのか……」

　ともあれ、火車たちもあとで来るらしい。

　凪は「じゃあな」と火車たちの部屋をあとにして、キッチンへ。

　そこでは、

「管くだ狐ぎつね！　私の命令に従えんと言うのか！」

「ぴー！　ぴー！」

　管狐が鳴いている。

　よほどの事態なのだろう。

「どうしたんだ管狐」

「凪！　なぜ私ではなく管狐に事情をたずねるのだ!?」

　橘たちばながショックを受けていた。

　管狐は困った顔で半紙を凪に示して、

『砂糖をひと山入れようとしていらした』

「よし橘、リビングで待ってろ」

　管狐超グッジョブである。

「なぜだ凪！　私は夜な夜な舐なめているから知っているが、砂糖は甘いのだぞ!?」

「俺は甘いものを作ってるんじゃない！　スパゲティナポリタンを作ってるんだ！」

　夜な夜な舐めている発言に『妖よう怪かいか！』とつっこみそうになる凪だったが、こらえた。なぜなら『そうだ！』と返されそうだから。

　というようなこともあったが、管狐の働きにより、無事に大皿山盛りナポリタンができあがる。

　狭いちゃぶ台に運んで、取り皿を用意して火か車しやと鵺ぬえを待つ。

　ほどなく二人が来て、管くだ狐ぎつねが飲み物を運んでくる。

　隠し味を防止されて残念そうにしている橘たちばなを励まして、それから、『いただきます』だ。

　パスタのとりわけは管狐の仕事である。空中でくるくる回りながら、トングで全員分をとりわけていく。やっと終わって一息ついて、自分も食事しようとする管狐だが、鵺の食事スピードが尋常ではないためになかなか休む暇がない。

「管狐、もういいぞ、ほら」

　凪なぎが笑いながら、管狐の給仕の任を解き、あらかじめ分けておいたパスタを与える。

　そうして全員の食事がひと段落したところで、

「なあ、火車……なんか困ったことあったら、言ってほしいんだ」

「……」

　凪に言葉をかけられた瞬間、火車の動きが、表情が、一切停止した。

　そのように凪には見えたのだが、どうやら見間違いだったらしい。気付いた時にはすでに火車は、穏やかに微笑ほほえんでいて、

「何もありませんわ」

「……そう、なのか？」

「ええ。何やらご心配をおかけしたようですが、大丈夫ですわ。ええと……実は、わたくしが地上に出る際に代理で地獄を任せている者から伝令が来たらしく、貴方あなたが通っている高校までその伝令の話を聞きに行ったのですが、よく考えたら大したことのない伝令でしたの」

「……地獄は今、どうなってるんだ？」

「見たらわかりますわよ」

　それ以上は言わず、火車は微笑を浮かべて紅茶を口にふくむ。

「もったいぶるでない、ふりふり女」

　橘が、かみついた。

「凪は地獄に帰らんのだ。『見ればわかる』などと、見れるわけがなかろうに」

「……ああ、そうでしたわね」

　火車の口調はどこかわざとらしい。

「凪は地上に残る、これが凪の意思で……凪は、人間になる。これが、凪の目的、そうでしたわね」

「ああ、そうだけど……」

　はっきり言われると、凪はとまどってしまう。なぜならば、火車はつい最近まで、『何か目的がある』『何か考えがある』などと考えて、凪の『人間になりたい』という思いを嘘うそだと思い込んでいたはずなのだ。

　どういう心境の変化なのだろう、と凪なぎは首をかしげる。

　すると火か車しやは紅茶を置き、凪ではなく橘たちばなを見て、

「わたくし、凪を信じることにいたしましたの」

「なぜ私に言うのだ」

「いえね、いつでも凪の傍にべったりはりついて甘えているだけの子こ狐ぎつねさんがたまたまそこにいましたので、つい、『わたくしと正反対』ですわね、と思って、ながめてしまっただけですのよ」

「……貴様、何が言いたい？」

「何も」

　火車はそれ以上何も言わず、鵺ぬえの汚れた口もとを、ナプキンでぬぐい始める。

　すっかりあしらわれた形の橘は、不機嫌そうな顔になる。

　凪が火車の言動の意味を考えつつ、どう橘をなだめよう、と困っていると、

　プルルルル……。

　あまり鳴ったことのない、固定電話の音が鳴る。

　その電話はリビングの入り口そば、サイドボードの上にある。凪は火車や橘の様子を気にしつつも、立ちあがって電話に出る。

　電話の相手は、よく知る人物だった。

『もしもし凪、元気？』

　落ち着きはあるが、元気がないわけではなく、むしろ活力にあふれる女性の声。

　――それは、清原凪の母親だった。

「ああ、母さん、元気だけどどうしたんだ？」

『あなた、誕生日ぐらい家に帰ってこない？』

「あ」

　清きよ原はら凪は失念していた。

　今日が、自分の誕生日であると。

「そっか……俺おれ、今日で、十六歳なのか」

「む」

　話を聞きつけ、橘が黙る。

　同じく、鵺の口もとをぬぐっていた火車の動きが、止まる。

「ねえさま……」

　鵺が心配そうに呼び掛けるが、火車の硬直が解けることはなかった。

　凪は、その様子をながめながらも電話口の母を放置するわけにもいかないので、

「それで、わざわざ俺の誕生日を祝ってくれるために？」

『凪、誕生日会やるから、来なさい。橘ちゃんといっしょに』

「え、そんな突然……？」

『照れない照れない。ケーキも食事も多めに用意してあるから、お友達も連れてきなさいね。というかお母さん、凪なぎがどんな子とお友達になってるのか気になるわ』

「いや、あの」

『それじゃあ夕方頃ごろいらっしゃいねー。お父さんも早めに待ってるから』

「え」

　ぶつっ、と電話は切れる。

　橘たちばなとの二人暮らしが決まった時もそうだが、凪の親は、ちっとも凪の言葉を聞かない。

「……ええとぉ」

　凪は苦笑いしながら、ゆったりした動作で受話器を置いて、橘らへ視線をうつし、

「なんか、誕生日会やるらしいんだけど……火か車しや、鵺ぬえ、来るか？」

「なぜ私には聞かんのだ!?」

　橘が一瞬で憤慨した。

「いや、橘はもう、来るものと思ってたんだけど」

「それでも言え！」

「ああ、じゃあ、橘、来る？」

「おまえが『どうしても』と言うならば行ってやらんこともないがの！」

「ははは……」苦笑いが止まらない。「じゃあ、どうしても、来てほしいな」

「そこまで熱望されては仕方がないのう！」

　橘がノリノリである。

　凪はハハハハと苦笑いだ。

　とにかく橘の意思は確認したので、凪は視線を姉妹のように仲のいい二人の妖よう怪かいに戻し、

「それで、火車と鵺は、どうする？」

「鵺ごときを招いてくださるならば、是非もありませんよう。末席を汚させていただけるのであれば無上の喜びですねえ」

「……わたくしは」

　火車は、うつむいて考え込む。

　それから、ぎゅっと、左手で、ブレスレットのついた右手首を握りしめて、

「……行きますわ。興味がわきましたの。『両親』とかいう存在に」

「……そうか」

　火車の態度から不自然なものを感じたが、凪はうなずいた。

　元気がないみたいだから、どうにか元気になってほしいと思って。

　――火車の態度がなぜおかしいかは、けっきょくわからないまま。
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　実家に帰るのはしばらくぶりになる。

　八月――妖よう狐こに出で逢あい。そして凪なぎの実家での生活は終わった。

　流されるままに流されて、九月が過ぎ十月が過ぎ、文化祭が終わり球技大会が終わり、クリスマスすら通り過ぎて、もう年の瀬。

　凪は、『清きよ原はら凪』と『九きゆう尾びの狐きつね』が一つの存在になり、約七年間過ごした家の、扉の前に立っていた。

「なんか色々ありすぎて帰って来る機会がなかったけど、もっと多く帰って来るべきだったかなぁ……」

　空から落ちる雪を傘で受けながら、感慨深く、凪はドアを見つめる。

　ここに橘たちばなが来て、そして、始まったのだ。

　いつまでもドアを見て凪がじっとしている。

「何をしている、じれったいな」

　橘が外がい套とうに隠れてほとんど出ていない手を伸ばし、インターホンを押してしまう。

　ドアが開くまで、タイムラグは一瞬しかなかった。

　ガツン！　と勢いよく開いたドアによって、凪は顔面を強打されてたたらを踏んだ。

「やあおかえり、それからおかえり、あと、いらっしゃい。ささ、家に」

「た、ただいま……」

　痛がる凪の手をつかみ、戸惑う橘・火か車しや・鵺ぬえに手招きして、凪の父は四人を家へひきずりこんだ。

　――家からは、懐かしいにおいがした。

　それから、おいしそうなにおいがした。

　凪が現在住んでいる家と、構造自体はそこまで変わらない。玄関左手のドアからリビングに通されて、あれよあれよと席に着かされる。椅い子すはぴったり六つ――凪・橘・火車・鵺・凪の両親のぶんが用意されており、机の中央には堂々と『清原凪16歳』と書かれたチョコレートの乗った、誕生日ケーキがあった。

　大きい。

　鵺を連れて来たのは正解かも知れないと、凪は苦笑いする。

「あら、おかえりなさい」

　キッチンから唐揚げを持って、凪の母が出てくる。凪の両親は、母の方が若い十歳差の夫婦だ。知りあった当時の年齢だけ見ると完全に凪の父が幼女好きな人なのだが、凪の父は「いや、小学五年生は大人おとなだろう」と真顔で語る人なので、そのあたりつっこんではいけない。

　実年齢以上に若々しい母と、子持ちとは思えないほどエネルギッシュな父により、あっという間に凪なぎはクリスマス仕様の仮装、ようするに『あんたが主役』のたすきと、キラキラした紙とモールで作られた三角帽を身に着けさせられた。

　主賓と言うよりもさらしもの感ただようのだが、手際が見事すぎて、誰だれも口をはさめず、凪の両親を除く一同は、揃そろってぽかーんとしてしまった。

「ではみなさん、ご唱和くださいね」

　若々しい母が音頭をとり、「はっぴばーすでーなーぎー」という合唱が始まる。橘たちばなも火か車しやも鵺ぬえも状況に流されるまま歌っている。このメロディ、意外と知らなくても歌えるのである。そんな中、一人だけ冷静さを取り戻しつつある凪が、この状況のすさまじい恥ずかしさに気付きかけたため、冷静さを手放すことにしていっしょに唱和した。

　消える照明、灯る十六本のロウソク。

「さあ」

　と父に言われ、凪は一瞬遅れて自分の役割に気付き、ロウソクの炎を吹き消す。

「はい凪、お誕生日おめでとう」

「おめでとう」

　父母に言われて、凪は返す言葉もなかった。

　ここまでの流れを一言で言うならば、たたみかけるような誕生日祝い、とでも言うべきだろうか。一連の流れに疑問をさしはさむ余地のない、見事な祝いっぷりだった。

「橘ちゃん、こんばんは」

　凪母が笑顔で言う。

　橘は、まるで夢から覚めたようにはっとして、

「う、うむ。義は母は上うえ様、義ち父ち上うえ様、お久しゅうございます」

「相変わらずかわいいわねぇ」

「ぬ、ぬえー……凪さん、これは食べてもいいんですかねえ？」

「おや、こちらもかわいいお嬢さんだね。こんにちは、いくつかな？」

　ロリコン疑惑の濃い凪の父が、鵺に目をつけた。

「鵺は、えーっと、15歳？　ですよう？」

　自信なさげな声で、ちらりちらり、『これでいいんだよね？』的視線を火車に向けながら言う鵺である。

「そうか、成長期だな。いっぱい食べなさい」

　ご満悦の表情をする凪の父である。ちなみに何歳と答えられてもこの発言をするつもりだったと、のちに凪の父は供述している。

「……」

　火車は、黙って凪の両親の様子をながめていた。

　しかし、誕生日会が始まり、凪なぎが仮装を脱ぎ去り、鵺ぬえが並んだ食事に手をつけ、橘たちばなが凪の母とやや緊張しつつ話している様子を見て。

　それから、凪が、楽しそうに両親と話している姿を見て、

「……貴方あなたがたは、なぜ、そこまで凪となれなれしくしていますの？」

　凪の両親に向けて、問いかける。

「親だからだよ」

　凪の父が、当たり前と言えば当たり前のことを、自信満々に言い放った。

　そして、凪の両親はまるで、火か車しやが冗談を言ったかのように笑って、

「面白いお嬢さんだなぁ。そう言えば、お名前はなにかな？」

「火車、ですわ……」

「そうか、火車さんか」

　凪の両親は、鵺や火車、橘に、フルネームを問わない。

「いまどきの親としては珍しいかも知れないけどね、凪は昔一度、死にかけたことがあるんだ。だから、毎年毎年、生きてて良かった、って誕生日を祝うようにしてるんだよ」

「……貴方がたの息子は、」

「事故に遭って心臓が止まって、動きだしたんだ。奇跡みたいだろう？　だから、なんとなく不安になるんだよ。情けないことかも知れないけどね」

　凪の父は、苦笑いをする。

　その笑い方は、凪がよくするものに似ていた。

「まあ、いつまでも子離れできないのも凪に悪いですから、一人暮らしさせたりして、こちらがリハビリしていますけどねぇ」

　凪の母も、笑う。

　その二人に囲まれ、凪も、笑っていた。

　困ったように、照れたように、でも――幸せそうに。

「……」

　火車の動きが、止まる。

　体の熱が上がっていくのが、わかる。

　けれど、火車はこらえて、微笑を浮かべた。

　――今燃えあがったら、止まらなさそうな気がしたから。

　それから、この宴うたげを焼き払って灰にすることを、なぜか、ためらったから。
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　凪の誕生日パーティーは、凪の両親が橘に『結婚式はいつごろ？』とか聞いて橘がまじめに検討を始めてしまったり、暴走する橘たちばなたちを止めているあいだに鵺ぬえに食料を食い尽くされほぼ何も口にできていなかったり、なぜか途端に無口になってしまった火か車しやの様子が気になりつつも、どうにか無事に終わり、夜になった。

　泊まることを勧められたが、『それはまたの機会に』ということで断った。

　そもそも突然すぎるということもあったし、何より今、凪なぎは火車や鵺とまで同居状態なのだ。さすがに四人で泊まるわけにもいかないし、四人で同じ家に寝泊まりしていることをばらすわけにもいかない。

　というわけで凪・橘・火車・鵺の四名は、清きよ原はら家から凪宅に帰る道を歩いていた。

　雪の勢いは弱まらない。しんしんと降り続き、四名の残した足跡のうえに落ち、消える。

　指先が痛くなるほどの寒気の中。

　鵺が満腹で苦しそうにしている。

　橘が屈託のない笑顔を浮かべ、凪のポケットに手を入れている。

　凪もまた、苦味のない笑顔で、橘と話している。

　その中で火車だけが、暗く沈んだ表情で、地面に積もる雪を見ていた。

「……どうしたんだ？」

　両親のテンションの高さにどんびきされたのだろうか、と不安になった凪が、火車の横に並んで話しかける。

　火車は、上の空といった様子で「いえ……」と言うだけだった。

「しかし凪よ、思うのだが」

　上機嫌そうに笑う橘が、凪のポケットの中で手を握ったり開いたりしながら、

「凪のご両親は、完全に私を伴はん侶りよ扱いしておるな」

「……ははは」

　確かに、外堀が埋まってる感はすごかった。

　なんだかもう、『実はまだ橘と付き合ってなかったんだよ！』とか言ったら、おどろかれる以上に怒られそうな雰囲気すらある。

　まだ同どう棲せいしたりキスしたりしてるだけだしなぁ、と凪は思うのだが、既成事実として充分すぎることに口に出す前に気付いた。

　人生詰んでるのかも知れない。

「まあ、しかし、しかしだな凪よ。私はおまえが『他ほかのすべてを捨てても橘だけを選ぶ』と心から宣言できるようになるまで、待ってやるつもりだ」

「……いつになるかなぁ」

　橘の言う『他のすべて』とは、ようするに、人間らしい生活のすべてだろう。

　友人。

　それから、親。

　そのすべてと橘たちばなを秤はかりにかけて、橘だけを選べる日が来るとは凪なぎには思えないし、それに、そうして橘以外を捨てて、橘と二人だけで生きるのは、果たして本当に幸福な未来なのか、はなはだ疑問である。

「私はあくまで私の魅力で、おまえに人間をやめさせたいだけだ。おまえが他ほかの要因で人間をやめるなどあってはならん。おまえは私のためだけに生きるべきだからの」

「捨てられないよ。俺おれには……父さんとか、母さんとか、みんなも、そうだけど……」

「わかっておる。ゆえに幾度も言っているであろうが。『私は焦らん』と」

　橘は、いつでも自分のことを考えてくれている。

　嬉うれしくて、申し訳なくて、なんだか涙が出そうで。

　いつか絶対に、この気持ちに、この感謝を、形として返したいという思いを込めて、

「……ありがとう」

　と、静かに言った。

「感謝をするなら嫁にしろ」

　橘は、むっ、と力を込めて言ってから、こらえきれなくなったように笑う。

　凪も、橘の笑顔を見て、笑う。

「……凪」

　火か車しやが、積もっていく雪を見ながら、口を開く。

　その歩みが止まったので、凪が止まって、凪のポケットに手を入れたままの橘も止まって、最後に鵺ぬえが、数歩歩いてから、小走りで戻って来て、火車の横に並んで、火車の顔を見上げる。

　火車は視線を上げず、すぐそばにいる鵺の顔を見ることもしないまま、

「貴方あなたの目的を、教えていただけないかしら？」

「だから……俺には別に目的なんて」

「これが最後ですから」

　火車が顔を上げて、正面から凪を見上げる。

　猫のような、つりあがった深紅の瞳ひとみ。

　そこに見たこともないような真剣さを見て、つい、凪は口をつぐんだ。

　火車は凪に一歩詰め寄ってもともと近かった距離をさらに縮め、

「貴方にも聞きました。そこの子こ狐ぎつねにも聞きました。貴方の周囲にいる者どもにも、聞きましたわ。貴方が人間として生活していること、貴方が他の目的すらうかがえないほどに、『人間であること』に夢中になっていること。……何が、目的なのです？　凪、貴方は本当に地獄に帰ってはくれないのですか？　貴方とわたくしが過ごした過去を、軽んじるのですか？」

「軽んじるつもりはない。けど、俺は人間なんだよ。……清きよ原はら凪は、ここにいなくちゃいけない。俺おれは両親が悲しむ顔を見たくないし、俺は……凪なぎに、『おまえが生きてたらこんな人生だったんだよ』って……死んでしまったけど、おまえの意思はここにちゃんと残ってるって、言いたいんだ」

「ならば――九きゆう尾びの意思はどこにありますの!?」

　火か車しやが、激する。

　その体から白煙が立ち上り、降りしきる雪が、すでに積もっている雪が、火車の周囲で解け始める。

「わたくしと過ごした九尾はどこにいるのですか！　ともに地獄を駆け抜け、背中をあずけ、知略をめぐらし、修羅場をくぐった九尾は！」

「……九尾は、」

「貴方あなたは『九尾の狐きつね』でしょう!?　違うと言うならば、貴方は誰ですの!?　ただ存在するだけだったわたくしに、存在する価値をあたえた九尾はどこですの!?」

　しゅうしゅうと、白煙が上がり続ける。

　そして、ゴウッ、と髪の毛が、炎に変わる。

　――右手につけた、『能力を制限するため』のブレスレットが、妖あやしく輝く。

　今までは光すら反射しない漆しつ黒こくだったが、今では、内に深紅の光を宿している。

「選びなさい九尾！　貴方はわたくしと過ごした『九尾の狐』なのか、それともわたくしのことを知らないくせにわたくしを欺き続けた『ただの人間』なのか！」

「ぬえっ、ね、ねえさま、落ち着いてくださいよう……」

　火車が炎そのものに変じ始めているため、とっさに一歩距離をとってしまった鵺ぬえが、どうにかそれでも火車に近付こうとしながら、なだめるような声を出す。

　火車は、鵺を燃える深紅の瞳ひとみでにらみ、

「鵺、貴女あなたはどう思いますの!?　貴女もまた、わたくしよりも『この人間』を知る一人でしょう！　貴女は――凪を人間と言うのか、それとも九尾と言うのか、お答えなさい！」

「……ぬえー……」

　火車に怒鳴られ、鵺はさびしげに鳴く。

　そして、考えて、うつむいて、

「ぬっ、鵺はばかだから、よくわかりませんよう……でも、凪さんは、ねえさまに言われたみたいな人じゃ、ありませんでしたよう。もっとふつうで、もっと……かっこわるい、人間、でしたよう……」

「……貴女も、そう言うのですね」

　火車の顔から、感情が抜け落ちる。

「皆で、わたくしの過去を……九尾とともにいたことを、否定するのですね。わたくしに与えた価値を、貴方はなぜっ……!?」

「火か車しや……？」

　様子がおかしい。

　けれど火車は、自分の様子のおかしさには気付いていないようだ。

　そして、変化は唐突におとずれる。

「うぐ……うううう!?」

　火車が苦しげに頭をかきむしり、そして――

　――爆発した。

　熱風で凪なぎ、橘たちばな、鵺ぬえを吹き飛ばし、周囲一帯の雪を溶かし、ブロック塀を焦がし、宵よい闇やみを深紅に染めて、火車は、炎となる。

　自らの服すら焼き尽くし、どんどん勢いを増す、火車そのものである炎。

「火車……？　火車っ!?」

　石塀に叩たたきつけられた凪には、火車が苦しんでいるように見えた。

　炎の燃え盛るごうごうという音が、まるで火車の苦く悶もんのうめきに聞こえる。

「火車！」

　呼び掛ける凪の声にも応えず、火車は身をよじり、燃え盛る。

　――その右手首では、はっきりと。

『能力を制限する』ブレスレットが、攻撃的な深紅の光を放っていた。
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「火車！　火車！」

「ねえさま！」

　叫んでも届かない。近付こうとすると、吹き飛ばされる。

　――ここはまだ、住宅街の出口だ。

　周辺に住む人間に被害が及ぶことを恐れた凪は、とりあえず場所を移そうと、火車そのものである炎に、強引に突っ込んでいく。

　人の身では、無理だった。

　けれど、九きゆう尾びの狐きつねならば、可能だ。

　九尾の狐に変へん貌ぼうすることに迷いはあったが、火車の様子を見てそんなものは吹き飛んだ。

　黄金の髪と瞳ひとみ、腰の背後にはわずかな空くう隙げきを置いて、九つの尾。――凪は、九尾の狐へと変貌する。

「火車！」

　燃え盛る火車を抱きしめる。

　そして、空を舞い、移動を開始した。

　九きゆう尾びの狐きつねすら焦がすすさまじき地獄の業火と化した火か車しやを連れて、とりあえず凪なぎが目指した場所は、学校の周辺にある、更地地帯である。

　高速で飛行しながら、凪はなおも呼び掛ける。

「火車！」

「……う……なぜ」

　声は届かない。

　それどころか、火車は凪の声が聞こえるたび、身をよじる。

　近付くな、と言うように。

　触れるな、と言うように。

　温度を増す炎に焼かれ、苦痛に凪は眉まゆをしかめる。

　――なぜ、こうなったのかを考える。

　なぜ、自分は火車に何も告げず、地獄を出てしまったのかを考える。

　かつて『九尾の狐』であった自分は、火車をどう思っていたのかを、考える。

　――理解した。

　九尾の狐は、火車のことをなんとも思っていなかったのだと。

　なぜならば、九尾の狐には、心がなかったから。

「わたくしは……」

「火車!?」

「わたくしは……なんなのですか……？」

　火車はか細い声でつぶやく。

　凪が、その問いかけの答えを考えるのに、一瞬、気を逸そらした。

　その一瞬を突いて、火車は激しく暴れて凪の腕からのがれる。

　弾はじき飛ばされた凪は、どうにか空中で姿勢制御をして、火車に追いすがる。

　すると火車は、向きを変えて、凪にぶつかってきた。

　――炎そのものとなった火車による、突進。

　技術や理性もないが、手加減も容赦もない。炎えん熱ねつ地じ獄ごくを統すべる魔王の全力には、九尾の狐状態の凪も耐えきれず、そのまま凪は地面に叩たたきつけられる。

　火車は凪を地面に叩きつけたあと、馬乗りになって凪を殴る。

「……」

　言葉はない。火車自体が炎となっているせいで、体の輪郭も、表情もあいまいだ。

　だけれど、火車が泣いているのだけは、わかった。

　大地がきしみ、体が燃える。

　その中で、凪は必死に言葉を絞り出す。

「火車……！　ごめん、おまえが傷ついてること、気付けなくて」

　凪なぎが謝罪すると、ぴたり、と火か車しやの動きが止まり、

「……なぜ、出て行ったのですか」

　奇妙に反響する声で、火車はそんなことを言う。

　凪は言われるがまま、胸のうちを火車へと打ち明ける。

「可能性が、なかったから……」

　火車の打撃と火炎によるダメージで、息を絶え絶えにしながら。

「……」

「おまえと平定した地獄には、何の……可能性もなかった。明日も今日も明後日あさつても同じで、変化がなかった。……もともと俺おれが、『地上に出て人間を支配しよう』っていう妖よう怪かいじゃなかったのも、人間の可能性を邪魔するのがいやだったからだ」

「……わたくしに、価値がなくなったからでは」

　燃え盛りながらも、火車の表情が明確になっていく。

　ここで火車の言う『価値』の意味もわからないまま、火車の言葉を否定すれば、その場しのぎにはなったのかもしれない。

　けれど、凪は、

「俺には、九きゆう尾びの狐きつねにとって、おまえがどんな存在だったのか、わからない。……おまえに『価値』があったのか、なかったのかも」

「……！」

「俺は……もう、清きよ原はら凪として生きすぎて、九尾の狐が何を考えていたのか、わからないんだ。でも……今の俺は、おまえのことを大事だと思ってると、思う。こうやって目の前で泣かれたら、どうにかしたいって、思うぐらいには」

「嘘うそ……わたくしに価値がなくなったから、だからわたくしのことを捨てて、地獄を捨てて、人間なんかのふりをして」

　――火車の言葉を、否定してやれない。

　九尾の狐が火車のことをどう思っていたのかは、今となってはわからない。……しかし、当時の九尾に、他者のことを『大事だ』とか『大切にしよう』といった心がなかったことは、確かなのだ。

　九尾の狐は、『清原凪』に出で逢あって初めて、『心』を知ったのだから。

　反論も言い訳もできずにいる凪。

　火車が、再び苦しみ出す。

「わたくしには何もなかった。ただ、貴方あなたに与えられた目的だけがあった……それだけが、わたくしが生きる『価値』だった……！　なのに貴方は、わたくしを見捨てた！」

　燃え盛る火車の手が、凪の首を絞める。

　その腕力以上に、涙を流す火車の想おもいに、対抗できない。

　九きゆう尾びの狐きつねが、火か車しやを置いて地獄を出た事実があるから、凪なぎには、火車に対する罪悪感があるから、このまま殺されるのを正しいとは思えないけれど、それでも、火車が首をつかむ手を払いのけるようなことは、できそうもなかった。

「わたくしが何を考え、貴方あなたが出て行った地獄を再びまとめあげていたと思っているのですか……？　貴方は、わたくしの気持ちを、どう思っているのですか……！」

　火車の叫びは、火炎と熱を伴って、雪の降る夜を燃やしていく。

　凪はその質問に答えられず、火車を止めることもできない。

　しかし、



「くだらんな」



　やっと凪たちに追いついたのだろう。

　金色の光をまとう、幼い妖よう狐こが、火車の言葉を切り捨てる。

　橘たちばなが、来た。

　それから、

「ねえさま！」

　いっしょに来たのだろう。鵺ぬえが、火車に向けて駆け出す。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし――

「鵺ぬえ……くっ!?」

　火か車しや本人の意思ではないのだろう。炎そのものとなった火車から噴き出る熱風が、鵺の小さな体を吹き飛ばす。

　ちりりん。

　鵺の首輪についた鈴が、鳴った。

　弾はじき飛ばされた鵺は、地面に落ちる前に、橘たちばなによって支えられる。

「橘さん……」

「ふん、ふりふり女が、まったくつまらんことで悩んでおるのう」

　不敵に不ふ遜そんに、橘は笑いながら、火車へ言葉をぶつける。

「人には『不安そうにべったりくっついている』などと言いながら、本当に不安でべったりで、独り立ちできていないのは、貴様のほうではないか」

「……」

　橘の挑発に、火車が反応して、凪なぎの上から離れて、ゆらゆらと接近していく。

　しかし、

「……火車、よせ……」

　炎と打撃で傷だらけの体をひきずって、凪が、どうにか火車の脚をつかんで、動きを止めた。

「放しなさい……けっきょくあの子こ狐ぎつねの味方なのですか、凪は！」

「俺おれは、」

「冗談を言うな。凪は特別私の味方になったことなどないわ」

　橘は、あくまでもくだらなさそうな態度で、まっすぐに火車に向けて言う。

「私をどうこう言っておきながら、けっきょく凪は他ほかのやつを放ほうっておけんのだ。私だけを選べんやつだからな、こやつは。親に友人に、恋れんに私に――それに、貴様だ、ふりふり女。さっさと追い返せばいいものを、ずるずるずるずるとどめ置いて、けっきょく、余計に傷つける羽目になっているであろうが」

「……」

　橘の目は確かに火車に向いているのだが、橘の言葉はむしろ、凪の心に突き刺さるものである。

　確かに最初から、凪が火車にはっきりと、勘違いや想像の余地もないほどにはっきりと『地獄に帰る意思はない』という言葉を突きつけて、寄って来る火車を突き離していれば、火車がここまで追い詰められることはなかったかも知れない。

「凪は、寄りかかれるほど頼りがいのあるやつではないぞ。『私がさびしいから不安そうにべったりくっついている』のではなく、『凪が頼りないから私がついていてやる』のだ。凪なぎが私の味方なのではない。私が凪の味方なのだ。――貴様にわかるか、この覚悟が。凪にどう思われるかばかり考えて、凪にどう想わせるかを考えない貴様に」

「……だって、わたくしには凪が価値をくれなかったら、何もありませんもの」

「おい、ちんちくりん。ふりふり女は『凪がなければ何もない』と言っているが、貴様は反論せんのか？」

　橘たちばなは、鵺ぬえの小さな背中に向けて問いかける。

　鵺は、悩んでいる様子だったが、決意した表情で火か車しやを見ると、ゆっくりと火車に向けて歩き出していく。

「ねえさま……鵺には、むずかしいことはわかんないんですよう……鵺は馬ば鹿かですからねえ。ほんとに、馬鹿で……いまも、なんでねえさまが怒ってるのか、ちっともわかんないんですよう……」

「……」

　炎の勢いは弱まらないけれど、鵺の言葉を聞く火車の瞳ひとみには、理性の色が戻っていく。

「でもですねえ、鵺ごときでも、いっこだけ、わかることがあるんですよう……それは、鵺が、ねえさまのこと、大好きだっていう、ことなんですよう」

「鵺……」

「ぬえー……だからですねえ、鵺は、ねえさまにきらわれたら、生きていけないんですよう……」

　物悲しげな、声だった。

　鵺は、ふらふらと、凪がどうにか抑えている火車へと、近付いて行く。

　火車は、苦しげに顔をゆがめている。

　熱風を出して鵺を吹き飛ばしてしまわないように、こらえているのだろう。

　あとからあとから噴き出して止まらない、不満と寂しさ、それから不安を。鵺を迎え入れるために、こらえているのだろう。

「鵺……！」

「ねえさま！」

　火車がこらえ、鵺が歩み、二人の手が、触れ合う。

　――その時、火車の右手に着けられているブレスレットが、凶悪な深紅の光を放つ。

「ぐうううう!?」

　火車が、苦しみ出す。定まり始めていた全身の輪郭が、再びゆらめき、炎が噴き出す。

「ねえさま!?」

「鵺、火車から離れろ！」

　叫びながら、凪が気力を振り絞り、火車と鵺のあいだに割り込む。



　そして、爆発が起こった。



　全方位、周囲にあるものすべてを舐なめつくす炎の舌。

　どうにか凪なぎが間に合って鵺ぬえは無事ですんだようだが――天空の分厚い雪雲すら突き破るほどの巨大にして強大な炎は、周囲一帯に積もった雪を地面ごと溶かし尽くし、鵺と橘たちばなをかばった凪の体表を焼き尽くす。

「ううううううううううう――！」

　火か車しやが右手首をおさえて、うめき声を上げる。

　ブレスレットの輝きが強くなっていく。

「あれが原因か……！」

　凪は気付き、火車からブレスレットを外そうと近づいていく。

　けれど、ブレスレットから突如赤い触手が伸び、脚をひきずりながら接近していく凪を突き刺さんと迫ってくる。

　どうにか凪はかわすが、体に負ったダメージは軽くなかった。

　切り刻まれる痛みを、歯をくいしばりこらえる。

　右腕を貫いた触手を、左手でつかんで、引き抜く。

「凪！　いいのです、どうかわたくしに近寄らないで……」

「……なんでそんなこと、言うんだ」

　火炎の大蛇を九匹、顕現させる。

　操り、火車のブレスレットから伸びてくる触手を払いながら近づいていく。

　けれど、数が違う。それから、威力が違う。

　火車のブレスレットから伸びる触手は、素早く、強力で、それから容赦がなかった。

　――おそらくそれは、火車の想おもい。

　こうして再会するまでため続けた、やり場のない想い。……理性や思いやりではどうにもならないほどに凝り固まった、不安と不満だろう。

「わたくしは、最初から一人で生きるべきだったのですわ。貴方あなたに目的を見出さずにいれば、貴方を失って苦しむこともなかった。……わたくしは、間違えたのです。わたくしは、誰だれとも交わらず、独りでいるべきだった……！」

　火車の言葉とは裏腹に、赤い触手が、凪の胸を貫かんと迫ってくる。

　凪は、火炎の大蛇を束ねて、

「おまえは間違えてなんかいない！」

　――まずは、一つ。

　赤い触手を、打ち消す。

　けれど、絶え間などない。次々に、火車のブレスレットから伸びた触手は、凪に向かって迫ってくる。

　凪なぎの体に傷を刻み付けるたび、火か車しやが悲痛な声で叫ぶ。

「貴方あなたの力ならば、わたくしに近寄らなくてもわたくしを殺せるはずですわ！　この暴走はわたくしが死ねばおさまることぐらい、聡そう明めいな貴方であれば気付いているはずでしょう！　なぜ、わたくしを殺さないのですか!?」

「なんで、俺おれがおまえを殺せるだなんて思うんだ！」

　二つ。触手を打ち払う。

「貴方ならば――九きゆう尾びならば、合理的な判断としてわたくしを殺すはずですわ！　貴方は冷酷で、冷静で、」

「今の俺は違う！」

　三つ。

「今の俺は中途半端で迂う闊かつで頼りないかもしれないけど、誰だれかの命を失うような選択は絶対にしない！」

　四つ。

　次々打ち払われて霧散していく赤い触手。

　単体では無理だと学習したのだろうか。凪の火炎がそうするように、束ねられ、太くなり、巨大な杭くいのように、凪を貫かんと迫る。

　胸を狙ねらって。

　あるいは、心を狙って。

　火車の妖よう力りよくを吸い上げ、あるいは火車の深層意識までを吸い上げて、赤い触手はひたすら、凪の命を、心を壊そうと攻撃をくりだしてくる。

「今のあなたは、もう九尾ではないのですか？　わたくしと過ごした九尾は、どこに消えてしまったのですか……？」

　火車の言葉が、触手の攻撃とともに迫ってくる。

　凪は、ぼろぼろになった体に鞭むち打って、一歩一歩、しっかりと歩みながら、火炎の大蛇をより強く燃やし、

「俺は、清きよ原はら凪だ」

　赤い触手に向けて、放つ。

「おまえと過ごした九尾はもういないけど、俺は、俺のできる範囲で『大事にする』って約束を守る！」

　火炎の大蛇と、赤い触手が拮きつ抗こうする。

　互いに、一歩も譲らない。

　そのつばぜり合いは勝負がつかず、このまま永遠に続くようにも思われた。けれど――凪の体に刻まれたダメージは軽くない。

　次第に、火炎の大蛇が圧おされはじめる。

　凪なぎは血を吹き出して軋きしむ体で、なんとかふんばるものの……じりじりと、体もまた、赤い触手の圧力に負けて、下がり始める。

　――ダメなのか。

　清きよ原はら凪では、火か車しやを救ってやることはできないのか。

『清原凪』と出会い、心を知る以前の九きゆう尾びでしか、火車の苦しみを癒してやることはできないのか。

　膝ひざが折れる。腕が、下がろうとする。――体も、精神も、限界をむかえようとしている。

　けれど、



「ふがいないのう、おまえは」



　そっと、崩れ落ちかけた体が、柔らかいぬくもりに支えられる。

　すぐ隣にあらわれた、その小さなぬくもりの正体は、橘たちばな。

　凪の肩を支え、凪の大蛇に力をそそぐ、幼い妖よう狐こだった。

「橘……」

「なぜ、ふりふり女がいつまでも『九尾』にこだわるのか、理解できん。……永久不変などありえんだろうに。妄想は勝手だがな、妄想を押し付けられるのはたまらん」

「……貴女あなたに何がわかるのですか」

「貴様は何を知っているのだ？」

　ぐっ、と。火炎の大蛇が、赤い触手を圧しはじめる。

「現実と理想は違うものであろう。貴様の理想の『九尾』のことなど知らんわ。『清原凪』に幻滅するのであれば、貴様の理想と凪の現実がそもそも違っていたということであろうが。九尾九尾とさわぐ前に、貴様はまず、今の凪に何ができるかを知るべきだ」

「……貴女は、凪に何ができるか、知っていますの？」

「知るはずがなかろう。だがな――火車よ。私はいつまでも自分の妄想にすがりついてなぞおらんぞ。私はこの目で、この体で、凪を知っていこうとしているのだ」

「……」

　赤い触手が、弱まっていく。

　凪の火炎の大蛇が、強まっていく。

　橘は、凪に力を分けあたえながら、

「それでも本当にどうしようもなく不満に思うことが出てきたら、直接、凪本人に言えばよかろう。のう、凪」

「……ああ。言ってくれ。俺おれは、全力で応えられるようにがんばるから」

　ぐぐっ、と火炎の大蛇が膨張する。

「でも……でも、わたくしは、九きゆう尾びがいなければ、九尾を通してでしか、自分の価値を信じられない」

「なら、俺おれが保証する！」

　膨れ上がった火炎の大蛇が、赤い触手をみるみる圧おしていく。

　そして――



「九尾の過去も『清きよ原はら凪なぎ』の未来も、全部背負って生きていく！」



　――ついに、火炎の大蛇は、赤い触手を消しつくす。

「……ほんとうに」

　火か車しやは、さらさらと崩れていく、右手首のブレスレットを見て、笑う。

「貴方あなたは捨てないつもりなのですね。わたくしも、そこの子こ狐ぎつねも、清原凪の人生も――九尾の過去も」

　ならば……

　何かを言いかけて、しかし、火車は気をうしなってしまう。

　あわてて火車に駆け寄り、凪はその体を支える。

　だが、火車が裸――服が燃えているのだ――であることに気づき、顔を思い切り逸そらし、その勢いのせいで、満まん身しん創そう痍いだった全身が痛み、バランスを崩してしまう。

　その凪を、橘たちばなが支えて。

　火車は、鵺ぬえが支えた。

「ぬえー……よかったですよう。ねえさまは、無事です」

　呼吸を確認して、鵺がそう宣言する。

　――その瞬間、凪の緊張は完全に解けた。

　まったく体に力が入らなくなり、橘にのしかかってしまう。

　さすがに支えきれなかったのだろう、橘はよろめいて、しかし凪を途中で支えることをやめて、地面に落とした。

「あいたっ」

「ところで凪、何か私に言うことはないか？」

「え、今の行動に対してか……？」

「誰だれもそんなことは聞いておらんわ。私は、おまえの危機に応じて立ち上がり、おまえに力を貸した。その私に言うべきことはないのかと、聞いているのだ」

「ああ、その……ありがとう、橘」

「ふん、それでよい」

　橘たちばなは尊大に胸を反らし、

「なにかあれば、その都度言葉にしろ」

　その態度に、凪なぎは苦笑する。

　――以前、約束したはず、なのに。

「……気持ちを言葉にするのは、大事なこと、なんだよな。なんか俺おれ、ようやくわかった気がするよ」

「ふん、ようやくか。このうつけめ」

　橘は嬉うれしそうな声で、言った。

　鵺ぬえが、きょとんとした顔で橘と凪を見ていた。



    

  
    
      
幕間





「今回、九きゆう尾びの狐きつねと、炎えん熱ねつ地じ獄ごくを治めている魔王である火か車しやにより、被害が出た」

　女性のような顔をした、スーツ姿の少年――九く条じようは、居並ぶ大たい老ろうたちへ向け、冷静な声で告げる。

　ここは、『会議室』と呼ばれている、廟びようである。

　この廟は、九条ら『地獄の門を管理する組織』の本部であるビル、その地下にある洞穴だ。ビルの地下にある洞穴、と言うよりも、洞穴があるから、その上にカムフラージュとしてビルを建て、ここを本部にした、と言うべきだろうか。

　全国各地に散らばる『地獄の門』を管理・監視するのに不可欠な霊的スポットであり、宗教上の観念的な存在ではない『地獄』という空間を実際に創り上げた、とある僧の遺体が安置されている場所。

　この大切な場所で、九条は御み簾す越しに自分を見つめる、組織の幹部である『七大老』にかこまれ、熱弁をふるっている。

「住宅街にて妖よう力りよくを暴走させた火か車しやは、周囲の建物に被害を出した。どうにか九きゆう尾びによって鎮圧された模様だが……その際に、九尾は狐きつねとしての力を使用した」

「……」

　九く条じようの話を聞く『七大たい老ろう』から、反応はない。

　御み簾す越しの冷たい視線だけが、九条に向けられている。

　しかし九条は、その視線をものともせずに、

「やはり、妖よう怪かいは妖怪ではないのか。九尾の狐は、危険な存在ではないのか。今回の事件からあなたがたは何を学び、どう行動するのか。それを、お聞かせ願いたい！」

「……ようするに君は、あれかね」

　九条の正面に位置する場所から、しわがれた男性の声が聞こえる。

「『地獄の妖怪』も『九尾』も殺すべき、とそう言うのかね……？」

　感情のうかがえない声での、問いかけだった。

　答え方を間違えば、即座に首をはねられそうな、異様な重みがある。

　しかし九条は迷わない。

「はい。僕はすべて殺すべきだと考えます。僕たち妖怪は人間のためにも、生きていてはいけない存在だ。九尾も火車も殺すべきだ。すべての地獄を滅ぼすべきだ。そして――僕も、あなたがたも、死ぬべきだ。妖怪の絶滅を以もつて、この世を本当の意味で人間に明け渡すべきであると、僕は主張します」

「永く、人と妖怪は相争い、協力をしてきた……君の主張はわかるがねぇ……鬼九条、君、なーんか勘違いしとりゃせんか？　我々は、人間の安全のために、人間に危害を及ぼす妖怪を時に狩り、時に地獄へ閉じ込める……そういう組織では、ないんだがねぇ……我らはあくまで人の味方として、人と妖怪が共存できる道を探してるんだがね……」

「僕は、人間の繁栄を祈っている。そして、そのために僕らは邪魔だと思っている」

「役小角えんのおづぬの遺志に、君は未いまだ縛られとるだけだ……折角名を変えたと言うに、君はいつまでやつの使し鬼きであるつもりなのかね……？」

「……」

　しわがれた声に、九条は答えない。

　ふう、と。九条の正面にある御簾から、ため息が聞こえた。

「とにかく、我々『七大老』の決定を伝えよう。九尾の狐は放置する。火車の行いも、彼女が地獄に帰り、再び炎えん熱ねつ地じ獄ごくを治めるならば、不問とする。幸い人的被害もないようだしねぇ……」

「なぜ、九尾を放置するのですか！　やつが地獄から出た時は、やつを狩るべしという意向だったはずでは!?」

「現在『九尾の狐』は特殊な立ち位置にいるからねぇ。……人間に憑ひよう依いして、何をするわけでもなく、ただ暮らし、しかも人間として成長しているようではないか……監視は怠らない。しばし泳がせる……それが我らの見解だ。他組織にも合意させた。その九きゆう尾びを我らが先陣切って滅ぼしに行くわけには、もういかんのだがね……」

「……」

　ふう、と九く条じようはため息をつき、スーツのポケットに手を入れる。

　やる気を失ったような、態度だった。

　しかし、しわがれた声は、ここで会議を終わらせる意思はないようで、

「それより鬼九条、君……火車嬢に何をしたのかね？」

「何を、とは？」

　九条はとぼけるでもなく、身をこわばらせるでもなく、問い返す。

「困るんだよねぇ……勝手に、火か車しや嬢に君が渡したあれ……あれは我ら妖よう怪かいにとって両もろ刃はの剣つるぎだからねぇ……持ち出しは厳禁で、しかも君には持ち出しを許可した覚えが、ないんだがねぇ」

「ああ、あれですか」

「そう、『殺せつ生しよう石せき』だよ。……火車嬢の暴走も、そのせいだと思うんだがねぇ……仮にも一つの地獄を統一した魔王が、力の制御を誤って暴走、というのは、何か外的要因がないと、考えにくくてねぇ……」

「やはり勘付かれていましたか。……そのうえで実際に火車が暴走するまで放置したのは、どういうことですか？」

「なに……どうなるかわからなかったのでねぇ。サンプルがほしかったのだよ。結果はやはり暴走……あの石は安全利用はできなさそうだね……」

「……ふん」

　九条は、くだらなさそうに鼻を鳴らす。

　泳がされて利用された。しかも、『やはり暴走』ということは、火車が暴れて、人を殺す可能性を考慮しながらも、止めなかったのだ。

　腐りきっている、と九条は思う。

　自分と同じように腐りきっている、と。

　だから――早々に絶滅すべきだ。

　妖怪は、人間のために。

「鬼九条……君には、しばらく謹慎してもらおうかね……なに、時期が来ればまた出してやろう……『清きよ原はら凪なぎ』の行く末を、我らが見定めたあとにねぇ」

「……残念です、大たい老ろう」

　九条はため息交じりに言って、ポケットから手を出す。

　――その手には、光をまったく反射しない、短剣のような形の漆しつ黒こくの石が握られている。

「殺せつ生しよう石せきをまだ隠し持っていただと!?」

　七大たい老ろうが、ざわつく気配が伝わって来る。

　九く条じようは、手にした殺生石を眼前にかかげ、

「……ふん」

　大したためらいもなく、自らの胸に突き立てた。

　――殺生石が、脈打つ。

　どくんどくん、殺生石は、傷口から九条の血をすすり、その色をますます濃い黒へと変えてゆく。

　十分に血液を吸った殺生石を、九条は無造作に引き抜いて、ぶん、とふるう。

　すると、殺生石の形が変わる。

　影よりもなお暗く黒い刀身の、九条の身の丈を超えるほどの大太刀へ。

「なるほどこれは……」

　言いながら、九条は殺生石からできた太刀を、ひと薙なぎ。

　すると、離れた場所にある廟びようの壁に横一文字の傷きず痕あとができて――廟が、その傷に飲み込まれるように、崩れていく。

「捕えよ！」

　しわがれた声が聞こえる。

「さすがにこの程度では死なないか……さすが老害。しぶとさは一級品だな」

　ぼたりぼたり、九条の胸から地面に血が落ちている。

　本来であれば、鬼の力で傷は即座に治癒するはずが、まったく治る気配がない。

　――殺生石は両もろ刃はの剣つるぎ。

　その意味を九条はなんとなく理解した。

「それもいいさ。僕は少し丈夫すぎて、この世界に飽き飽きしていたところなんだ」

　崩れゆく廟の中心で、九条は笑む。

　大老の声に反応してだろう、廟に次々と武装した兵士がなだれ込んでくる。――大老たちの私兵だろう。ということは、一人ひとりが決して弱くはないはずだ。

　崩れる廟の中、絶望的な数に囲まれて、九条はしかし、自分を取り囲む兵たちを見ない。

　視線の先にすえるのは、七大老ですらない。

　――ただ一人。

　鬼九条が『殺す』と決めて、今なお殺せていない相手。

「僕にこれだけの力があれば、おまえは本気で僕と戦ってくれるだろうか……」

　つぶやく声は、少しだけ不安そうだった。

　だから、計画を立てる。

　天てん狗ぐを殺そう。

　火か車しやを殺そう。

　そして幼い狐きつねを殺そう。

　人間に手を出すつもりはないが、事情を知る人間にならば手を出すこともそこまでためらわない。

　――所しよ詮せん、この身は鬼。

　闘争と血を好み、人に害を為す化け生しようでしかない。

「人間の味方であるという大義名分が、なんだかちっぽけだな。……だからさ、僕は結局、殺しあいたいだけ、なのかも知れないな」

　近付く兵を、殺せつ生しよう石せきの剣で斬きり伏せる。

　左肩から右の腰にかけて一いつ閃せん。身にまとった武者のような甲かつ冑ちゆうごと、袈け裟さに切断する。

　おどろくほど、手ごたえがなかった。

　続いて、二人目と三人目を、横よこ薙なぎで同時に切り伏せる。

　たった三人。一瞬で切り伏せただけで、九く条じようを捕えんと迫ってきた兵たちは、士気を落とした様子だった。

　向かってこない。

　取り囲んだまま、近寄ってこない。

　崩れる廟びようの中、九条と兵たちは膠こう着ちやくする。

　――なんて、退屈な時間だろう。

　手応えも緊張感もない、勝利が決まりきった戦い。

　相手が戸惑っているだけの、かけひきのない膠着。

　――彼ひ我がのあいだに横たわる、圧倒的な力の差。

　心を満たす存在は、やはり、こんな雑ざ魚こではなく……



「早く本気のおまえと殺しあいたいよ、九きゆう尾び」



　それだけを願って、九条は剣を大きくをふるう。

　――命を糧に命を奪う、殺生石でできた剣を。



    

  
    
      
終章　地獄へ帰った日





「君たちは厄介にもほどがあるな」

　夜、傷ついた火か車しやを治療のために和泉いずみにあずけ、被害状況を報告した。

　そして翌日の昼、呼び出されてここにいる。

　――生徒会室。

　これからはじまるのは、円卓に着いている生徒会長、赤あか染ぞめ頼より平ひらによる、凪なぎ、橘たちばな、鵺ぬえへのお説教タイムである。

「君たちは被害を出すだけだが、その被害を補ほ填てんする者が必ずどこかにいるということを、よく理解してほしいものだな。だいたい……」

　生徒会長は表情にこそ出さないが、どことなくいら立っているようで、語調が少し荒くなっている。

　橘は機嫌悪そうにそっぽを向いているし、鵺はじっとうつむいたまま無表情で床を見るともなしに見ているだけなので、厳粛な態度で、と言えるほど真面目まじめに話を聞いている様子はないが、それでも生徒会長は気にした様子もなく、言葉を続ける。

　そんなふうに生徒会長はしばし『被害の補填にまつわる苦労』について凪たちに語り聞かせたあと、

「――そして、火車、及び君たちの今後についてだが」

　そう言って、深く深くため息をついて、

「……届いた通達書によれば、火車はおとがめなしで地獄へ帰還。君たちもこのまま学園生活を送ることを許されるそうだ。……通例、先方の決定に対し抗議などしないのだが、さすがに何かの間違いだと思い問い合わせた。けれど、連絡がつかない。私は君たちをこの学園から追い出す大義名分を失ったというわけだ」

　生徒会長は憤ふん懣まんやるかたないという様子だが、いっぽうで凪は、つい、あからさまに安あん堵どしてしまった。

　生徒会長の視線が、凪を貫く。

「君はこの事態の意味を理解していないようだな、九きゆう尾びの狐きつね。地獄の門を管理する組織が、地獄から無断で出てきた君に、『地上にいていい』と言うのだ。はっきり言って異常だよ、これは。何かの間違いにしか思えないし、間違いでないにしても、素直に喜んでいいような話ではない。君や私の知らないところで、なんらかの『裏事情』があると思ってまず間違いないだろう。それを君は理解して――」

　生徒会長が愚痴モードに入りつつある。

　なんだか話が長くなりそうだな、と凪なぎは困った顔で鵺ぬえと橘たちばなを見た。

　しかし、予想とは裏腹に、生徒会長の話は長くならなかった。

　なぜならば、生徒会室の扉が突然開いて、



「ん？　なんだお前ら、また生徒会室に呼び出されているのか。理解し難いんだけど」



　凪のクラスメイトの、赤あか染ぞめが現れたからだ。

　……クリスマスパーティーで聞いた話によれば、生徒会長は赤染の兄らしい。

　赤染の様子や、和泉いずみの赤染への対応などを見る限り、赤染は『妖よう怪かい』というものの存在を知らない様子なのだが、ならば何の目的があって、凪たちが呼び出されているこのタイミングで、冬休みだと言うのにわざわざ制服姿で生徒会室に出向いているのか？

　そう凪が疑問に思っていると、赤染はツカツカと生徒会長に接近、そして、肩にかけていたスクールバッグから弁当箱を取り出す。

「兄貴、忘れていっただろう。届けに来てやったぞ」

「あ、ありがとうりっちゃん」

「!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎが驚きよう愕がくする。

　今の今までいら立っているか黙っているか威圧的にこちらを見ているかしかなかった生徒会長が、にっこりと笑顔を浮かべて『ありがとうりっちゃん』とか言ったのだ。てゆうか『りっちゃん』て誰だれだろうか。文脈的に赤あか染ぞめに投げかけた呼びかけであることは間違いないのだが、凪は赤染の名前を忘れかけていたりする。

　つい、まじまじと生徒会長をながめてしまう。

　すると生徒会長は赤染に向けるいい笑顔から一転、眉まゆをまっすぐにして眼光を鋭くし、

「……何が言いたい、九きゆう尾び」

「え、いや……」

「なあ兄貴、ところで凪はなぜ、何度も生徒会室に呼び出されているんだ？　ちょっと事情の想像がつかないんだけど」

「あのね、凪くんたちには、二月のバレンタインデーのイベントについて、手伝いをお願いしてるんだよ。なあ、凪くん。なあ」

　最後の『なあ』という呼びかけに、半端ではないすごみがあったので、つい、凪に橘たちばなと鵺ぬえまで、呆ぼう然ぜんとした顔で、強要されるままに何度も小刻みにうなずいてしまう。

「……そういうわけだから、話は以上にしておく。私はりっちゃんと食事をとらねばならんのでな」

「いや、兄貴、私は弁当を届けるように頼まれただけなんだけど」

「え……」

　捨てられそうになった子犬のような顔をする生徒会長。

「……はあ」

　赤染が、右デコをこつこつと叩たたいて、それから仕方なさそうな息をついて、

「わかったよ。どうせそのバレンタインにイベントをやるなら私も手伝うしな。凪たちにした話を私にも聞かせてくれ。ついでに凪たちもどうだ、いっしょに昼でもとるか？」

「いや、りっちゃん、残念だけど彼らには用事があるそうだよ」

「え」

　特に用事のない凪がおどろく。

「用事が、あるそうだよ」

「あ、ありますね……」

「そうなのか？　うちの兄貴が引きとめてすまなかったな。そういうわけで凪、私は兄貴のお守もりがあるから、ここでな」

「ああ……ええと、赤染さん、お元気で」

「……なんだ急に他人行儀だな。まあいい。達者でな。また宿題をやるなら呼んでくれ。真面目まじめにやるならという条件はつけさせてもらうけど」

「りっちゃん、お兄ちゃんは、あんまり彼にかかわらない方がいいと思うよ」

「兄貴は私が異性に近付くと必ずこう言うんだ。凪なぎ、気にするな」

「あ、ああ……じゃあ、な」

　なんだか釈然としない気持ちを残しながら、凪は赤あか染ぞめ×２に別れを告げる。

　赤染（妹）のほうは「またな」と返してくれて、赤染（兄）のほうは、「消えろ」と口パクで返してくれた。

　見たくない一面を垣間見てしまった気まずさから、凪は橘たちばなと鵺ぬえの手を引いて、足早に生徒会室から出て行く。

　そして黙ったまま生徒用昇降口まで歩いて、それからやっと、安あん堵どの息をついた。

「……なんか、すごいものを見た気がした」

「ふん……気に入らん気に入らんと思っていたが、なるほど。やつめ、あの小娘の血縁者であったか。どうにも私はあの一族とそりが合わんさだめらしいのう」

　橘が、よくできたマジックのくだらないタネを見てしまったかのような顔で、ため息をつく。

　凪は苦笑いして、

「いや、苗みよう字じ聞いた時に気付こうぜ、赤染の血縁者だろうってことはさ……」

『赤染』というのは、同じ学校に二人いる時点で血縁を疑ってもいいぐらいには、珍しい苗字である。しかし橘はあくまで尊大にふんぞり返り、

「やつめの姓かばねに興味などない」

　橘の言葉に、凪が苦笑いを浮かべる。

　そんな会話をしながら――鵺が静かなことに気付かないまま、三人が下駄箱で靴を履き替え、学校から出るぞ、というところで、



「凪くん、やほー」



　和泉いずみ恋れんが、昇降口からあらわれた。

「ああ、先輩、こんにちは」

「凪くんさ、あたしと会うと第一声、いつも『ああ先輩』じゃないさ。もっとバリエーション増やしてもいいんだよ？」

「いや、いいんだよ、と言われても……」

「ま、あたしも『凪くんやっほー』としか言わないんだけどね」

　和泉の言葉に、凪は苦笑いする。

　和泉も冗談だったようで、あはは、と朗ほがらかに笑って、それからポニーテールをしごき、

「……お疲れ様。事情、聞いたよね？　地獄に帰ることになったってさ。ほんとは火か車しやさんも連れて来て、お別れのあいさつをしてもらいたかったんだけどさ。会ったら一人で地獄に帰れなくなりそうだってことで、もう帰っちゃった。ごめんね、ひきとめられなくて」

「ぬえー……」

　物悲しげな声で、鵺ぬえは鳴く。

「……なあ、和泉いずみ先輩。火か車しやは何か言ってたか？」

　九きゆう尾びの狐きつねを連れ戻すために地獄から来て、けれど九尾の狐を連れ戻すことはかなわなくて。火車はどんな気持ちで地獄へ帰ったのだろう……そう考えると、胸が苦しくなる。

　火車とともに地獄に帰るわけにはいかないが、それでも、火車が帰るならば、こんなふうにではなく、きちんと清きよ原はら凪なぎが人間界にいることを納得して帰ってもらいたかった。

　それに、鵺。

　大事にしていたであろう鵺を置いて地獄に帰った火車の心情は、どのようなものだったのか――

「……火車さんはさ、『過去を守っておく』って言ってたよ」

「過去？」

　思わず問い返す凪。

　和泉は「そう」と笑って、

「凪くんの過去を守る、ってさ。『人間の力で全部捨てないつもりで生きるのは大変だろうから、過去は自分が守る』みたいな意味のこと言ってたね。あたしにはよくわからないけど、なんかあったんでしょ？」

「……ああ」

　凪はうなずく。

　和泉は多くを聞くことはせず、その視線を橘たちばなに向ける。

「なんだ、私にも何かあるのか」

「うん。『また会いましょう、お元気で』だってさ」

「意味がわからんな」

「また来るってことじゃないの？　ていうか、他ほかにどんな意味があるのさ」

「……ふん」

　橘はくだらなさそうに鼻を鳴らす。

　けれど、その口もとがわずかに笑んでいることに、凪は気付いた。

「それから、鵺にだけどさ」

「……ぬえ」

「『凪の監視は引き続き行え』だって」

「……」

　鵺は、おどろいた様子で目をぱちくりする。

　けれど――気付いたようだった。

　火か車しやの代わりに凪なぎのそばにいることを、任されたということに。

　それは紛れもない、火車からの信頼の証であるということに。

「それじゃあ、鵺ぬえはがんばって、凪さんと橘たちばなさんのこと、見てないといけませんねえ」

「よかろう。貴様にとくと見せつけてやる。私の魅力に、凪が骨抜きにされていくところをな。――地獄から見ているがいい。凪は私以外の者によって人間をやめることはない。他者の妨害から凪を護まもり凪に人間を続けさせるのは私であり、それに、凪が人間を続ける一番の理由が、『清きよ原はら凪』でも『両親』でもなく、この私になるところを、な」

　橘が不敵に笑う。

　凪は、苦笑いしつつも、どこか嬉うれしさを感じていた。

『九きゆう尾びの狐きつね』をよく知る火車が、自分が人間でいることを許してくれたとわかって。

　九尾を捨てなくても、人間はできるのだと思えて――嬉しかった。

「というわけで凪、私はこれからもおまえの一番近くにいよう。火車も見ておるぞ、私以外の者に、ゆめ人間をやめさせられるでない」

「……おまえにもやめさせられないように、がんばるよ」

「あはは、大変そうだね、凪くん。……橘に迫られて大変ならさ、いい解決法あるよ」

「どんな？」

「あたしと付き合ったらいいのさ。そしたら橘除よけにもなるし、凪くんは人間でいられるし、いいんじゃないかなって思うわけさ」

「恋れん、貴様！」

「ありゃ、橘が怒った。凪くんたすけてー」

　棒読みで言いながら凪の背後に隠れる和泉いずみ。

　その和泉を追いかける橘。

　自分の周囲でぐるぐるまわる二人を見て笑う、凪。

　――鵺は。

　その三人の様子を見て、

「ぬえー」

　嬉しそうな声で鳴いて、無邪気な笑顔を浮かべていた。



    

  
    
      
あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　１メートル級のぬいぐるみが大好きなのですが、そのことをカミングアウトするとたいていどんびきされる者です。

　冬ふゆ木きは理解者を求めています。かわいいものはかわいいのです。かわいいものをかわいいと思う本人がかわいい必要はないのです。わかってください。そして、かわいいものをかわいいと言うだけのことに気を遣う社会を変えて行きましょう。あなたのかわいいものをかわいいと思う心が、かわいいものをかわいいと言う本人がかわいい必要はないという理解が、この世界を変えるのです。

　ゲシュタルト崩壊しましたか？

　なんか適当に壮大っぽいことを口走ってしまい、申し訳ありません。

　せっかくなのでかわいいイラストばかりの本作について少し触れましょう。ネタバレしますよ容よう赦しやなく。

　クリスマスなのでサンタガールです。

　冬木の友人がサンタガール大好きなので、今回はこの友人にささげる回と言ったら言いすぎでしょう。友人のことなど微み塵じんも考えずに欲望のままにサンタガールを書きました。申し訳ありません。

　謝罪を重ねすぎて、謝る言葉が軽くなっている気がする。

　今回はあとがきを３ページいただきましたので、次の話題にうつりたいと思います。

　最近引っ越しました。

　引っ越そう引っ越そうとは思っていたのですがなかなかふんぎりのつかない日々を送っていました。しかし前に住んでいた家が色々な意味で住める状態でなくなってきたので、ついに越す越す詐欺の汚名を返上するべく決断した次第であります。

　新居について語るのはいやです。

　とりあえず冬木と顔見知りの方で、なおかつ冬木の新居に興味のある方はいらしてください。表面上は歓迎してないように見えるかも知れませんが、心の中では歓迎します。特にごちそう出したりいっしょに遊んだりせずに、ひたすら目の前で原稿やってると思いますが、それでも歓迎の気持ちだけは忘れません。「歓迎するよ」は誰でも言えます。しかし本当に歓迎していることを態度に出すのは、難しいのです。「原稿を早めにあげる」は誰でも言えるのです。しかし、本当に原稿を早めにあげることは、難しいのです。難しいのです。ごめんなさい。なんだか毎回結果的にぎりぎりになっている気がします。あとがきを書いている今現在、冬木の焦燥感がやばい。うどんとか食べてる場合じゃないよ。でもうどん食べたいよ。言動おかしいですが冬木は無事です。イラスト見てなごみます。鵺ぬえかわいいな鵺ぬえ。

　そろそろ謝辞にいかないとまずい。

　まずは担当の児こ玉だま様。勉強してますと言い続けてふぉっくすているも３本目。勉強詐欺にならない程度には冬木のプロット術も進歩していると思いたい今日この頃ですがどうでしょうか。１本目よりだいぶマシになってないでしょうか。１本目がひどすぎただけですね。すいません。まだまだ努力します。どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　犬洞いぬがほらあん様。ツボりそうなキャラを予想して覚悟をしておく冬木ですが、今回の鵺、特にサンタ口絵の鵺がやばいです。ラフを見せていただいた段階で鼻血出ました。比ひ喩ゆじゃないです。本当にありがとうございます（ごちそうさま的な意味で）。そして、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　そして『ふぉっくすている？　３本目』にたずさわってくださった全すべてのみなさまに感謝を。手にとってくださったみなさまの心が少しでも軽くなりますように願いつつ。







冬木冬樹



    

  
    
      　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　好きな食べ物はなんですか？　と聞かれたら回答に困ります。

　　好きな海苔巻きはなんですか？　と聞かれたら、鉄火巻きだと答えます。

　　じゃあ鉄火巻きがすきな食べ物なんじゃないですか？　と言われたら言葉に詰まります。冬木はそんな作家です。



　イラスト

　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　この度「Ｔ・Ｓ・Ｔ・Ｋ」を結成しました。

　　『橘の　幸せを　追求する　会』です！

　　ただいま絶賛会員募集中デスぞよっ！！

　　http://yaplog.jp/inuan/
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